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遺跡のある前橋台地より榛名山を見る（南東より）

基本土層とテフラ

巻頭1



巻頭2

17拡張区 (3H水田耕土の状況）

17拡張区（南壁セクション）

出土遺物

出土迫物



序

県道前橋長瀞線は、本県前橋市から埼玉県秩父郡長瀞町に至る総延長42.5

kmの幹線道路であります。県内最大の商業都市高崎市と県庁所在地前橋市を

結ぶ経済や行政の基幹道路としても重要な役割を果たしております。

しかし近年では、交通量の増加に伴い日常的な交通渋滞を起こしておりま

す。そこで群馬県土木部はこの慢性的な交通渋滞解消のため、前橋市楊島町

から同公田町の間2.3kmの道路改良事業に着手しました。

本報告書は前橋市街地南部の棚島町、公田町を中心とした地域に所在する

『棚島川端遺跡』について県土木部から委託を受けた財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団が、平成3年から 7年かけて調査した内の第 1区から第18区

までの成果を整理してまとめたものです。この中で注目されるのは古墳時代

前期から中期にかけての水田や畠と共に、遺構外の出土ではありますが子持

ち勾玉や石製模造品等が検出されました。水田、畠遺構からは当時の生産地

域の実態、勾玉 ・石製模造品の出土からは当時の祭りの背景を解明する大変

貴重な資料のひとつになるものと確信しております。

最後になりましたが、群馬県土木部、群馬県前橋土木事務所、群馬県教育

委員会文化財保護課、前橋市教育委員会、地元関係者の皆様には、発掘調査

から本報告書刊行まで終始ご協力を賜り、心から感謝いたします。

平成 8年3月20日

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小寺弘之





例 言

1.本書は県道前橋長瀞線道路改良工事に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した橙島川端遺跡、公田東遺跡、公

田池尻遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書の 3分冊で、第 1分冊『棚島川端遺跡』である。第 1分冊では、

棚島川端遺跡 1区から18区までの奈良時代以前について報告する。第2分冊では19区から21区、公田東遺

跡、公田池尻遺跡の奈良 • 平安時代以前、第 3 分冊では棚島川端遺跡、公田東遺跡、公田池尻遺跡の平安

時代以降を中心に報告する予定である。

2.橙島川端遺跡は、群馬県前橋市棚島町9~17、128~138、144~151、159、161~167、248~254、258、259、

261~265、270、271、公田町1001、1046、1047に所在する。遺跡名は、大字と小字により棚島川端遺跡と

した。

3.発掘調査は、群馬県（土木部）の委託により、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.調査を実施した期間は次の通りである。

発掘調査

整理事業

事務担当

第 1次調査

第2次調査

第3次調査

第4次調査

第5次調査

第6次調査

第7次調査

平成 2年1月8日～

平成 3年1月7日～

同年3月31日

同年3月25日（公田池尻遺跡）

平成 3年9月1日～平成4年3月25日（棚島川端遺跡）

平成4年4月1日～平成 5年1月31日（棚島川端遺跡）

平成5年11月2日～平成 6年3月25日（棚島川端遺跡）

平成6年4月1日～平成 7年3月25日

平成6年6月2日～平成 7年3月25日

平成6年12月1日～平成 7年3月25日

平成 7年4月1日～平成8年3月25日

平成6年4月1日～平成8年3月31日

5.調査の体制は次の通りである。

辺見長雄、中村英一、松本浩一、近藤

斉藤俊一、小渕 淳、神保侑史、巾

（公田池尻遺跡）

（棚島川端遺跡）

（公田東遺跡）

（公田池尻遺跡）

（公田池尻遺跡）

功、原田恒弘、佐藤

隆之、佐藤明人、国定

勉、蜂巣 実、岩丸大作

均、笠原秀樹、須田朋子

吉田有光、柳岡良宏、船津 茂、高橋定義

事務非常勤嘱託 松下 昇、大澤友治、

事務補助員

調査担当

並木綾子、野島のぶ江、今井もと子、吉田恵子、松井美智子、角田みづほ、

角田正子、杉山ひろみ（旧姓塩浦）、内山佳子、星野美智子、羽鳥京子、菅原淑子

第3次調査

第4次調査

第5次調査

第6次調査

第7次調査

飯田陽一（主任調査研究員）亀山幸弘（調査研究員）櫻井美枝（調査研究員）

飯田陽一 藤巻幸男（主任調査研究員）友廣哲也（主任調査研究員）櫻井美枝

大江正行（専門員）藤巻幸男（専門員）松井龍彦（主任調査研究員）

大西雅広（主任調査研究員）櫻井美枝

黒澤照弘（調査研究員）

藤巻幸男

矢口裕之（調査研究員）

榛澤健二（主任調査研究員）遠藤俊爾（調査研究員）

麻生敏隆（専門員）平方篤行（調査研究員）追川佳子（調査研究員）



6.本書作成の担当は次の通りである。

編 集 下城正、黒澤照弘

本文執筆 下城正

遺構写真 大江正行、飯田陽一、藤巻幸男、松井龍彦、榛澤健二、麻生敏隆、大西雅広、友廣哲也

亀山幸弘、櫻井美枝、矢口裕之、遠藤俊爾、平方篤行、黒澤照弘、追川佳子、横山千晶

諸田康成

遺物写真 佐藤元彦（主任）

金属器処理関邦ー（主任）

小材浩一 （補助員）

遺物観察上器下城正、黒澤照弘

石器下城正

金属器下城正

整理嘱託員・補助員嘱託員新井悦子補助員平野照芙、笠井初子、南雲素子、小池縁、飯田文子

飯田和子、武真理子、石関富子、蜂巣綾子、萩原鈴代、金子加代、平林照美、

内山由紀子、高橋美穂子

また、石材同定については飯島静男（群馬県地質研究会）のご協力を得た。

7.発掘調査及び本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言、ご協力を得た。記して感謝の意を表したい。

（敬称略・五十音順）

早稲田大学本庄埋蔵文化財調査室 藤川繁彦、昆影生、佐々木幹雄、浅野一郎、荒川正夫、小澤正人

佐々木高明

8.出土遺物は一括して財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・群馬県埋蔵文化財調査センターが保管してい

る。

凡 例

1.本書の挿図中の北方位は座標北を示す。

2.本書は棚島川端遺跡の報告書であるが、本書では 1~21区の内 l~18区迄の報告を行う。

3.本書では棚島川端遺跡を 1地区として報告しているが、遺構番号は 1から17区、 18区のそれぞれに付して

いる。したがって 1から17区と18区に同じ遺構番号がある。 18区の遺構番号には番号の前に区を付してい

る。

4.本書における遺構番母は、大半を調査時に付されたものをそのまま使用しているため欠番が生じている。

5.本調査の記録に用いたグリッドは 4m四方で、北西交点をその呼称としている。

6.遺構平面因で使用した縮尺は、原則として住居・掘立柱建物跡・井戸・土坑を 1/60とし、方形周溝墓を

1 /250としている。

7.本書では土層注記において、テフラについては略称を用いた。正式名称と現段階での降下年代は以下の通

りである。

As-B 浅間Bテフラ 浅間山 ll08年



Hr-FP 榛名ニッ岳降下火山灰 榛名山 6世紀中葉

Hr-FA 榛名ニツ岳降下火山灰 榛名山 6世紀初頭

As-C 浅間C軽石 浅間山 4世紀初頭

As-SJ 浅間ー総社軽石 浅間山 約1.1万年前

As-YP 浅間ー板鼻黄色軽石 浅間山 約1.3~1.4万年前

As-OP2 浅間大窪沢軽石2 浅間山 約1.6万年前

As-OPl 浅間大窪沢軽石 1 浅間山 約1.7万年前

As-BP 浅間板鼻褐色軽石群 浅間山 約1.7~2.1万年前

参考文献

町田 洋、新井房夫、小田静夫他 1984 「テフラと日本考古学一考古学研究と関係するテフラのカタロ

グ」 『古文化財に関する保存科学と人文 ・自然科学』

能登 健 1983 「群馬県における埋没田畠調査と課題」 『群馬県史研究』第17号

坂ロ 一 1986 「榛名山ニツ岳起源FA・FP層下の土師器と須恵器」 『荒砥北原遺跡』財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団

町田 洋、新井房夫 1992 『火山灰アトラスー日本列島とその周辺』

友廣哲也 1988 「古式土師器出現期の様相と浅間山C軽石」 『群馬の考古学』財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団

8.本書で使用した遺物の番号は、遺構ごとの通し番号であり、種類の略号は以下の通りである。平面図に付

した番号は、遺物実測図に付した番号に呼応している。

土器 P 石器 S 木器 W 金属器 M 

9.遺物実測図中の縮尺は、土器は原則として 1/3とし、石器は原則として、石鏃、臼玉等の小型のものは

1 / 1とした。

10.写真図版の倍率は、遺物実測図と同様である。また、部分的に特徴のある遺物については、近接写真を撮

影した。
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写真図版

図版 l 遺跡全景（南より） 20号住居跡（南より）

調査区近景（中央の道路を挟んで両側を調査。 図版10 21号住居跡（西より）

南より） 21号住居跡掘り方（南より）

図版2 集落全景 (17区・北より） 21号住居跡竃（西より）

集落全景（17区・南より） 21号住居跡貯蔵穴（西より）

図版3 1号住居跡（西より） 23号住居跡（南より）

1号住居跡炭化材出土状態（西より） 24号住居跡（南より）

1号住居跡掘り方（南より） 24母住居跡遺物出土状態（西より）

1局住居跡柱穴（南より） 24号住居跡炭化材出土状態（西より）

1号住居跡床下ピット 2 （西より 図版11 22号住居跡（南より）

図版4 2号住居跡（西より） 22号住居跡鼈（西より）

1 • 3~5号住居跡（南より） 図版12 25号住居跡（西より）

3 • 4号住居跡掘り方（南より） 25号住居跡貯蔵穴土層断面（西より）

3号住居跡貯蔵穴（南より） 26 • 27号住居跡（西より）

4号住居跡柱穴土層断面（南より） 26 • 27号住居跡掘り方（西より）

4号住居跡遺物出土状態（南より） 28号住居跡（西より）

5号住居跡掘り方（南より） 28号住居跡竃（西より）

5号住居跡炉（南より） 28号住居跡貯蔵穴（西より）

図版5 6号住居跡（西より） 28号住居跡遺物出土状態（西より）

6号住居跡貯蔵穴（北より） 図版13 29号住居跡（東より）

6母住居跡鼈 （西より） 29号住居跡竃（西より）

6号住居跡鼈掘り方（西より） 29号住居跡貯蔵穴（西より）

7号住居跡（西より） 30号住居跡（東より）

7号住居跡鼈（西より） 30号住居跡鼈遺物出土状態（西より）

7号住居跡鼈掘り方（西より） 30号住居跡竃（西より）

8号住居跡（北より） 30号住居跡柱穴土層断面（西より）

図版6 9 • 10号住居跡（西より） 31号住居跡（西より）

9号住居跡鼈土層断面（西より） 図版14 32号住居跡（東より）

10号住居跡（西より） 32号住居跡遺物出土状態（南より）

10号住居跡鼈掘り方（西より） 32号住居跡貯蔵穴（西より）

11号住居跡竃 ・貯蔵穴（西より） 34号住居跡（南より）

11号住居跡竃（西より） 35号住居跡（西より）

11号住居跡鼈周辺遺物出土状態（南より） 35号住居跡竃（西より）

11号住居跡掘り方（南より） 35号住居跡貯蔵穴（東より）

図版7 12号住居跡遺物出土状態（西より） 35号住居跡遺物出土状態（南より）

12号住居跡（西より） 図版15 36号住居跡（南より）

12号住居跡竃遺物出土状態（西より） 36号住居跡床下ピット 2 （南より）

12号住居跡竃掘り方（西より） 38号住居跡（西より）

14 • 17号住居跡遺物出土状態（南より） 38号住居跡掘り方（西より）

14 • 17号住居跡掘り方（南より） 39号住居跡掘り方（南より）

14号住居跡貯蔵穴（東より） 40号住居跡（西より）

17号住居跡貯蔵穴（南より） 41号住居跡（南より）

図版8 13号住居跡（西より） 41号住居跡貯蔵穴（南より）

16号住居跡（南より） 図版16 42号住居跡掘り方（南より）

16号住居跡柱穴（南より） 43号住居跡掘り方（東より）

18号住居跡（南より） 44号住居跡掘り方（南より）

19号住居跡（西より） 46号住居跡掘り方（西より）

図版9 19号住居跡竃遺物出土状態（西より） 48号住居跡（南より）

19号住居跡遺物出土状態（東より） 49号住居跡（東より）

19号住居跡遺物出土状態（北より） 50号住居跡（西より）

19号住居跡柱穴土層断面（南より） 50号住居跡遺物出土状態



因版17 45号住居跡（西より） 図版25 88号住居跡（西より）

45母住居跡鼈（西より） 88号住居跡（西より）

45号住居跡鼈土層断面（西より） 88号住居跡遺物出土状態（東より）

45号住居跡貯蔵穴周辺のHr-FA（東より） 88号住居跡遺物出土状態（西より）

45号住居跡柱穴土層断面（西より） 88号住居跡遺物出土状態（西より）

図版18 51号住居跡（東より） 図版26 89 • 90号住居跡（西より）
53号住居跡掘り方（西より） 89号住居跡竃（西より）

54号住居跡（南より） 89号住居跡鼈前遺物出土状態（西より）

57号住居跡掘り方（東より） 90号住居跡炉（西より）

58号住居跡（西より） 104 • 105号住居跡（西より）
59号住居跡（西より） 104号住居跡鼈・貯蔵穴（西より）

59号住居跡遺物出土状態（北より） 104号住居跡掘り方（西より）

60号住居跡（西より） 105号住居跡掘り方（東より）

図版19 61号住居跡（東より） 図版27 106号住居跡（南より）

61号住居跡鼈（西より） 106号住居跡貯蔵穴（東より）

61号住居跡鼈（北より） 107号住居跡（西より）

61号住居跡貯蔵穴（東より） 107号住居跡竃（西より）

61号住居跡掘り方（東より） 107号住居跡貯蔵穴（西より）

図版20 62号住居跡（南より） llO号住居跡（南より）

63 • 96号住居跡掘り方（西より） 115 • 116号住居跡（東より）
67号住居跡（西より） 115 • 116号住居跡掘り方（西より）
68号住居跡（西より） 図版28 18区1号住居跡掘り方（南より）

68号住居跡竃（西より） 18区2号住居跡（北より）

69号住居跡（南より） 18区2号住居跡柱穴土層断面（南より）

70号住居跡（西より） 18区2号住居跡柱穴土層断面（南より）

70号住居跡竃（西より） 18区4号住居跡（西より）

図版21 64号住居跡竃（西より） 18区4号住居跡鼈（西より）

64号住居跡（西より） 18区4号住居跡遺物出土状態（南より）

64号住居跡竃遺物出土状態（西より） 18区5号住居跡（東より）

64号住居跡貯蔵穴（西より） 図版29 18区1号掘立柱建物跡（北より）

64号住居跡遺物出土状態（東より） 18区10号掘立柱建物跡（西より）

図版22 73号住居跡（西より） 18区12号掘立柱建物跡（西より）

75号住居跡掘り方（南より） 1号柱列跡（西より）

75号住居跡遺物出土状態（南より） 1号柱穴群（南より）

75号住居跡竃（南より） 図版30 8号井戸（東より）

75号住居跡遺物出土状態（南より） 8号井戸遺物出土状態（西より）

76号住居跡（北より） 8号井戸（井戸に打ち込まれた木製品）

76号住居跡貯蔵穴（西より） 20号井戸（南より）

76 • 92 • 106号住居跡掘り方（北より） 24号井戸（東より）

図版23 77号住居跡（西より） 26号井戸（東より）

77号住居跡竃（西より） 28号井戸（西より）

78号住居跡（東より） 30号井戸（西より）

78号住居跡貯蔵穴（西より） 図版31 31号井戸（南より）

79号住居跡（西より） 32号井戸（西より）

79号住居跡竃遺物出土状態（西より） 33号井戸（南より）

79号住居跡竃（西より） 34号井戸（東より）

80号住居跡（南より） 36号井戸（東より）

図版24 81号住居跡（南より） 37号井戸（西より）

83号住居跡（西より） 18区2号井戸（西より）

84号住居跡（西より） 18区4号井戸（北より）

85号住居跡（西より） 図版32 1号土坑（北より）

86号住居跡（南より） 3号土坑（西より）

87号住居跡（南より） 5号土坑遺物出土状態（東より）

87号住居跡遺物出土状態（南より） 6号土坑（西より）

87号住居跡ヒ°ット 1 （東より） 7号土坑（東より）



7号土坑（東より） 68~70 • 80号溝（南より）
9号土坑（南より） 図版40 83号溝（北より）

10号土坑（北西より） 158号溝（東より）

図版33 11号土坑（南より） 18区22~24号溝（北より）

12号土坑（南より） 18区22号溝（南東より）

14号土坑（南より） 18区22号溝（南より）

15号土坑（東より） 図版41 18区23号溝（南東より）

16号土坑（南より） 18区24号溝（南東より）

37号土坑（西より） 18区55号溝（東より）

37号土坑遺物出土状態（南より） 18区57号溝（南西より）

38号土坑（南より） 18区72~74号溝（北より）

図版34 64号土坑（南より） 図版42 1号祭祀跡（南より）

67号土坑（東より） 2号祭祀跡（東より）

68号土坑（東より） 図版43 1号遺物集中地点遺物出土状態（東より）

79~81号土坑（東より） 1号遺物集中地点（東より）

85号土坑（西より） 1号方形周溝墓（北より）

86号土坑（南西より） 1号方形周溝墓（空中写真）

87号土坑（南より） 1号方形周溝墓（空中写真）

89号土坑（東より） 図版44 1号方形周溝墓（北より）

図版35 91号土坑（南より） 1号方形周溝墓土層断面（北より）

109~111号土坑（南より） 2号方形周溝墓（北より）

109号土坑遺物出土状態（西より） 1号方形区画遺構（北より）

113号土坑（東より） 1号埋設土器出土状態（南東より）

18区33号土坑（北東より） 1号埋設土器（南東より）

18区33号土坑土層断面（南より） 2号埋設土器出土状態（南東より）

18区38号土坑（北より） 2号埋設土器（南東より）

18区39号土坑（東より） 図版45 3層の火山灰下の水田跡 (10区・南より）

図版36 18区43号土坑（南東より） 1区As-C下水田跡（南より）

18区44号土坑遺物出土状態（南より） 図版46 3区As-C下水田跡（南より）

18区45号土坑（北より） 11区As-C下水田跡（南より）

18区86号土坑（東より） 図版47 4区As-C下水田跡（南より）

18区87号土坑（北西より） 5区As-C下水田跡（南より）

18区90号土坑（南より） 8区北半部As-C下水田跡（南より）

18区92号土坑（南東より） 8区南半部As-C下水田跡（南より）

18区93号土坑（南より） 9区As-C下水田跡（南より）

図版37 18区94号土坑（南より） 10区北半部As-C下水田跡（南より）

18区95号土坑（北より） 10区南半部As-C下水田跡（南より）

18区97号土坑（南より） 12区As-C下水田跡（南より）

18区98局土坑（南より） 図版48 1区Hr-FA下水田跡（南より）

18区102号土坑（南より） 3区Hr-FA下水田跡（南より）

18区103号土坑（南より） 図版49 4区2層水田跡（南より）

18区104号土坑（南より） 4区Hr-FA下水田跡1号大アゼ（西より）

18区105号土坑（南より） 図版50 5区Hr-FA下水田跡（南より）

図版38 18区106号土坑（南より） 6区Hr-FA下水田跡（南より）

18区107号土坑（南東より） 図版51 8区北半部Hr-FA下水田跡（南より）

18区108号土坑（南より） 8区南半部Hr-FA下水田跡（南より）

18区109号土坑（南より） 図版52 10区Hr-FA下4号大アゼとHr-FP下2号大

18区111号土坑（南西より） アゼの重複状態（南より）

18区112号土坑（西より） 11 区Hr~FA下水田跡（南より）

18区113号土坑（西より） 図版53 2区Hr-FP下水田跡（南より）

18区114号土坑（西より） 3区Hr-FP下水田跡（南より）

図版39 17号溝（南より） 図版54 4区Hr-FP下水田跡（南より）

21号溝（南より） 5区Hr-FP下水田跡（南より）

24号溝（南西より） 図版55 6区Hr-FP下水田跡（南より）

25~30号溝（南より） 10区北半部Hr-FP下水田跡（南より）



図版56 10区南半部Hr-FP下水田跡（南より） 図版84 30号住居跡出土遺物（1)

14区Hr-FP下水田跡（南より） 図版85 30号住居跡出土遺物(2)

図版57 6区Hr-FA下水田関連遺構（北より） 31号住居跡出土遺物

14区Hr-FA下水田関連遺構（南より） 32号住居跡出土遺物(1)

図版58 18区As-C下畠跡全景 （北より） 図版86 32号住居跡出土遺物(2)

17区南半部As-C下畠跡（北より） 図版87 32号住居跡出土遺物(3)

図版59 18区北半部As-C下畠跡（南より） 図版88 34号住居跡出土遺物

18区南半部As-C下畠跡（西より） 35号住居跡出土遺物(1)

図版60 18区中央部As-C下畠跡（南より） 図版89 35号住居跡出土遺物(2)

18区東半部As-C下昂跡（南より） 図版90 36号住居跡出土遺物

図版61 17区Hr-FA下畠跡（南より） 38号住居跡出土遺物

17区南半部Hr-FA下畠跡（北より） 図版91 39号住居跡出土遺物

図版62 17区南半部Hr~FA下畠跡（北より） 40号住居跡出土遺物

18区Hr-FA下畠跡（北より） 図版92 41号住居跡出土遺物

図版63 16区Hr-FP下畠跡（南より） 図版93 42号住居跡出土遺物

17区Hr-FP下畠跡（南より） 43号住居跡出土遺物

図版64 1号住居跡出土遺物 44号住居跡出土遺物

2号住居跡出土遺物 45号住居跡出土遺物（1)

図版65 3号住居跡出土遺物 図版94 45号住居跡出土遺物(2)

4号住居跡出土遺物 46号住居跡出土遺物

5号住居跡出土遺物 47号住居跡出土遺物

図版66 6母住居跡出土遺物 48号住居跡出土遺物

7号住居跡出土遺物 図版95 49号住居跡出土遺物

8号住居跡出土遺物 50号住居跡出土遺物

9号住居跡出土遺物 図版96 51局住居跡出土遺物

10号住居跡出土遺物 52号住居跡出土遺物

図版67 11号住居跡出土遺物（1) 53号住居跡出土遺物

図版68 11号住居跡出土遺物（2) 54号住居跡出土遺物

12号住居跡出土遺物（1) 57号住居跡出土遺物

図版69 12号住居跡出土遺物(2) 58号住居跡出土遺物

13号住居跡出土遺物 59号住居跡出土遺物（1)

図版70 14号住居跡出土遺物 図版97 59号住居跡出土遺物(2)

15号住居跡出土遺物 60号住居跡出土遺物

図版71 16号住居跡出土遺物 61号住居跡出土遺物

17号住居跡出土遺物 62号住居跡出土遺物（1)

図版72 18号住居跡出土遺物 図版98 62号住居跡出土遺物(2)

19号住居跡出土遺物（1) 63号住居跡出土遺物

図版73 19号住居跡出土遺物(2) 64号住居跡出土遺物（1)

図版74 19号住居跡出土遺物（3) 図版99 64号住居跡出土遺物(2)

20号住居跡出土遺物 図版100 64号住居跡出土遺物（3)

21号住居跡出土遺物(1) 図版101 64号住居跡出土遺物(4)

図版75 21号住居跡出土遺物(2) 65号住居跡出土遺物

22号住居跡出土遺物(1) 図版102 66号住居跡出土遺物

図版76 22号住居跡出土遺物(2) 67号住居跡出土遺物

図版77 22号住居跡出土遺物（3) 68号住居跡出土遺物

図版78 22号住居跡出土遺物(4) 69号住居跡出土遺物

23号住居跡出土遺物 図版103 70号住居跡出土遺物

図版79 24号住居跡出土遺物 図版104 73号住居跡出土遺物

25号住居跡出土遺物（1) 74号住居跡出土遺物

図版80 25号住居跡出土遺物(2) 75号住居跡出土遺物（1)

26号住居跡出土遺物 図版105 75号住居跡出土遺物(2)

図版81 27号住居跡出土遺物 76号住居跡出土遺物

28号住居跡出土遺物（1) 図版106 77号住居跡出土遺物（1)

図版82 28号住居跡出土遺物(2) 図版107 77号住居跡出土遺物(2)

図版83 29号住居跡出土遺物 図版108 77号住居跡出土遺物（3)



78号住居跡出土遺物 26号井戸出土遺物

79号住居跡出土遺物（1) 図版134 27号井戸出土遺物（1)

図版109 79号住居跡出土遺物(2) 図版135 27号井戸出土遺物(2)

80号住居跡出土遺物 28号井戸出土遺物

81号住居跡出土遺物 30号井戸出土遺物

82号住居跡出土遺物 図版136 31号井戸出土遺物

83号住居跡出土遺物(1) 32号井戸出土遺物

図版llO 83号住居跡出土遺物(2) 34号井戸出土遺物

84号住居跡出土遺物 36号井戸出土遺物

85号住居跡出土遺物 図版137 37号井戸出土遺物

86号住居跡出土遺物 38号井戸出土遺物

図版111 87号住居跡出土遺物 図版138 18区2号井戸出土遺物

88号住居跡出土遺物（1) 18区4号井戸出土遺物（1)

図版112 88号住居跡出土遺物(2) 図版139 18区4号井戸出土遺物(2)

図版113 88号住居跡出土遺物（3) 18区5号井戸出土遺物（1)

図版114 88号住居跡出土遺物(4) 図版140 18区5号井戸出土遺物(2)

図版115 88号住居跡出土遺物(5) 図版141 18区5号井戸出土遺物（3)

図版116 88号住居跡出土遺物(6) 図版142 18区5号井戸出土遺物（4)

89号住居跡出土遺物（1) 図版143 1号土坑出土遺物

図版117 89号住居跡出土遺物(2) 4号土坑出土遺物

図版118 89号住居跡出土遺物（3) 5号土坑出土遺物(1)

図版119 89号住居跡出土遺物（4) 図版144 5号土坑出土遺物(2)

90号住居跡出土遺物 図版145 5号土坑出土遺物（3)

91号住居跡出土遺物 図版146 5号土坑出土遺物(4)

92号住居跡出土遺物（1) 図版147 5号土坑出土遺物(5)

図版120 92号住居跡出土遺物(2) 図版148 5号土坑出土遺物(6)

図版121 94号住居跡出土遺物 7号土坑出土遺物(1)

97号住居跡出土遺物 図版149 7号土坑出土遺物(2)

98号住居跡出土遺物 11号土坑出土遺物

99号住居跡出土遺物 図版150 12号土坑出土遺物

図版122 100号住居跡出土遺物 16号土坑出土遺物

101号住居跡出土遺物 15号土坑出土遺物

102号住居跡出土遺物 14号土坑出土遺物

104号住居跡出土遺物 37号土坑出土遺物（1)

105号住居跡出土遺物（1) 図版151 37号土坑出土遺物(2)

図版123 105号住居跡出土遺物(2) 38号土坑出土遺物

106号住居跡出土遺物 図版152 48号土坑出土遺物

107号住居跡出土遺物(1) 59号土坑出土遺物

図版124 107局住居跡出土遺物(2) 63号土坑出土遺物（1)

108号住居跡出土遺物 図版153 63号土坑出土遺物(2)

llO号住居跡出土遺物（1) 図版154 63号土坑出土遺物（3)

図版125 llO号住居跡出土遺物(2) 85号土坑出土遺物

図版126 llO号住居跡出土遺物（3) 図版155 86号土坑出土遺物

115号住居跡出土遺物 108号土坑出土遺物

因版127 18区2号住居跡出土遺物 113号土坑出土遺物

18区4号住居跡出土遺物（1) 109号土坑出土遺物

図版128 18区4号住居跡出土遺物(2) 115号土坑出土遺物

18区5号住居跡出土遺物 117号土坑出土遺物

図版129 8号井戸出土遺物(1) 図版156 18区33号土坑出土遺物

図版130 8号井戸出土遺物(2) 18区44号土坑出土遺物

図版131 20号井戸出土遺物 18区35号土坑出土遺物

22号井戸出土遺物 図版157 17号溝出土遺物

24号井戸出土遺物（1) 24号溝出土遺物

図版132 24号井戸出土遺物(2) 25号溝出土遺物

図版133 24号井戸出土遺物(3) 図版158 26号溝出土遺物



30号溝出土遺物

68号溝出土遺物

70号溝出土遺物

80号溝出土遺物

83号溝出土遺物

161号溝出土遺物

図版159 1号祭祀跡出土遺物（1)

図版160 1号祭祀跡出土遺物（2)

1号祭祀跡出土遺物（3)

図版161 1号祭祀跡出土遺物（4)

図版162 2号祭祀跡出土遺物

図版163 1号方形周溝墓出土遺物

1号埋設土器出土遺物

2号埋設土器出土遺物（1)

図版164 2号埋設土器出土遺物(2)

遺物集中地点出土遺物

図版165 遺構外出土遺物（1)（推定集落域）

図版166 遺構外出土遺物（2)（推定集落域・水田域）

図版167 遺構外出土遺物（3)（水田域）

図版168 遺構外出土遺物（4)（水田域）

図版169 遺構外出土遺物（5)（水田域・集落・畠域）

図版170 遺構外出土遺物（6)（集落 ・畠域）

図版171 遺構外出土遺物（7)（集落 ・畠域）

図版172 遺構外出土遺物（8)（集落・畠域）

図版173 遺構外出土遺物（9)（集落・畠域）

図版174 遺構外出土遺物(10)（集落・畠域）

図版175 遺構外出土遺物(lり（集落 ・畠域）

図版176 遺構外出土遺物(12)（集落・畠域）

図版177 遺構外出土遺物(13)（集落 ・畠域）

図版178 遺構外出土遺物（1-0（集落・畠域）

図版179 遺構外出土遺物(15) （集落•島域）

図版180 遺構外出土遺物(16)（集落 ・畠域）

図版181 遺構外出土遺物(17)（集落 ・畠域）

図版182 遺構外出土遺物(18)（集落・畠域）

図版183 遺構外出土遺物(19)（集落・畠域）

図版184 遺構外出土遺物(20)（集落 ・畠域）

図版185 遺構外出土遺物(20（集落・畠域・畠・墓域）

図版186 遺構外出土遺物(22)（畠・墓域）

図版187 遺構外出土遺物(23)（畠・墓域）

図版188 遺構外出土遺物(2-0（畠・墓域）

図版189 遺構外出土遺物(25)（畠・墓域）

図版190 遺構外出土遺物(26)（畠・墓域）

図版191 遺構外出土遺物(27)（畠・墓域）

図版192 遺構外出土遺物(28)（畠・墓域）

図版193 遺構外出土遺物(29)（畠・墓域）

図版194 遺構外出土遺物(30)（畠・墓域）

図版195 遺構外出土遺物(3D

図版196 遺構外出土遺物(32)

図版197 遺構外出土遺物(33)

遺構外出土遺物(3-0



第 1節調査の方法

第 1章調査に至る経過

県道前橋長瀞線は、前橋市石倉町を基点とし埼玉

県秩父郡長瀞町を終点とする42.5kmの幹線道路であ

り、県庁所在地となる前橋市街地と県下最大の商業

都市である高崎市街地を結ぶ都市間連結道路でもあ

る。しかし本路線の現状は、朝夕にぱ慢性的な交通

渋滞をきたし、その対策に加えて安全な交通環境の

整備が強く望まれていた。このような状況下、前橋

市棚島町から同公田町間2.3kmのバイパス道路の建

設が県土木部により計画・実施されることになった。

道路建設計画にかかる埋蔵文化財への対応は、平

成元年12月群馬県前橋土木事務所、群馬県教育委員

会文化財保護課、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事

業団の三者により、建設事業に伴う埋蔵文化財調査

に関わる、調査対象地、調査期間、調査経費などに

ついて協議が行われた。この協議に基づき、平成 2

年1月から前橋市上佐鳥町地内公田池尻遺跡の発掘

調査を財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が県土

木部から委託を受け着手し、またこれと並行して平

成2年3月から発掘調査実施区間を除く全事業計画

区間の試掘調査が実施された。試掘調査により、前

橋市棚島町と六供町境界（工事基点）から上佐鳥を

経て、公田町の県道高崎駒形線までの、 2.3kmの区間

の用地内全域で古墳時代以降の集落及び水田跡が重

層的に確認され、事業地の全区間が発掘調査対象地

になった。

平成 2年度以降事業区間の埋蔵文化財調査は、用

地買収状況及び工事計画等に従って、公田池尻遺跡

（平成元 ・2• 6 • 7年度実施）、棚島川端遺跡（平

成 3~7年度実施）、公田東遺跡（平成6• 7年度実

施）の 3遺跡の調査が実施された。

第 2章 調査の方法と経過

第 1節調査の方法

グリッドの設定 発掘区には記録用に一辺4mのグ

リッドを設定した。東西方向を西からAA・AB・AC

・・・・..、南北方向を北から 1• 2 • 3......とし、グリッ

ドの呼称は北西の交点杭により東西方向を先に南北

方向を後に呼ぶこととした。国家座標の座標北に南

北方向の基準線を合わせてグリッドを設定した。グ

リッドのAAラインは、国家座標X= -68050mにあ

たっている。また〇ラインはY=40100mである。

調査区の設定 本遺跡は道路や水道管により区切ら

れており、任意で発掘区を設定し名称を付している。

発掘区の名称は原則として北から南にかけて通し番

号で、グリッド名称とは別に独自の名称を付してい

る。

通し番号の付し方 本遺跡では 1~17区までと18区

でそれぞれに遺構番号を通し番号で付している。 18

区の遺構番号には番号の前に区を付してある。

確認面 本報告では氾濫層と各降下火山灰下におい

て3面の文化層を確認している。今回の報告では、

As-C下(VI層下）、Hr-FA下(Vf層下）、Hr-FP

下(Vd層下）、の各降下火山灰下の、計5面で検出

された遺構を掲載する。

記録の方法 調査では図面 ・写真 ・調査所見等の記

録をとった。第 1分冊で報告する遺構の平面図は、

18区の遺構を除いて原則として個別に実測をした。

土層断面は全ての遺構で記録するようにしたが土層

を残すことが困難な場合は割愛した。個別に実測し

た遺構平面図は原則として 1: 20の縮尺で測量し

た。井戸の一部は業者委託により、遺構平面図とエ

レベーション図を実測した。 18区の遺構については

業者委託により空中写真測量を行った。これはバ

ルーンを使用した空中写真より図面を作成するもの

である。写真は個別に実測した遺構について、中型

1 



第2章 調査の方法と経過

カメラによる 6X 9モノクロ写真、 35mmモノクロ写

真、 35mmスライドの三種類をその都度使い分け撮影

した。地上撮影に加えて、高所作業車・バルーン等

からの撮影を併用したため、複数の遺構をまとめて

撮影した部分もある。

調査所見は各担当が、調査にあたって気がついた

点をメモした。これらの調査所見は報告書中の本文

執筆に生かされている。

第2節調査の経過

棚島川端遺跡は調査区が多く、他面にわたり遺構

が検出されている。本報告書においては、調査経過

を各年次毎に、簡略にまとめて掲載する。

第3次調査 平成3年9月1日～平成4年3月25日

当年次においては、棚島｝1|端遺跡、 1区～15区ま

での発掘調査が行われた。 2区は微高地縁辺になる

が、他は低地部分にあたり、中 ・近世の水田跡を 2

面、 As-B下水田跡、 Hr-FP下水田跡、 Hr-FA下

水田跡、 As-C下水田跡と計6面の水田跡を検出し

ている。 7区、 15区の南端では、古墳時代の住居跡

が5軒検出されている。 2区では、溝、土坑、ピッ

トが検出されている。

第4次調査 平成4年4月1日～平成5年1月31日

当年次においては、棚島川端遺跡、 5区、 10区～13

区の低地部分、 16区、 17区の微高地部分の発掘調査

が行われた。

検出された遺構は、低地部分では、中・近世の水

田跡2面、 As-B、Hr-FP、Hr-FA、As-Cの

各テフラ下の水田跡を検出。微高地部分では、住居

跡94軒、土坑73基、井戸28華、溝74条を検出。微高

地上で検出された住居跡は、重複が著しく、遺構確

認が困難であった。検出された井戸は、 4世紀頃に

比定される者が多く、県内でも稀である。当年次に

おける技研による空中写真測量は 1回、古環境研究

所による分析は 2回を数える。

第5次調査 平成5年11月2日～平成6年3月25日

当年次においては、棚島川端遺跡、 16区中央、 17

区西端と南端、 18区、 19区発掘調査で、 19区の東側

2 

には低地がかかるが、他は微高地部分にあたる。

当年次は、 2班体制で調査が行われた。16区、 17

区には 6面に及ぶ文化層があり、近世の畠跡、河川

氾濫層下の水田跡、 As-B混土下の溝13条、土坑2

基、Hr-FP泥流下住居跡14軒、溝8条、柱列跡l例、

土坑11基、祭祀跡lヶ所、柱穴多数、 Hr-FA下の住

居跡6軒、井戸2基、畠跡2面を数える。

18区、 19区では中・近世の水田跡、 As-B下の水

田跡、 19区東端ではHr-FA、As-C下で水田跡を

検出している。他にも方形周溝墓を 1基、溝、井戸、

土坑を多数検出している。

当年次においては、棚島川端遺跡から公田池尻遺

跡までの試掘を、平成6年1月6日～1月19日の間

行われた。

当年次における技研による空中写真測量は 5回、

古環境研究所による分析は 1回を数える。

第6次調査 平成6年4月1日～平成7年3月25日

当年次においては、棚島川端遺跡の18区～21区ま

での発掘調査で、 19区東側に低地がかかるが、他は

いずれも微高地部分にあたる。

調査面は18区、 19区で7面、 18区南側で5面、 20

区は 1面、 21区は 3面に及ぶ文化層がある。 20区、

21区での文化層が、他の区域に比較して少ないのは、

圃場整備時に著しく削平されたためである。検出さ

れた遺構は、住居跡15軒、掘立柱建物跡13棟、井戸

21基、土坑198基、溝209条、方形周溝墓6基、中 ・

近世水田跡4面、 As-C混土下の水田跡を数える。

他に方形区画遺構l基、竪穴状遺構1基、火葬墓2

基、埋設土器3韮、柱列跡2条、ピット多数を検出

している。 21区で検出された住居跡5軒は弥生時代

後期前半に比定できる。

当年次における技研による空中写真測量は14回、

古環境研究所による分析は 2回を数える。

第7次調査 平成7年4月6日～平成7年7月31日

当年次においては、 19区東端と20区の発掘調査を

行う。住居跡、溝、井戸、土坑、ピットを検出。 当

年次における技研による空中写真測撮は 2回を数え

る。



第 3章周辺の遺跡

第 3章 周辺の遺跡

本遺跡周辺での発掘調査例は少なく 、従来から知

られている遺跡も近隣には少ない。本遺跡周辺を広

く見ると、西側3km程には、大規模開発である関越

自動車道新潟線建設をはじめ、区画整理事業や河川

改修工事、中小規模開発に伴う発掘調査例も多く見

られる。本遺跡の北東方向約3kmには広瀬川右岸に

立地する広瀬古墳群が位置する。広瀬古墳群に含ま

れる八幡山古墳、 前橋天神山古墳、天川二子山古墳

等は、本遺跡で検出された遺構の時期と前後し、関

連が考えられている。本報告書においては、縄文時

代から古墳時代までに限定し、発掘調査が行われた

周辺遺跡の概要と従来から知られている遺跡を時代

毎にまとめていくこととする。

縄文時代 本遺跡では、当該期の遺構の分布は見ら

れず、縄文時代前期後半から中期後半までの遺物が

僅かに出土しただけである。本遺跡近隣にも当該期

の遺跡は見られず、本遺跡からはやや距離を置くが、

縄文時代前期から中期の集落が検出された上野国分

僧寺 ・尼寺中間地域遺跡群、縄文時代の集落が検出

された元総社明神遺跡VIIIの調査例がある。本遺跡の

南側では、前橋泥流上面において縄文時代草創期の

土器片が出土している。

第 1図遺跡位置図
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第 3章周辺の遺跡

弥生時代縄文時代と同様に、当該期の遺構の分布

は希薄である。本遺跡西側には利根川の対岸に日高

遺跡をはじめ新保遺跡・新保田中村前遺跡等弥生時

代後期の集落が検出されているが、本遺跡において

は弥生時代と同定できる遺構は埋設土器の 1基のみ

である。本遺跡周辺で住居跡が検出された遺跡とし

ては、新保田中村前遺跡、新保遺跡、元総社寺田遺

跡、高関村前II遺跡、高関東沖・村前遺跡、宿大類

村西遺跡、高崎情報団地遺跡等が上げられる。生産

跡としては、日高遺跡、新保遺跡等が上げられる。

日高遺跡、新保遺跡は、この時代を代表する遺跡で、

ともに弥生時代後期末から古墳時代前期に比定され

る水田跡が検出され、日高遺跡においては、東日本

初の弥生水田の発見であり、国の指定史跡となって

いる。また、新保遺跡は弥生時代中期後半から中・

近世へと続く複合遺跡であり、なかでも弥生時代か

ら古墳時代前期までの大溝から多量の木製品が出土

しており、東日本の木製品を考える上において標識

遺跡として位置づけられている。新保遺跡には中期

後半から後期終末への、後期の方形周溝墓が検出さ

れている。

古墳時代 本報告書に掲載する遺構・遺物の大半は

古墳時代に比定される。主な遺構は住居跡、水田跡、

畠跡、溝、土坑、井戸、方形周溝墓等が上げられる。

本遺跡北東方向2.6km程には八幡山古墳、前橋天神

山古墳、天川二子山古墳を含む広瀬古墳群が位置す

る。本遺跡で検出された住居跡は、 4世紀前半から

7世紀まで連綿と続いている。八幡山古墳、前橋天

神山古墳、二子山古墳の築造時期と前後することか

ら、本遺跡と広瀬古墳群との関連が考えられる。本

遺跡北西方向には蛇穴山古墳、宝塔山古墳、南には

観音山古墳も所在する。本遺跡周辺で古墳時代の住

居跡が検出された遺跡は、国分境遺跡、新保田中村

前遺跡等が上げられる。

本遺跡ではAs-C、Hr-FA、Hr FP、の各降下

火山灰下において水田跡、畠跡を検出している。こ

のことは、八幡山古墳、前橋天神山古墳の築造時期

に先駆けており、水田耕作という生産的な活動を経

済基盤とし、古墳築造という大事業が成されていた

ことが考えられる。本遺跡周辺で古墳時代の水田が

検出された遺跡は、新保田中村前遺跡、元総社寺田

遺跡、西横手遺跡群等が上げられる。

番号 追跡が名 迫 跡 の 概 要 文、 献

1 国分境追跡 穴古＇瑣住時居代跡後15期0軒か。 ら平安時代にかけての集落遺跡。竪 I国分境遺跡l財団法人群馬県埋蔵文化財調育事業団1990

2 上中野I~]地国域分寺遺跡・ 尼群寺 縄文時代～中世の集落追跡。堅穴住居跡1300軒。 l 品］贋盆立未 ・尼寺中間地域遺跡」財団法人群馬梨埋蔵文イ 団 1996~1988

3 新保田中村印逍跡 骨弥生角～器平等安。時代の住居跡。 160軒方形周溝墓、木器、 』塁塁田中村前追跡 I~IV」財団法人群馬県埋蔵文化財調団1990~1988

4 日高追跡 弥生時代の水m、住居跡、溝、方形周溝苺。
跡「『 日(日II高高l)追」遺跡跡198I1(I19「8)日2」財高19遺団79跡法人（群I「V日馬)」高虹辿19埋励82蔵文（高II化崎)」財市調19教8査0育事委「業日只高団会逍

5 新保滋跡 弥生～平安時代の染落跡、周溝邸。 沢「新遺保跡辿J跡198I8J 財1団98法6人「新群保馬遺県跡埋蔵II」文化198財8調「新査保事逍業跡団III・蛭

6 蛭沢追跡 古切時代の井戸跡、住届跡。 「新保逍跡・蛭沢逍跡J前出 5同書

7 草作逍跡 古瑣時代後期•平安時代住居跡。 「草作迫跡J HIJ橋市埋蔵文化財調査団1985

8 大友屋敷Ill遺跡 古坑時代中・後期、奈良平安時代住居跡。 「大友屋敷III遺跡J 即橋市埋蔵文化財調査団1987， 元総社明神遺跡 古瑣時代～平安時代住居跡。 「元総社明神遺跡 I~x[[」即栢市教育委只会1982~1994

10 東田遺跡 古墳時代月IJ期の包含／習。 「平成 2年 文化財調査報告集第21集J前橋市教育委員会
1991 

11 赤島遺跡 古溝瑣。時代住居跡、土坑、溝、畝状逍構、中 ・近世の r赤鳥遺跡」月IJ節市教育委員会1985
12 生川遺跡 古瑣時代住居跡、 奈良 • 平安住居跡等。 「生川遺跡J ~IJ梱市教育委員会1988

13 屋敷逍跡 古坑時代・平安時代住居跡、中世莉海城掘り。 『屋敷追跡」前橋市教育委員会1987

14 遺冗総跡社小学校校庭 古珀時代住居跡、国府関連？掘斗柱建物跡。 尾市崎史」喜第左雄1巻「第前三橋編市教古育代委下員会第1一971章 国司政治」 「Hlj節

15 祖i明東瑣跡 古瑣～平安時代住居跡、土坑、溝。 ［神明束追跡」 即橋市教育委員会1987

16 中尾遺跡 古瑣～平安時代住居跡279軒、土坑、井戸、溝。 r中尾遺跡」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団1983
17 元総社寺田遺跡 弥生～古墳時代住居跡、古瑣時代木製品多数。 ［元総社寺田逍跡」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

1983~1994 

18 下大類蟹沢追跡 古墳～奈良•平安時代住居跡100軒、古墳、井戸。 「下大類蟹沢辿跡J 蛉崎市教育委員会1993

19 
高高関関東村沖前・II村達前跡追跡 弥時代生～畠跡古墳、平時代安住時居代跡水、田跡中近。世掘昇柱建物跡、 古瑣 会「高199関5村前II逍跡 ・高1関東沖 ・村前遺跡」高崎市教育委貝

20 上滝迪跡 古瑣時代前期、 奈良時代住居跡、中近世溝。 J /¥ 憫闘A・B  架上滝、元島名A遺跡」財団法人群馬県埋
文 調査事団 1981

21 紺il貫逍跡 古項～奈良時代住居跡、古栢時代周溝墓。 「綿貫追跡j高崎市教育委負会1985
22 宿大類村西遺跡 腐生時代住居跡、壺棺、周溝姦、奈良•平安時代住 J 質玄コ5、類村西遺跡VII 矢島町村西・増殿遺跡」高崎市教育跡。 1986 
23 プじ品5イぅ辻i他が 縄文・弥生・ 古墳時代包蔵地、集落跡、中世の溝。 『元島名逍跡」高崎市教育委員会1979

24 西横手遺跡群 As-B、Hr-FA畠、水田跡。 『西横手遣跡群（ 1)(2)」高崎市教育委員会19891990 

25 上野国分尼寺 奈良 ・平安時代の礎石、築地、堀を検出。 『上野国分尼寺跡発掘調査報告古」群鳥県教育委員会1970
1971 

26 高崎情報団地逍跡 縄文～奈良 • 平安時代住居跡、中世館跡。 「高崎情報団地遣跡・現地説明会」資料

27 貝沢柳町追跡 方形周溝茄、埴輪棺、奈良平安時代住居跡。 I貝沢柳町遺跡」高崎市教育委員会1986
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第 3章周辺の遺跡

第 2図遺跡周辺図
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第3章周辺の遺跡

スクリーントーン部分は

推定台地。

白抜き部分は推定低湿地。

0 1:15000 500m 

[、―

第3図遺跡周辺の地形分類
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第 3章 周辺の遺跡
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第4章基本土層
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暉
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第 4章基本土層

I a層現表土

I b層 灰褐色土。 As-Aを微量含む。シルト質でソフト。

II a層 白色シルト。第 1氾濫層(1H)。

II b層 灰白色土 lH下水田耕作土。

II c層 白色シルト。第2氾濫層。

II d層 灰色土。 2H下水田跡耕土。

II e層 白色シルト。第3氾濫層 (3H)。

IIIa層 灰色土。 As Bを多量に含む。 3H下水田跡耕土。

Illb層 灰褐色土。 As Bを多星に含む。班鉄あり。

III C層 灰褐色土とAs Bのブロック混土。

w 層 As B。

va層 黒褐色土。 As B下水田耕土。

Vb層 灰褐色土。条里制時の耕土。 Hr-FPを耕土化。

vc層 Hr FPに伴う泥流堆積物。 (FPF-2)。

Vd層 Hr-FP。

ve層 Hr-FAに伴う泥流堆積物 (FPF-1)。

V f層 Hr FA。

v g層 灰白色シルト。洪水堆積物。

VI a層 黒色粘質土。 As Cを含む。

VIb層 As C。

層

層

層

層

VII

珊

I
X
X

黒色粘質土。

淡褐色粘質土。

総社砂層。

前橋泥炭下部。

XIII層 XI 層 As-SJ。

X11 層 As-YP。

XN層
XV層

XVI層

XIII 層 前橋泥炭下部。

XIV 層

w 層 As-OPlかAs-OP2。

¥1 層 As-BP3。

澗層 前橋泥流。

XVIl層

第7図基本土層図
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第5章 遺構と遺物

第 5章

第 1節概 要

本報告書においては、縄文時代前期から古墳時代

までの報告をする。本遺跡地は榛名山南東麓に広が

る相馬ヶ原扇状地の、さらに南東に広がる低平地に

位置し、北から南へ蛇行する低地と微高地上に立地

する。

本遺跡は当時の土地利用方法の違いから、「推定集

落域」、「水田域」、 「集落・畠域」、「畠・墓域」の 4

つの地域に大別でき、便宜上この呼称を使用する。

本遺跡北側である 2区は微高地縁辺部の可能性が高

く、本遺跡の東側に集落が予想されるため 「推定集

落跡」と考える。本遺跡北側にある 1区から15区ま

での低地には、 As-C、Hr FA、Hr-FPの各降下

火山灰下で水田跡を検出しており、 「水田域」と考え

ている。 16区、 17区を中心とした微高地では住居跡

と畠跡が検出され、「集落・畠域」と考えている。同

じく微高地である18区南側では方形周溝墓、埋設土

器を検出している。 18区ではAs c、Hr FAの各
降下火山灰下で畠跡を検出しており、 18区を「畠・

墓域」と考えている。

本遺跡において確認された遺構は、住居跡112軒、

掘立柱建物跡4棟、柱列跡3列、井戸19基、土坑88

基、溝33条、祭祀跡2箇所、遺物集中地点 1箇所、

方形周溝墓2基、方形区画遺構1基、埋設土器2碁、

水田跡3面、畠跡3面を数える。住居跡は16、17区

の微高地を中心に確認され、 4世紀前半から 7世紀

前半までの住居跡を検出している。井戸は古墳時代

前期のものが大半を占め、住居跡間を埋めるように

井戸も散在して確認できる。土坑は 2区の微高地及

び16区から18区までの微高地で散在して検出されて

いる。「集落域」と「畠・募域」の境になる18区北側

では、古墳時代前期の掘立柱建物跡3棟が集中して

検出されている。「墓域」である18区南側には古墳時

代前期の方形周溝墓と同時期の埋設土器、弥生時代

12 

遺構と遺物

中期の埋設土器が検出されている。本遺跡において

弥生時代と同定できる遺構は本埋設土器のみであ

る。本遺跡南側には弥生時代終末の住居跡が確認で

きるが、時期的にも距離的にも離れているので18区

周辺に弥生時代中期の集落が存在したことが考えら

れる。 18区では方形周溝墓等の幕制に関連する遺構

が検出されたが、 As-C下畠跡は18区全域で検出さ

れている。墓域という特別な地域としての意識は弥

生時代中期から古墳時代前期まであったのかもしれ

ないが、 18区は古墳時代前期以降、全域を畠として

利用されている。水田跡は北側の 1区から15区まで

の榛名山起源の埋没河川上で検出されている。 As

-c、Hr-FA、Hr-FPの各降下火山灰下で3面の

水田面が検出されており、 As-C下水田跡は 1区か

ら12区までの低地で検出されている。 Hr-FA、Hr

-FP下水田跡は 1区から15区までの範囲で検出さ

れており、 As-C降下以降からHr-FA降下以前の

間に水田の開拓が進んでいたことが分かる。 Hr

FA下水田跡に関連する遺構として 1号祭祀跡が

検出されている。これは土器を中心に滑石製品が散

在している祭祀で、 Hr-FA下水田跡耕土中で検出

された 6区大アゼの脇に位置している。畠跡も各降

下火山灰下で3面確認されている。 16区、 17区の微

高地では、各時期の住居跡間で検出されている。 As

-c下畠跡は16区から18区の間でほぼ全域に検出さ
れている。 Hr-FA下、 Hr-FP下畠跡は16区から18

区北側の、比較的限られた地域で検出されている。



第 1節概 要
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第 2節住居跡

1号住居跡

（第10~12図・写真図版3 • 4 • 64) 

位置 AU-95 

重複 3 • 4局住居跡と重複し、新旧関係は 3 • 4 

号住居跡より新しい。

形状 不明

規模 長軸5.lX短軸3.15m

長軸方位 N-8°-W  

壁高 4~24cm 

周溝全周する。規模は幅10~20cm、深さ 3~5cm 

を測る。

第 2節住居跡

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、33X30cm、

深さ43cm、柱痕径21cm。 2、58X40cm、深さ56cm、

柱痕20cmX 19cmを測る。炉・竃は確認されていない。

貯蔵穴南壁中央、南西隅の 2箇所に確認した。 1、

形状は隅丸長方形を呈し、規模は57X45cm、深さ 5

cm。 2、形状は楕円形を星し、規模は45X 37cm、深

さ32cmを測る。

掘り方床下上坑を 2基確認した。規模は 1、SOX

79cm、深さ33cm。 2、90X6lcm、深さ62cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、甕、須恵器聡、波状

文が施される樽形聡が出土している。

所見出土遺物から、5世紀前半の住居跡と考えられる。

I► I► 
17 （） 

ふ 負 ゜,.芍

>’ 尋 ゜
゜

｀ 
， 

◎ 
畜諏

1111 ピット 1

゜＾ ヽ
蛯

嘩

i 3・4住J I 3 ・4住-」|II ◎ 
ピット 2

I I II 

B 

D—— < II ノ貯蔵穴 2
二 ---- -: 

|乏 I乏

1号住居跡
1.黒褐色土焼土多量炭化物少屈含む。 旦 L=91.90m B' 
2.焼土 I 4 2 
3.黒褐色土焼土、炭化物含む。
4.暗褐色土 焼土、黄褐色土粒多量含む。

゜
1.60 2m 

第10図 1号住居跡
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第 5章遺構と遺物

¥ I► I 
上 立

|t:IJ I I► I o:i 

こ
i 

1号住居跡床下土坑

床下土坑 1

1.黒褐色土 黄褐色土粒を多絨、

焼土僅かに含む。（貼床面）

2.黒褐色土 灰黄色粘質土ブロッ

1号住居跡掘り方 ク、焼土少鑓含む。

1.黒色土黄色土 3.黒色土

粒少量含む。 4.黄褐色土 黄褐色土ブロック主体3

2.黒褐色土黄色 D D' 
粘質土プロック

少絨含む。

3.黒褐色土黄色」J ］＼ 二
◇¥ 

口粘質土少星含

む。

4.暗褐色土 ← 

床下土坑2

1.黒色土焼土、炭化物、少量含

む。

2.黒褐色土 ローム、炭化物、焼

L=91.90m し三 ヘ{_ 」 土プロック少量含む。

|乏 ¥tJJ. , I 2m ， 1:60 
第11図 1号住居跡掘り方

／ 

こェニフ

゜

ー ・1

奮

゜
1:3 10cm 

1:1 2.5cm 

第12図 1号住居跡出土遺物

2号住居跡

（第13図・写真図版 1• 64) 

位置 AP-91 

重複単独

16 

形状不明

規模長軸3.2+ax短軸2.4+am

長軸方位 N-42°-W 

壁高 3~6 cm 



柱穴 ・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 高坪1と土師器甕が出土している。

I ► 

｀ ー
R
p
 
P-2 

ム

L=91.70m 

第 2節住居跡

所見 4世紀末から 5世紀前半と考えられる。

一

――--- ---
P-1 

人 I f ~ I 

(/1爪＼ ／ 
し／

I ＼ 
---- --—· 

|>̀  

＼＼＼ 

＼＼ 瓢

ノ――`~

｀ 
2号住居跡

1.暗褐色土 C軽石
比ぐや＼

2 暗褐色 ゜． 土 C軽石少拭含む。 ゜
P-2 

1 3 10cm 

゜
1 60 2m 

第13図 2号住居跡

3 • 4号住居跡

（第14~17図 ・写真図版4• 65) 

位置 AU-94 

重複 1 • 3 • 5号住居跡と重複し、新旧関係は 1

号住居跡より旧く、 5号住居跡より新しい。

また当初は 2軒の重複とし、 3• 4としたが 1軒の

拡張である。

形状 隅丸方形

規模 当初 長軸5.5X短軸5.27m

拡張後長軸6.7X短軸6.65m

長軸方位 当初 N-72°―E 

拡張後 N-14°-W 

壁高 2~4 cm 

37 x 35cm、深さ31cm。4、57X36cm、深さ57cm。5、

45X 35cm、深さ29cm。6、86+a X 55cm、26cm。7、

53X 34cm、深さ57cm。8、32X38cm、深さ32cmを測

る。

炉 住居跡の中央に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は86X53cm、深さ 9cmを測る。

貯蔵穴 北東隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は75x 59cm、深さ70cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、パレススタイル壺は

底部に櫛描文が施され、在地での変容が伺える。ま

た樽式土器破片、北陸に系譜を持つ異形高坪の破片、

畿内系小型用が供伴出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀前半の住居跡と考えら

周溝 全周する。幅15~41cm、深さ 8~16cm れる。

柱穴 拡張以前、以後の 8本を確詔した。規模は 1、

47X35cm、深さ44cm。2、32X31cm、深さ30cm。3、

17 



第 5章遺構と遺物

C L =91.80m C' 
1 2 3 

- 1| _ 

3 • 4号住居跡炉

1.黒褐色土軽石、焼土粒、

炭化物少羅含む。

2.黒色土 焼土、炭化物含む。

3.焼土

ピット 1

｀ 
ピット 4

貯
)

r

□
 

：

炉

＼
 

5住＼ロ

P-4 

゜

ピット 2

ピ）｀：

ピット 8

＼乏

A 
L=91.90m パ

1 2 6 7 

B_ 
B
 10 11 12 

13 

14 

3. 4号住居跡

1.黒褐色土軽石含む。 9.暗褐色土

2.黒褐色土炭化物含む。 10.黒褐色土

3.暗褐色土 褐色土粒少輩含む。 11.黒褐色土

4.黒褐色土軽石少屈含む。 12.暗褐色土

5.黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。 13.黒褐色土

6.黒褐色土焼土多量含む。 14.黒色土

7.暗褐色土 黄褐色土ブロック多量含む。 15.黒褐色土

8.黒褐色土黄褐色土含む。 16.灰黄褐色土黄色土混土。

黄褐色土粒微量含む。

軽石微量含む。

褐色土粒含む。

炭化物含む。

焼土粒含む。

゜
1:60 2m 

第14図 3 • 4号住居跡

18 



第2節住居跡

I ► 

゜＼シ¥ ¥ 

B

＿
 c0  

゜I乏且 L=91.90m

4 2 5 2 3 

3. 4.号住居跡掘り方

1.黒褐色土軽石多；；；、砂を含む。（貼床）

2.黒褐色土軽石少量含む。

3.黒褐色土 黄褐色土ブロック含む。

4.黒褐色土軽石含む。

5.黒褐色土黒色土混土。

6.黒褐色土 黄褐色土粒少量含む。

7.暗褐色土軽石少最含む。

8.黒色土

9.暗褐色土軽石微量含む。

第15図 3 • 4号住居跡掘り方

゜
1:60 2m 

□[ pゞこ2 ( I )) P-3 

皇］三
u 

第16図 3 • 4号住居跡出土遺物（1)
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第5章 遺構と遺物

＼ ／ 

P-11 
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P-12 

〇¥
P-13 

゜
1:3 10cm ー

／ ¥ P-15 

第17図 3 • 4号住居跡出土遺物(2)

5号住居跡

（第18~20図・写真図版4• 65) 

位置 AU-93 

重複 3 • 4号住居跡と重複し、新旧関係は 5号住

居跡が旧い。

形状不明

規模長軸5.75m X短軸4.85+am

長軸方位 N-33"-W 

周溝部分的に確認された。規模は幅15~25cm、深

さ6~12cm。

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、46X3lcm、

深さ45cm。2、31+a X3lcm、深さ47cm。3、31X26 

20 

cm、深さ40cmを測る。

炉北西部に確認した。形状は不整円形を呈し、規

模はll0Xl05cm、深さ 7cmを測る。

貯蔵穴 南西隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は64X50cm、深さ12cmを測る。

堀り方床下土坑を 1基確認した。規模は63X60cm、

深さ 5cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、小型
用が共伴出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。



第 2節住居跡
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I 2 

--—よニ―-
5号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土 黄褐色土ブロック多量含む。

2.黒色土炭化物、焼土含む。

5号住居跡ピット 1

1.黒色土

2.暗褐色土

3.黄褐色土 B'

員 ゜
1:60 2m 

ー
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1
1
1
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I ► 

゜
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5号住居跡掘り方

L=91.80m 

5号住居跡掘り方

1.黄褐色土 （貼床）

2.黒色土軽石少量含む。

3.黒褐色土

4.黒色土

5.暗褐色土

6.黄褐色土

0 1:60 

叫

2m 
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第5章 遺構と遺物
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第20図

6号住居跡

（第21~23図・写真図版5• 66) 

10cm 
=al / 

5号住居跡出土遺物

規模 長軸4.47X短軸3.15m

長軸方位 N-14°-W 

位置

重複

AU-107 

25 • 36 • 44 • 81号住居跡と重複し、新旧関係

壁高 8 ~19cm 

周溝・柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

は他の 4軒より新しい。 鼈 東壁に確認した。規模は焚き口幅66cm長さ103cm

形状 長方形 を測る。
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ロロ
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¥

6号住居跡

1.暗褐色土

2.黒色土

3.黒褐色土

二
二

゜

い
|>̀ 

6号住居跡鼈

1.焼土、炭化物層

2.暗褐色土焼土粒含む。

3.黄褐色土

4.黄褐色土焼土少量含む。

＝＝＝ 
I I / |>、 /1

旦＿ L=91.90m

ロニニミ了
1三

゜
1:60 2m 

第21図 6号住居跡
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第 2節住居跡
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一
6号住居跡掘り方

1.暗褐色土粘土に砂が混じる。

2.黒褐色土

3.黒褐色土砂を含む。

B' 

゜
1:60 2m 

第22図 6号住居跡掘り方
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゜
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゜
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第23図 6号住居跡出土遺物

掘り方床下土坑を 1基確認した。規模は82X70cm、

深さ45cmを測る。

出土遺物 土師器坪・甕が出土している。

所見 出土遺物から、 7世紀前半の住居跡と考えら

れる。

7号住居跡

（第24~26図・写真図版5• 66) 

位置 AW-107 

重複 25 • 27 • 43 • 47号住居跡と重複し、新旧関係

は他の 4軒より 7号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸4.22X短軸3.4m

長軸方位 N-57°-E 

壁高 4~9 cm 

周溝・柱穴等の諸施設は検出されていない。

竃東壁に確認した。規模は焚き口幅72cm、長さ156

cmを測る。

貯蔵穴南東隅に確認した。規模は68X60cm、深さ

62cmを測る。

出土遺物 土師器坪、高坪が出土した。他に、断面

観察からTK73~216段階に比定される須恵器片が

出土した。

所見 出土遺物から、 7世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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}) 11/4 7住□`］ー

7号住居跡

1.暗褐色土軽石含む。

2.暗褐色土黄褐色軽石含む。

3.黒褐色土 黄褐色土プロック多量含む。

4.黒褐色土

5.暗褐色土 黄褐色土ブロック含む。

6.黒褐色土 黄褐色プロック含む。
o I II 

7.暗褐色土 粘土ブロック多量含む。

8.暗褐色土焼土粒含む。

9.暗褐色土

10.暗褐色土焼土プロック含む。

11．黒褐色土焼土、炭化物微量含む。

゜
1.60 2m 

第24図 7号住居跡

7号住居跡竃

1.暗褐色土

2.黒褐色土炭化物含む。

3.灰白色粘土プロック（竃構築材）

4.焼土、灰層。

5.黒色土

6.黒褐色土炭化物多量含む。

7.暗褐色土

B_ 
B' 

□□□ 
ロロニ

,
 

1:40 }m 

第25図 7号住居跡鼈

三：
＼
＼
ヽ

ロ

゜
1: 2 5cm 

゜
1:3 10cm 

第26図 7号住居跡出土遺物
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8号住居跡

（第27~29図・写真図版5• 66) 

位置 AW-106 

重複 27 • 43号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より 8号住居跡が新しい。

形状不明

規模 長軸5.17X短軸4.l+am

長軸方位 N-27°-W 

lo, 

゜ ゜0 P-1 ゜
゜
こ
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2 7住
'' "' 

A I I ◎ピット 2
rヽ
じ）

ltt2 ゜

一
3

9
 

¥t):J_ 

第2節住居跡

壁高 l~40cm 

周溝 全周する。規模は幅10~30cm、深さ 1~4cm 

を測る。また間仕切りの溝を 2本確認した。規模は

幅8~30cm、深さ 1~4 cmを測る。

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、21X26cm、

深さ21cm。2、23X20cm、深さ18cmを測る。

竃・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

掘り方床下土坑を 2基確認した。規模は 1、70X

59cm、深さ43cm。2、49X 44cm、深さ51cmを測る。

3は完掘に至らなかった。

土師器模倣坪が3個体出土した。

所見出土遺物か

＼文

◎ピット 1

一ーニ5八
□四
U

_ -

0 1:60 

ら、 6世紀前半の住

居跡と考えられる。

2m 

第27図 8号住居跡

8号住居跡
1.黄褐色土焼土、炭化物含む。
2.暗褐色土 黄褐色土プロック含む。
3.黒褐色土黒色土粒含む。
4.暗褐色土
5.赤褐色土 粘質土ブロック含む。

2 7住

2
 
坑土下□五

訊

□叫パ一
ー坑土床

ロ

下

穴

A
-

蔵貯住
◎
7
 
2
 

。`

8号住居跡床下ピット1. 2 
1．黒褐色土
2.黒褐色土炭化物少量含む。
3.暗褐色土
4.灰褐色土
5.灰黄褐色土

A L=91.60m _K 

□B-
4

[

 

0 1:60 

第28図 8号住居跡掘り方

8号住居跡土坑

1.暗褐色土、灰白色土混土。

2.黄褐色土

3.暗褐色土黄褐色土プロック含む。

gm 4．暗褐色土 黄褐色土ブロック多量含む。
5.黄褐色土、灰白色土混土
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第5章遺構と遺物

P-1 

9号住居跡

（第30~32図 ・写真図版6• 66) 

位置 AW-115 

重複 単独

形状 正方形

規模 長軸4.3X短軸3.6m

長軸方位 N-15°-W 

壁高 4~20cm 

周溝 ・柱穴等の諸施設は検出されていない。

鼈 南東隅に確認した。規模は焚き口幅70cm、長さ

|>‘`  

三丘

- lO l l l2 ー ・

一

第29図 8号住居跡出土遺物

B
 

P-2 

゜
1:3 10cm 

82cmを測る。

貯蔵穴 南西隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は51X 118cm、深さ15cmを測る。

掘り方 床下土坑を2基確認した。規模は 1、76X

58cm、深さ20cm。2、88X66cm、深さ10cmを測る。

出土遺物 土師器模倣坪2個体と土師器甕、須恵器

高坪が出土している。他に石器破片が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀後半の住居跡と考えら

れる。

I ► 

P-4 

゜゜ シP-3 
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゜゚

|>、

P゚-1 
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B L=91.50m 

|゚>̀ 
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9号住居跡鼈 ・貯蔵穴

］．暗褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土灰含む。

3.黄褐色土 C軽石含む。

4.暗褐色土

5.黄褐色土焼土含む。天井崩落土

6.焼土、灰層

7.灰褐色土 竃構築材と焼土混土。

8.黒色灰含層

9.黒色土

10.黒褐色土

11.黒褐色土焼土粒多旦含む。

12.暗褐色土

26 

9号住居跡掘り方

1.暗褐色土 C軽石微量含む。

2.黄褐色土

3.暗褐色土砂質。

゜
1:60 2m 

9号住居跡

1.暗褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

第30図 9号住居跡
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第 2節住居跡

C C' 

三

9号住居跡床下土坑 1

1.黒色土 C軽石、 Hr~FA含む。

2.黒色土焼土、灰、炭化物含む。

3.黒色土

碍床下土坑1

\~ 

--三
|>̀ 

B L=91.50m B' 

゜
1:60 2m 

第31図 9号住居跡掘り方
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10号住居跡

（第33• 34図・写真図版6• 66) 
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1:3 10cm 

第32図 9号住居跡出土遺物

さ1.5~4cmを測る。

柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

位置 AX-115 

重複 19 • 20号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より10号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸3.7X短軸3.35m

長軸方位 N-56°-E 

壁高 2~17cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅1.4~2.4cm、深

鼈南東隅に確認した。規模は焚き口幅70cm、長さ

82cmを測る。

出土遺物 土師器模倣坪3個体、土師器甕、須恵器

蓋が出土している。須恵器蓋はMT85段階に比定で

きる。

所見 出土遺物から、 6世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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10号住居跡竃

1.黒褐色土 C軽石微量含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

3.黒褐色土 C軽石、灰含む。

4.淡褐色土灰、炭化物、焼土含む。

5.淡褐色土焼土、灰含む。

6.暗灰褐色土

第33図 10号住居跡掘り方
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゜
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第34図 10号住居跡出土遺物
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11号住居跡

（第35~39図・写真図版6• 67 • 68) 

位置 AX-120 

重複単独

形状隅丸方形

規模 長軸4.83X短軸4.55m

長軸方位 N-59°-E 

壁高 2~12cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅15~19cm、深さ

1 ~4 cm。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、25X26cm、

深さ45cm。2、15X 18cm、深さ27cm。3、30X27cm、

深さ30cm。4、17x 20cm、深さ21cmを測る。

第 2節住居跡

竃 東壁に確認した。規模は焚き口幅100cm、長さ100

cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は90X68cm、深さ47cmを測る。

掘り方 床下ピットを 2基確認した。規模は 1、28X

30cm、深さ110cm。2、25X27cm、深さ21cmを洞る。

出土遺物 甕、壺、高坪が出土し、高坪はエンタシ

ス形を呈する。甕は長胴形が1個体あるが、他は球

胴形を呈する。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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11号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土焼土粒多量含む。
2.黒褐色土焼土含む。 ゜

1:60 2m 

第35図 11号住居跡
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11号住居跡鼈

1.黒褐色土焼土微塁含む。

2.黒褐色土焼土、粘土含む。

3.焼土プロック

4.黒褐色土 焼土少獄含む。

5.白色灰層

6.黄褐色土 焼土プロック少量含む。

7.黄褐色土 焼土、ローム質土混土。

8.黒褐色土 焼土、灰少量含む。
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第36図 11号住居跡鼈
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12号住居跡

（第40~44図、写真図版7• 68 • 69) 

位置 AU-104 

重複 42号住居跡と重複し、新旧関係は12号住居跡

が新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸4.SX短軸4.77m

長軸方位 N-60°-E 

壁高 2~15cm 

周溝 全周する。規模は幅9~30cm、深さ 1~5cm 

を測る。

第 2節住居跡

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、33X24cm、

深さ31cm。2、35X32cm、深さ39cm。3、34X30cm、

深さ41cmを測る。

鼈 東壁中央に確認した。規模は焚き口幅80cm、長

さ93cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は85X67cm、深さ70cmを測る。

出土遺物 模倣坪4個体の他、壺 ・長甕が出土して

いる。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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（ 旦‘ミニ＝ニニ芝---2.暗褐色土 殴 B' 

3.暗褐色土 C軽石微砥含む。
| I乏4.暗褐色土 C軽石多獄含む。
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第41図 12号住居跡鼈

12号住居跡鼈

1.暗褐色土 鼈袖材粘土プロック混入。

2.暗褐色土

3.赤褐色土 天井の崩落焼土塊。

4.焼土プロック

5.白色灰層

6.焼土と黒色土混土。

7.黒色灰層焼土含む。

8.暗褐色土焼土少量含む。

9.灰褐色土炭化物少麓含む。
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13号住居跡

（第45• 46図・写真図版8• 69) 

位置 BB-125 

重複単独

形状方形

規模長軸3.78X短軸3.48m

長軸方位 N-78°―E 

壁高 6~13cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅18~28cm、深さ

3 ~7 cmを測る。

炉 中央北壁寄りに確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は78X58cm、深さ11cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は59X52cm、深さ16cmを測る。

出土遺物 櫛状工具による羽状の刺突文を持つ破片

の他高坪． s字状口縁台付甕・土師器平底甕が出土
している。土師器平底甕は外面刷毛目、内面は撫で、

口縁内面に刷毛目を持つことは北陸地方千種甕の技

法を意識させる手法である。

所見 出土遺物から、4世紀の住居跡と考え られる。
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13号住居跡

1.黒褐色土

2.黒褐色土 焼土ブロック多量含む。

3.黒褐色土 炭化物多量含む。

4.暗褐色土
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第46図 13号住居跡出土遺物
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14号住居跡

（第47• 48図・写真図版7• 70) 

位置 AZ-124 

重複 17 • 53号住居跡と重複し、新旧関係は17号住

居跡より旧く、 53号住居跡より新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸5.05X短軸4.57m

長軸方位 N-39°-W 

壁高 1~5 cm 

周溝．柱穴確認されていない。

炉 中央やや北東よりに確認した。形状は不整円形

第2節住居跡

を呈し、規模は47X35cm、深さ 6cmを測る。

貯蔵穴西壁中央に確認した。形状は不整円形を呈

し、規模は47+a X 43cm、深さ25cmを測る。

掘り方床下ピットを 2基確認した。規模は 1、

115X7lcm、深さ11cm。2、176X70cm、深さ 7cmを

測る。

出土遺物 やや大形の用形土器、S字状口縁台付甕、

口縁端部をつまみ上げたような北陸に系譜が考え ら

れる壺、在地の土師器平底甕の他、石鏃が検出された。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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17号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土

2.黒褐色土

3.暗黄褐色土
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--/—• 
14号住居跡炉

1.黒色土 C軽石少量含む。
B
 

> 2 1 4 一D
 

D' 

14 • 17号住居跡
1.暗褐色土 C軽石含む。

2.黄褐色土焼土、 C軽石含む。 第47図 14•17•53号住居跡

14号住居跡貯蔵穴 •53住居跡

1.黒褐色土粘土粒、焼土粒微量含む。

2.灰褐色粘土プロック

3.黒褐色土

4.暗褐色土

5.黒褐色土炭化物多鼠、焼土微量含む。

0 1:60 Zm 

37 



第5章遺構と遺物

17号住居跡

（第49図・写真図版7• 71) 

位置 AZ-123 

重複 14号住居跡と重複し、新旧関係は17号住居跡

が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸3.84X短軸3.84+am

長軸方位 N-29°-W 

壁高 3~11cm 

周溝・柱穴・炉等の諸施設は検出されていない。

貯蔵穴 北隅に確認した。形状は楕円形を呈し、規

模は122x 76cm、深さ55cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、甕が出土し、頸部に

たて方向に成形し、波状文、簾状文を施す樽式土器

が出土しているが樽式土器編年の末葉に上がるもの

で覆土中の紛れ込みと考えられる。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。

53号住居跡

（第47図・写真図版96)

位置 AZ-124 

重複 14号住居跡と重複し、新旧関係は14号住居跡

が新しい。

形状方形？

規模長軸2.6X短軸2.0S+am

長軸方位 N-84° E 

壁高 2~5.5cm 

周溝．炉・柱穴等の施設は確認されていない。

出土遺物 短頸の小型甕の破片が出土しているが紛

れ込みの可能性がある。

所見 当住居跡は掘り方を確認したのみで、明確な

床面等の施設を確認することはできなかった。 14号

住居跡との切れあい関係から、 4世紀の住居跡と考

えられる。
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第48図 14号住居跡出土遺物
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15号住居跡

（第51~53図・写真図版70)

第50図 53号住居跡出土遺物

周溝 ・柱穴 ・炉等の諸施設は検出されていない。

掘り方 床下ピットを 3基確認した。規模は 1、

位置 AY-126 

重複 52号住居跡と重複するが、新旧関係を確認で

きなかった。

形状 隅丸方形

規模 長軸3.15X短軸2.75m 

長軸方位 N-73°-E 

壁高 3~9 cm 

36X36cm、深さ19cm。2、24X27cm、深さ 6cm。3、

35 X 38cm、深さ 8cmを測る。

出土遺物 高坪、壺、 S字状口縁台付甕、土師器平

底甕が出土し、高坪は樽式土器の系譜にある土器で

ある。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡である。
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52号住居跡

（第54図・写真図版96)

位置 AY-126 

重複 15号住居跡と重複するが、新旧関係を確認で

きなかった。

形状隅丸方形

規模長軸2.45X短軸2.23m

長軸方位 N-45°-E 

壁高 1~llcm 

周溝・柱穴．炉等の諸施設は検出されていない。

掘り方床下ピットを 1基確認した。規模は57X59

cm、深さ40cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、小型
坦が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第54図 52号住居跡出土遺物

16号住居跡

（第55~57図・写真図版8• 71) 

位置 AZ-127 

重複単独

形状隅丸方形

規模長軸4.3X短軸4.3m

長軸方位 N-60°-E 

壁高 3~12cm 

周溝・竃等の諸施設は検出されていない。

柱穴 ヒ°ットを 4基確認した。規模は 1、45X45cm、

深さ44cm、柱痕径12cmを測る。2、39X43cm、深さ

42cm、柱痕径17cmを測る。 3、38X40cm、深さ27cm、

柱痕径16cmを測る。 4、34X38cm、深さ45cm、柱痕

径12cmを測る。

貯蔵穴東南隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は60X57cm、深さ27cmを測る。

出土遺物 内斜口縁・模倣坪、高坪、土師器甕が出

土している。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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18号住居跡

（第58• 59因・写真図版 8 • 72) 

位置 AY-118 

重複単独

形状隅丸方形

規模長軸3.25X短軸2.94m

I ► 

第57図 16号住居跡出土遺物

長軸方位 N-73°-W 

壁高 4~10cm 

周溝・柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

炉 中央北側に確認した。形状は楕円形を呈し、規

模は42X34cmを測る。

出土遺物 高坪、 S字状口縁台付甕、土師器平底甕、

|> 木葉痕を持つ土器の底部が出土して

••[ 

L=91.20m 
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勺
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勺
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。

いる。

所見 出土遺物から、 4世紀前半の

住居跡と考えられる。

18号住居跡

1.暗褐色土 黄褐色土粒徴量含む。

2.暗褐色土

3.暗黄褐色土

4.黒色灰層 炭化物、焼土粒少量含む。
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19号住居跡

（第60~63図 ・写真図版8• 9 • 72~74) 

位置 AX-116 

重複 10 • 20号住居跡と重複し、新旧関係は10号住

居跡より旧く、 20号住居跡より新しい。

形状 方形

規模 長軸l.97X短軸4.54m

長軸方位 N-18°-W  

壁高 7~28cm 

周溝 全周する。規模は幅13~30cm、深さ l~10

cmを測る。

9住I

間仕切り溝 3条確認した。規模は幅9~15cm、深

さ1cmを測る。

柱穴 ピットを 5基確認した。規模は 1、36X26cm、

深さ55cm、柱痕径13cmを測る。 2、33X 30cm、深さ

44cm、柱痕径7cmを測る。 3、39X3lcm、深さ36cm、

柱痕径12cmを測る。 4、34X29cm、深さ43cm、柱痕

径12cmを測る。 5、43X38cm、深さ14cmを測る。

鼈 東壁中央に確認した。規模は焚き口幅85cm、長

さ122cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は隅丸方形を呈し、

規模は82X6lcm、深さ52cmを測る。
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19号住居跡

1.黒褐色土焼土、炭化物微量含む。

2.黒色土炭化物多量含む。

3.黒褐色土 炭化物を床直上に層で確認。

4.黒褐色土黄褐色土粒少量含む。

5.暗褐色土 黄褐色土ブロック含む。
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19号住居跡貯蔵穴

1.黒色土

2.黄褐色土

19号住居跡柱穴

1.黒色土 黄褐色土ブロック含む。

2.黄褐色土

3.黒色土

4.黄褐色土

5.暗褐色土
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掘り方床下ピット 3基を確認した。規模は 1、

37X 30cm、深さ不明。 2、46X43cm、深さ26cm。3、

58X6lcm、深さllcmを測る。

出土遺物 須恵器高坪、内斜口縁坪、甕、壺、甑が

検出された。甕は丸みを帯び、長胴化していない。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。

20号住居跡

（第64図・写真図版9• 74) 

位置 AY→16 
重複 10 • 19号住居跡と重複する。新旧関係は10.

19号住居跡より旧い。

形状不明

規模 長軸2.76X短軸2.52+am

長軸方位 N-4°-E 

壁高 4~llcm 

周溝・柱穴．炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されてい

ない。

出土遺物 高坪が1個体出土している。

所見 出土遺物、重複関係から、 4世紀の住居跡と

B
 

叫

B' 

第2節住居跡

叫

三 。
-<I 
L=91.40m 

1:40 

O
I
 

lm 

第61図 19号住居跡鼈

19号住居跡鼈

1.暗褐色土 白灰色粘土混土、微鼠の焼土プロック含む。

2.焼土層 天井崩落土。

3.黒色土と焼土混土層。

4.暗褐色土と白灰色粘土混土層。

5.灰色粘土層 焼土微量含む。

6.焼土、白灰色粘土混土 天井崩落土。

7.灰、焼土混土層

8.灰層
9.粘土、灰、焼土混土層。

10.暗褐色土と粘土混土層。

11.白黄褐色粘土鼈袖材。

12.暗褐色土 C軽石微鼠含む。

考えられる。 三
こ P-2

P -3 ~ P -4 ¥ ~ _J (I 

1:3 10cm 

第62固 19号住居跡出土遺物（1)

45 



第5章遺構と遺物

----ク――・

廿＼
 

誓
：

10cm 

第63図 19号住居跡出土遺物(2)

P-11 / 

第64図 20号住居跡出土遺物

10cm 
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21号住居跡

（第65~68図・写真図版10• 74 • 75) 

位置 AV-104 

重複 26 • 80号住居跡と重複し、新旧関係は26• 80 

号住居跡より21局住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸5.65X短軸5.4m

長軸方位 N-11°-W 

壁高 3~16cm 

周溝全周する。規模は幅9~22cm、深さ 1~6cm

を測る。

間仕切り溝 3条確認した。幅 9~18cm、深さ 8

~12cmを測る。

第2節住居跡

柱穴 ピットを 7基確認した。規模は 1、37X28cm、

深さ50cm。2、27X18cm、深さ15cm。3、28X20cm、

深さ21cm。4、40X38cm、46cm。5、28X26cm、深

さ56cm。6、27X25cm、深さ25cm。7、20X16cm、

深さ25cmを測る。

鼈東壁に確認した。規模は焚き口幅21.6cm、長さ

187cmを測り、袖材に石が使用されている。

貯蔵穴東南に確認した。形状は長方形を呈し、規

模は1.55 X 76cm、深さ40cmを測る。

出土遺物 大形の耳付き甑、内斜口縁坪、模倣坪、

高坪、長甕が検出されている。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

IIJJ 

ヽ

I ► 

ピット 1
芍｝

゜

@ P-7 

゜やP-1
◎ピット 3

ハ，
 

27住

2 6住

住

c
 

L=91.80m 
c
 

|口 |乏

゜
1:60 2m 

第65図 21号住居跡
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第5章遺構と遺物

21号住居跡鼈

l．黒褐色土炭化物、焼土粒少量含む。

2.暗褐色土 白色軽石微量含む。

3.暗褐色土 白色軽石少量含む。

4.灰褐色土焼土プロック微量含む。

5.暗褐色土粘土、焼土粒少量含む。

6.暗褐色土粘土、焼土、灰、炭化物含む。

7.灰褐色土粘土、焼土、灰含む。

8.暗褐色砂質土

9.暗褐色砂質土焼土、灰、炭化物含む。

L=91.80m 

゜
1:40 

第66図 21号住居跡竃

二 1P-2

□ ///4 
／ ヽヽP-9

0 

¥ ([p-12 

゜
1:3 10cm P-13 

第67図 21号住居跡出土遺物(1)
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第2節住居跡

ー
P-14 

P-15 

゜
1:3 10cm 

22号住居跡

（第69~74図・写真図版11• 75~78) 

位置 AT-112 

第68図 21号住居跡出土遺物(2)

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、35X35cm、

深さ45cm。2、32X32cm、深さ43cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅92cm、長

さ145cmを測る。

貯蔵穴東南に確認した。形状は長方形を呈し、規

重複 45 • 75 • 76 • 77 • 78 • 92 • 99 • 106号住居跡と

重複し、新旧関係は他の 8軒より22号住居跡が新し

しX。

形状不明

規模長軸5.65X短軸4.94+am

長軸方位 N-13°-W 

壁高 18~32cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅10~33cm、深さ

3 ~9  cmを測る。

模は1.55 X 76cm、深さ40cmを測る。

出土遺物 21個体の坪が検出され、うち19個体は模

倣坪である。甕は長胴形が4個体、同様に長胴の甑

が2個体出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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◎ ピット 1
口 旦

ピット 2

。苔

7 6住

7 8住

A 

c-
L=91.60m 

上

｀ 
1 0 6住

22号住居跡貯蔵穴

1．暗褐色土 白色軽石微量含む。

2.暗褐色土灰褐色砂質土。

3.暗褐色土 白色軽石含む。

A L =92.00m A' 

_—-

22号住居跡

1.灰黒褐色土 As-C、Hr-FA軽石、焼土粒、多量含む。

2.灰黒褐色土 As-C、Hr-FA軽石少量含む。

3. 貼床

4.黒褐色土軽石、焼土粒少量含む。

5.黒褐色土軽石、焼土ブロック含む。

6.黒褐色土

B L=91.80m 旦

22号住居跡柱穴

1.暗褐色土 白色軽石含む。

2.暗褐色土地山粒多量に含む。

3.黒褐色土

4.暗褐色土

゜
1:60 2m 

第69図 22号住居跡
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第70図 22号住居跡遺物散布図
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L=91.70m 

） 
や

｀ 
P-18 

22号住居跡鼈

1.暗褐色土 粘土、炭化物、焼土微籠含む。

2.暗褐色土 炭化物、焼土微量、粘土少量含む。

3.灰褐色土 粘土主体、焼土、炭化物微鼠含む。

4.赤褐色土粘土、焼土多量含む。

5.暗褐色土焼土ブロック、炭化物、粘土少量含む。

6.橙褐色土焼土ブロック多量含む。

7.暗灰色灰層

8.赤褐色土 粘土主体、焼土プロック多盤含む。

9.暗灰色灰層 炭化物、焼土含む。

10.黒灰色灰層 炭化物多量含む。

11.灰褐色粘土 焼土ブロック多鍼含む。

12.灰褐色粘土 鼈構築材、灰を少贔含む。

13.暗褐色土灰を含む。

11 7 B
 

゜
1_;_拉 lm 

第71図 22号住居跡鼈
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第72図 22号住居跡出土遺物(1)
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第2節住居跡

口

-23 

口
0 I:3 10cm 

P-25 
第73図 22号住居跡出土遺物(2)
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第5章遺構と遺物

゜
1:3 10cm 

第74図 22号住居跡出土遺物（3)

23号住居跡

（第75~77図・写真図版10• 78) 

位置 AV-115 

重複 79号住居跡と重複し、新旧関係は23号住居跡

が新しい。

形状方形

規模長軸5.59X短軸5.02m

長軸方位 N-28°-W 

壁高 1~25cm 

周溝全周する。規模は幅13~24cm、深さ11cmを測

柱穴 ピットを 4某確認した。規模は 1、61X33cm、

深さ42cm、柱痕径20cm。2、47X40cm、深さ58cm。

3、94X69cm、深さ56cm。4、94X67cm、深さ44cm、

柱痕径27cmを測る。

貯蔵穴南東隅に確認した。規模は178+aX110+

acm、深さ55cmを測る。

出土遺物 坪7個体、うち 6個体は模倣坪、須恵器

壺破片、土師器甕が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀後半の住居跡と考えら

れる。

る。
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L=91.50m 

--::}_' 

23号住居跡

1.暗褐色土 黄褐色土粒含む。

2.暗褐色土軽石多量含む。

3.暗褐色土 軽石少量含む。

4.暗褐色土 軽石微量含む。

5.灰褐色土細砂粒含む。

6.黒褐色土軽石含む。

L=91.70m It!:! (_)| 7．暗褐色土

：二三三□三三□0 160

'8.暗褐色粘質土

B' B
 

2m 

～ 口 口 ／ 

£ C
-

口
23号住居跡貯蔵穴

1. 暗褐色土軽石、焼土、炭化物少量含む。

2.黒褐色土 As-C少輩含む。

3.黒褐色土焼土、炭化物少屈含む。

4.黒褐色土地山砂質土多鼠含む。

第75図 23号住居跡

23号住居跡柱穴

1.暗褐色土 灰褐色土ブロック含む。

2.暗褐色土 暗褐色砂質土と黒色土混土。

3.暗褐色土

4.黒褐色土 As-Cを含む。

5.暗灰褐色砂質土

23号住居跡柱穴

1.暗褐色土軽石微量含む。

2.黒色土 As-C含む。

3.黒褐色土軽石少量含む。

4.暗褐色上 As-Cを含む。

5.黒褐色土 As-Cを多量含む。

6.黒褐色土（貯蔵穴覆土）

□ 2 / P 3 

‘~-
、-- P-6 

P-4 p-5 
0 1:3 10cm 

第76図 23号住居跡出土遺物（1)
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1:3 10cm 

24号住居跡

（第78• 79図・写真図版10• 12 • 79) 

第77図 23号住居跡出土遺物(2)

周溝全周する。規模は幅6~17cm、深さ l~5cm 

を測る。

位置 AT-106 

重複 36 • 41号住居跡と重複し、新旧関係は36• 41 

号住居跡より24号住居跡が新しい。

形状不明

規模 長軸2.84X短軸2.S+am

長軸方位 N-9°-W 

壁高 l~9 cm 

鼈東壁南寄りに確認した。規模は不明である。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は54X40cm、深さ46cmを測る。

出土遺物模倣坪、内斜口縁坪、 須恵器と土師器の

高坪、甕が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

L=91.90m 

C C' 

げ
24号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土焼土、炭化物少量含む。

2.暗褐色土
,;‘Ii I~ 24号住居跡

1.暗褐色土 炭化物、白色軽石少量含む。

II|4 :-[ 
2.暗褐色土 白色軽石微量含む。

も S-1 ~ ｝＿ハ 3.暗褐色土 炭化物、灰多量含む。
、一~

4.暗褐色土焼土粒子、炭化物少量含む。

col 
5.暗褐色土 白色軽石含む。

ロニ三ニニ A

〇 1:60 2m 

第78図 24号住居跡
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25号住居跡

（第80~83図・写真図版12• 79 • 80) 

位置 AV-105 

重複 6 • 7 • 26 • 36 • 37 • 40 • 43 • 44 • 4 7号住居

跡と重複し、新旧関係は 6• 7号住居跡の 2軒より

旧く、 26• 36 • 37 • 43 • 44 • 4 7号住居跡の 6軒より

第79図 24号住居跡出土遺物

間仕切り溝 7条を確認した。規模は幅12~29cm、

深さ 1~21cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、93X73cm、

深さ48cm。2、43X38cm、深さ73cm。3、46X4lcm、

深さ83cm。4、55X50cm、深さ29cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は方形を呈し、規

新しい。

形状 方形

規模 長軸7.53X短軸7.27m

長軸方位 N-6T-E 

壁高 4~38cm 

周溝 全周する。規模は幅10~38cm、深さ l~10cm

を測る。

模は78X77cm、深さ50cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、模倣坪、高坪、甕の他須恵

器壺が出土している。他に滑石性の垂飾が出土して

いる。

所見 出土遺物から、 6世紀第 1四半期の住居跡と

考えられる。
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旦＿ L=91.90m E' 
25号住居跡

1.暗褐色砂質土

2.暗褐色土焼土粒微量含む。

3.暗褐色上焼土粒少量含む。

4.黒褐色土

5.暗褐色砂質土

゜第80図 25号住居跡（1)
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第2節住居跡

A L=91.90m 
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25号住居跡柱穴

1.暗褐色砂質土

2.暗褐色土炭化物微温含む。

3.褐色土砂粒含む。

三＝／Pl

゜
1:60 2m 

第81図 25号住居跡（2)
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第82図 25号住居跡出土遺物(1)
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第83図

26号住居跡

（第84• 85図 ・写真図版12• 80) 

25号住居跡出土遺物(2)

周溝 部分的に確認した。規模は幅11~23cm、深さ

1 ~6cmを測る。

位置

重複

AV-105 

21 • 25 • 27 • 42号住居跡と重複し、新旧関係

は21• 25 • 27号住居跡より 旧く、 42号住居跡より新

しい。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、30X27cm、

深さ25cm。2、37X30cm、深さ32cm。3、43X31cm、

深さ30cm。

貯蔵穴

4、24X21cm、深さ18cmを測る。

南東隅に確認した。形状は長方形を呈し、

形状

規模

隅丸方形

長軸4.46X短軸4.36m

規模は72X46cm、深さ46cmを測る。

出土遺物 模倣、台付甕、長甕が出土している。

長軸方位

壁高

N-71°— E 

l ~18cm 

所見

れる。

出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら
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第 2節住居跡
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26号住居跡柱穴

1.黒褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土焼土炭化物微量含む。

4.黄褐色土粘土粒微量含む。

26号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土炭化物少量含む。

2.黒褐色土砂粒含む。

3.黒褐色土

4.暗褐色土

第84図 26号住居跡
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第85図 26号住居跡出土遺物

27号住居跡

（第86~89図・写真図版12• 81) 

位置 AW-105 

重複 7 • 8 • 25 • 26 • 43局住居跡と重複し、新旧

関係は 7• 8 • 25号住居跡より新しく、 26• 43号住

居跡より旧い。

形状不明

規模長軸5.73X短軸5.3m

長軸方位 N-71° E 

壁高 l~20cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅11~22cm、深さ

2 ~27cmを測る。

間仕切り溝 1条確認した。規模は幅15~18cm、深

さ4~8cmを測る。

柱穴 ピットを 6基確認した。規模は 1、40X38cm、

深さ65cm。2、30X26cm、深さ44cm。3、44X42cm、
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深さ50cm。 4、24X24cm、深さ41cm。 5、40X35cm、

深さ78cm。 6、25X25cm、深さ15cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅71+acm

長さ110cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は115X66cm、深さ43cmを測る。

堀り方 床下ピットを 6基確認した。規模は 1、38X

40cm、深さ30cm。 2、70X 57cm、深さ27cm。3、50X

45cm、深さ15cm。 4、47x 45cm、深さ24cm。5、60X

48cm、深さ43cm。 6、37X25cm、深さ19cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、長甕が出土している。

他に滑石性垂飾が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考え ら

れる。
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27号住居跡竃

1.暗褐色土

2.灰褐色粘土焼土プロック少鼠含む。

3.暗褐色土 白色軽石少量含む。

4.灰褐色土窟壁崩落土。

5.焼土

6.灰褐色土 粘土多塁、炭化物少量含む。

7.暗褐色土粘土、焼土、炭化物少最含む。

8.黒褐色土炭化物少塁含む。

2 5住

A
 

2 6住
z
 

L=91.80m 

B
 

B
 

27号住居跡柱穴

1.暗褐色土砂質土少量含む。

2.暗褐色土砂質土含む。

3.暗褐色土 黄褐色土粒プロック少量含む。

4.暗褐色砂質土

5.黒褐色土 地山プロック多最含む。

6.黒褐色土 炭化物微量含む。

7.暗褐色土砂少量含む。

8.暗褐色土砂主体土。

9.暗褐色土

10.黒褐色砂質上

゜
1:60 2m 

第86図 27号住居跡
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27号住居跡堀方

1.黒色砂質土 地山の砂を多旦含む。

2.黒色土 ゜
1:60 2m 

第87図 27号住居跡掘り方
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第88図 27号住居跡出土遺物（1) ゜
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第89図 27号住居跡出土遺物(2)

28号住居跡

（第90~93因・写真図版12• 81 • 82) 

位置 BB-129 

重複 54 • 57号住居跡と重複し、新旧関係は54• 57 

号住居跡より28号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸5.33X短軸5.3m

長軸方位 N-3°-W 

壁高 10~22cm 

周溝全周する。規模は13~31cm、深さ 4~llcmを

測る。

間仕切り溝 2条確認した。規模は幅15~23cm、深

さ4~10cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、38X28cm、

深さ56cm。2、29X28cm、深さ50cm。3、30X28cm、

64 

深さ41cm。4、36X32cm、深さ31cmを測る。

鼈東壁南寄りに確認した。規模は焚き口幅97cm、

長さ91cmを測る。

貯蔵穴南東隅 lと西北隅2の2基を確認した。1、

形状は楕円形を呈し、規模は122X 97cm、深さ43cm。

2、形状は円形を星し、規模は86X84cm、深さ41cm

を測る。

掘り方床下ピットを 4基確認した。規模は 1、35〉く

30cm、深さ23cm。2、28X24cm、深さ26cm。3、44X

25cm、深さ20cm。4、27X 24cm、深さ18cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、甕を出土した。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。



第 2節住居跡

r L l¥ l 

吋 ;-,I ....._,,/ I 

／多三三＝＝二-一

l111 

1111 

且 1111三 1

~ Ill/_ P-14 C)  I ゞ＼)-¥ B' 

P-16 
1111 ＼ 

倒木痕

a) t 

P-ピ
¥ C I /\\P-~4- I~ ~ P-17 

ロ ＼＼＼＼し＜ ，ぢ卜 4 ◎ 
-2 ピット 5

／―--—三貯蔵一—‘ 
叫 吋

L=91.90m 

D
 

D
 

：こ／
E
 

E
 

三

△ ぶ

ー＝二ニ三疇—
B
 

B
 

28号住居跡貯蔵穴 1• 2 

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.暗褐色土

28号住居跡

1.黒褐色土 C軽石多量含む。

2.黒褐色土 C軽石少量含む。

3.黒褐色土 C軽石、焼土含む。

4.黒褐色土地山土とC軽石含む。

5.暗褐色土

c
 

28号住居跡鼈

1.暗褐色土粘土少量、焼土多量含む。

2.黒褐色土焼土少量含む。

3.鼈袖粘土

4.黒色土

5.暗褐色土 黄色粘土プロック含む。

6.暗褐色土地山砂質土多且含む。

C' 

， 1:60 2m 
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第90図 28号住居跡
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第91図 28号住居跡竃
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□ 
P-9 

P-10 

゜
1:3 10cm 

第92図 28号住居跡出土遺物（1)
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P-15 

゜
1:3 10cm 

29号住居跡

（第94~97図・写真図版13• 83) 

第93図 28号住居跡出土遺物(2)

出土遺物 内斜口縁坪、模倣坪、稜を強く持つ高坪、

壺、甕の他滑石性の垂飾が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら位置 BD-132 

重複 49 • 65号住居跡と重複し、新旧関係は49• 65 

号住居跡より29号住居跡が新しい。

形状方形

規模長軸6.7X短軸6.58m

長軸方位 N-62"-E 

壁高 3~19cm 

周溝全周する。規模は幅14~35cm、深さ 6~18cm。

柱穴 ピットを 8基確認した。規模は 1、34X29cm、

深さ28cm。2、40X37cm、深さ32cm。3、39X35cm、

深さ52cm。4、44X4lcm、深さ35cm。5、48X46cm、

深さ67cm。6、38X37cm、深さ41cm。7、44X40cm、

深さ64cm。8、50X46cm、深さ51cmを測る。

鼈東壁やや南寄りに確認した。規模は焚き口幅

110cm、長さ111cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は125X105cm、深さ50cmを測る。

掘り方床下土坑を 1基確認した。規模は93X81

cm、深さ14cmを測る。

れる。

49号住居跡

（第98区・写真図版16• 95) 

位置 BD-132 

重複 29 • 65号住居跡と重複し、新旧関係は29• 65 

号住居跡より49号住居跡が新しい。

形状不明

規模長軸5.7X短軸1.83m

長軸方位 N-22°-W 

壁高 2~8cm 

周溝．炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 口縁部に段を持つ小型土器、三角の透か

しを脚に持つ高坪、 S字状口縁台付甕、土師器平底

甕が出土し、北陸・東海に系譜を持つ土器と在地の

土器が混在する。

所見 出土遺物から、 4世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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微量に含む。

2.黄褐色土

3.黒褐色土 C軽石 旦ー

含む。

4.黄褐色土黄色粘

土、 焼土、灰含む。

5.焼土、灰層

6.灰、焼土、炭化物、 C 
粘土粒層

7.鼈袖粘土

8.灰、焼土層
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第96図 29号住居跡出土遺物（1)
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第97図 29号住居跡出土遺物(2)
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第98図 49号住居跡出土遺物

30号住居跡

（第99~103図・写真図版13• 84 • 85) 

位置 BC-131 

重複 35 • 50 • 54 • 65号住居跡と重複し、新旧関係

は35号住居跡より旧く他の 3軒より30号住居跡が新

しい。

形状隅丸方形

規模 長軸6.94X短軸6.83m

長軸方位 N-18°-W 

壁高 2~18cm 

間仕切り溝 2条確認した。規模は幅15~21cm、深

さ3~4cmを測る。

柱穴 ピットを 5基確認した。規模は 1、44X41cm、

深さ64cm。2、31X31cm、深さ46cm。3、47X37cm、

深さ28cm。4、43X38cm、深さ49cm、5、31X 29cm、

深さ56cmを測る。

鼈 東壁中央に確認した。規模等は明確に検出でき

なかったが、幅30cm、長さ32cmの煙道の一部を確認

した。

貯蔵穴 東南隅 1、北東隅 2の2基を確認した。 1、

形状は不整円形を呈し、規模は100X82cm、深さ42cm。

2、形状は不整円形を呈し、 133x 123cm、深さ72cm

を測る。

出土遺物 内斜口縁坪、模倣坪、甕、壺、甑が出土

し、石製の垂飾が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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30号住居跡

1.黒褐色土 C軽石、ローム粒少量含む。

2.黒褐色土

3.暗褐色土

4.灰褐色土

5.黒褐色土 C軽石含む。

6.黄褐色土黄色土粒含む。

二

可
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口
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1口 I:¥

L=91.20m 

旦
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30号住居跡寵

1.焼土、粘土ブロック層

2.黒褐色土焼土含む。

3.焼土

4.焼土、粘土層

5.下色土焼土、粘土含む。

30号住居跡貯蔵穴 1• 2 
1.黒褐色土 C軽石多量含む。

2.暗褐色土

第99図 30号住居跡
0 1:60 2m 
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第103図

31号住居跡

（第104~106図・写真図版13• 85) 

30号住居跡出土遺物（3)

出土遺物 模倣坪3個体、須恵器の破片が出土して

いる。

位置

重複

AW-108 

37 • 40 • 44 • 67号住居跡と重複し、新旧関係

は他の 4軒より31号住居跡が新しい。

形状

規模

隅丸方形

長軸4.4X短軸4.25m

長軸方位

壁高

周溝

N-25°-W 

1 ~29cm 

部分的に確認した。規模は 9~30cm、深さ 3

~11cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、28X3lcm、

深さ55cm。

貯蔵穴

2、32X35cm、深さ46cm、柱痕径12cm。

3、26X26cm、深さ51cm。

柱痕径15cmを測る。

4、32X38cm、深さ42cm、

南東隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は52X70cm、深さ40cmを測る。

所見

れる。

67号住居跡

（第107図・写真図版102)

位置

重複

形状

規模

壁高

周溝

出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

AW-109 

31 • 38 • 90号住居跡と重複し、 31• 38号住居

跡より旧く、 90号住居跡より新しい。

不明

長軸4.7X短軸4.5m

長軸方位 N-31°-E 

1 ~5  cm 

部分的に確認した。規模は幅12~18cm、深さ

2 ~3  cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、23X26cm、
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深さ41cm。2、24X30cm、深さ40cm。3、20X25cm、

深さ40cm。4、26X27cm、深さ40cm、柱痕径20cmを

測る。

炉 中央に確認した。形状は不明、規模は32X33cm、

深さ 5cmを測る。

貯蔵穴 東隅に確認した。形状は正方形を呈し、規

模は44X45cm、深さ35cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕の脚が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第104図 31 • 67号住居跡（1)
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31号住居跡 ・貯蔵穴

1.黒褐色土 炭化物微量含む。

2.黒褐色土砂質土。

3.黄褐色土地山プロック含む。

4.黄褐色土黒色土混じる。

5.黒褐色土 炭化物、焼土微量含む。

6.暗褐色土砂質土。
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第106図 31号住居跡出土遺物

32号住居跡

（第108~112図 ・写真図版14• 85 • 86) 

位置 AX-111 

重複 68 • 89 • 90号住居跡と重複し、新旧関係は68

号住居跡より 旧く、 89• 90号住居跡より32号住居跡

が新しい。

形状 隅丸方形

規模 長軸6.25X短軸6.08m

長軸方位 N-63°-E  

壁高 6~23cm 

周溝 南東部を欠くが、ほぼ全周する。規模は13~32

cm、深さ 1~6 cmを測る。

間仕切り溝 5条確認した。規模は幅16~56cm、深

第107図 67号住居跡出土遺物

さ1~18cm。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、34X45cm、

深さ69cm。2、43X43cm、深さ78cm。3、48X50cm、

深さ70cm。4、43X57cm、深さ85cmを測る。

鼈 東壁やや南寄りに確認した。規模は長さは不明

だが、焚き口幅95cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は82X95cm、深さ40cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、甕、 壺が出土した。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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D II II誓裔心蕊:=P-1,--;ごミ＞、 P-9 £ ； ピット 3 Ill (D' バ9 4 L091.40m S-1 

叫 叫

A L=91.60m 

一B
 

A' 
2 ↑― 

・32号住居跡

1.暗褐色土炭化物微量含む。

2.黄褐色土地山プロック多量

B' 含む。

― •3. 暗褐色土焼土、炭化物少量

含む。

4.黒色土地山プロック少量含

c
 

D
 

む。

5.黒褐色土地山プロック少量

C' 含む。

6.黒褐色土地山砂多量に含む。

7.黒褐色土粘土粒、炭化物、

焼土少量含む。

8.灰褐色土粘土主体多量の灰

含む。

9.灰層
D' 10.灰褐色土粘土主体鼈袖部。
11.焼土層

12.黒褐色土焼土粒少量含む。

13.黒色土

14,暗褐色土焼土粒少量含む。

゜
1 • 6 0 2m 

第108図 32号住居跡
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8 9住

9 0住

3 8住

。ピット 2

6 8住

/] 

cピット 3

A
八

円

B L=91.60m 
叫

B' 
叫

1:60 2m 
32号住居跡掘り方

1.黒褐色土地山ブロック を含む。

2.暗褐色土

3.暗褐色土砂質土。

第109図 32号住居跡掘り方

第110図 32号住居跡出土遺物（1)

゜
1:3 10cm 
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第111図 32号住居跡出土遺物(2)
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34号住居跡

（第113• 114図・写真図版14• 88) 

位置 AS-104 

重複 41 • 42号住居跡と重複し、新旧関係は41• 42 

号住居跡より34号住居跡が新しい。

形状不明

規模長軸3.l+ax短軸4.45+am

長軸方位 N-32"-W 

I ► 

¥、 a
3
 
立
1・ト

_
¥
`
 

ッピ

L=91.80m 

・△ 2 ]上．ぐI
--ミ手し＿ ＿＿ 
B B' 

三旦
D
 

壁高 1~12cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅9~23cm、深さ

3 ~10cmを測る。

間仕切り溝 l条を確認した。規模は10~15cm、深

さ1cmを測る。

柱穴 ピットを 1某確認した。規模は16X 16cm、深

さ35cmを測る。

鼈東壁に確認した。規模は焚き口幅90cm、長さ67

cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は69X79cm、深さ30cmを測る。

出土遺物 内斜口縁

D' I I¥ I I Cl I 坪、甕を出土した。

所見出土遺物か

ら、 6世紀前半の住

居跡と考えられる。

→ 
゜

1:60 

行

2m 

第113図 34号住居跡
34号住居跡

1.暗褐色土 粘土粒、炭化物、焼上少量含む。

2.暗褐色土焼土、灰多量含む。

3.炭化物層

4.暗褐色土粘土主体、焼土少量含む。

5.黒褐色土炭化物含む。

6.暗褐色土 C軽石含む。

7.黒色土

8.暗黄褐色土

9.暗褐色土

＼ 

¥ p-1 

＼
ロ
ロ
口□
 

〇

¥ ¥ P-2 

1:3 10cm 

第114図 34号住居跡出土遺物
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35号住居跡

（第115~119図・写真図版14• 88 • 89) 

位置 BC-129 

重複 30 • 50 • 57 • 95号住居跡と重複し、新旧関係

は他の 4軒より 35号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸5.57X短軸5.4m

長軸方位 N-69"-E 

壁高 7~19cm 

柱穴 ピッ トを 4基確認した。規模は 1、15X26cm、

第 2節住 居跡

深さ20cm。2、28X28cm、深さ61cm。3、22X28cm、

深さ45cm。 4、22X23cm、深さ38cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅85cm、長

さ96cmを測る。

貯蔵穴南東隅に確認した。形状は長方形を星し、

70X70cm、深さ53cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、模倣坪、壺、 甕、砥石が出

土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

I ► 9 5住
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／
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 5 0住

゜ ＜ s 
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II C' 0¥ ◇) 

ご◎ット3

C I I ~鼻

公 ＼ピット 4

口
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C！ つ
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＠
 

======-=ニニニニニ＝＝＝

I乏．旦 ＼乏

(Q)<J. 

ピット 1 ピット2

B' 

c
 

C' 

35号住居跡

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.暗褐色土 C軽石、黄褐色土プロック含む。

3.黒褐色土 黄褐色土粒含む。

4.黄褐色土 黄褐色土粒含む砂質土。

D
 
L=91.90m 旦．35号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土焼土微量含む。

~o 1:60 2m 
第115図 35号住居跡
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~ I I ► I ► 

1~、

35号住居跡鼈

1.暗褐色土粘土含む。

2.焼土・灰層

3.灰層

4.黒褐色土灰、焼土含む。

5.橙色粘土鼈構築材

6.黒褐色土黒色灰多量含む。

7.暗褐色土黄褐色土粒含む。

L=91.20m 

三 1

第116図 35号住居跡竃

B' 
4 --

こ 2

□ 

〇 1:40 lm 

P-6 

゜
1:3 10cm 

第117図 35号住居跡出土遺物（1)
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第118図 35号住居跡出土遺物(2)

85 



第5章遺構と遺物

口
S-1 

36号住居跡

（第120~122匿・写真図版15• 90) 

位置 AT-106 

ロ
゜

1:3 10cm 

重複 6 • 24 • 25 • 41 • 42 • 48 • 81号住居跡と重複

第119図 35号住居跡出土遺物（3)

深さ47cm。4、38X 42cm、深さ45cmを測る。

鼈東壁南寄りに確認した。規模は長さ97+acmを

測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は長方形を呈し、

し、新旧関係は 6• 24 • 25号住居跡より旧く、 41• 

42 • 48 • 81号住居跡より新しい。

形状隅丸方形

規模長軸7.83X短軸7.15m

長軸方位 N-68°―E 

壁高 1~13cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅11~21cm、深さ

3 ~16cmを測る。

間仕切り溝 l条確認した。規模は幅18~32cm、深

さ1~5 cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、45X45cm、

深さ60cm。2、53X58cm、深さ50cm。3、48X51cm、

規模は50X69cm、深さ24cmを測る。

掘り方床下ピットを 3基確認した。規模は 1、93X

64cm、深さ43cm。2、95X65cm、深さllcm。3、99X

60cm、深さ 5cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、高坪、単口縁台付甕
等が出土しているが、混入したもので、口縁に段を

持つ壺が出土しており、住居跡と同じ時期の遺物で

ある。

所見 出土遺物は 4世紀の土器が多いが竃とそれに

伴う壺から、 5世紀後半の住居跡と考えられる。
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36号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土地山砂含む。

2.暗褐色土地山砂多量含む。
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ピット 3
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C' 
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8 1住

4 8住

B B' 
·— I -

― 2 

36号住居跡鼈

1.暗褐色土灰、焼土プロック含む。

2.暗褐色土粘土粒含む。

-~ I 3 Z I 3 _g_:_. 
□□__|―----三ニー

36号住居跡

1.暗褐色土

2.黒褐色土炭化物微量含む。

3.黒褐色砂質土

第120図 36号住居跡 ゜
1:60 2m 
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口床下ピソト 1
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8 1住
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4 8住

4 1住 A' 

B
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3 4 

圭
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B' 
ー ・ 36号住居跡掘り方

1.橙色焼土

2.黒褐色土

3.暗褐色砂質土

4.黒褐色土炭化物多量含む。

5.赤色焼土 w-

·— E ー•E'

F
 

F
 4 6 

36号住居跡掘り方柱穴
1.暗褐色土炭化物微量含む。
2.黒褐色土
3.暗褐色砂質土
4.暗褐色土地山プロック含む。
5.黄褐色土
6.暗褐色土
7.褐色土粘土含む。

第121図 36号住居跡掘り方

゜
1:60 2m 
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／ ：こ□□9p~ 

こP-1

゜S-1 
37号住居跡

（第123図）

位置 AW-108 

重複 25 • 31 • 40 • 4 7号住居跡と重複し、新旧関係

は25• 31号住居跡より旧く、 40• 47号住居跡より新

しい。

形状 不明

規模 長軸1.37+ax短軸1.1+am 

長軸方位 N-77°-W 

周溝・柱穴 ・鼈・貯蔵穴等の諸施設は検出されてい

ない。

出土遺物 内斜口縁坪が2個体出土している。

所見 出土遺物はないが25• 31号住居跡に切られる

ことから、 5世紀の住居跡と考えられる。

40号住居跡

（第124図 ・写真図版15• 91) 

位置 AW-108 

重複 25 • 31 • 37号住居跡と重複し、他の 3軒より

40号住居跡が旧い。

形状 不明

眉

＼ 

多

、¥¥99 9 

゜
1:3 

規模 長軸2.47+ax短軸2.17+am

長軸方位 N-84°-W 

P-3 

P-5 I l 
10cm 

周溝・柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 北壁付近から内斜口縁坪が2個体検出さ

れている。

所見 出土遺物から、 5世紀の住居跡と考えられる。

47号住居跡

（第124図 ・写真図版94)

位置 AW-108 

重複 7 • 8 • 25 • 37 • 43号住居跡と重複し、 他の

5軒より47号住居跡が旧い。

形状 不明

規模 不明

炉 形状は楕円形を呈し、規模は87X50cm、深さ10

cmを測る。

周溝 ・柱穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 高坪の破片が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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37 • 40 • 47号住居跡A-A'

1.黒褐色土

2.暗褐色土焼土微量含む。

3.黒褐色土

4.暗褐色土

3 1住
＼ ＼ 

47号住居跡B-B'

1.黒褐色土 炭化物多量含む。

2.明褐色土

3.暗褐色土焼土ブロック含む。
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1:60 2m 

第123図 37 • 40 • 47号住居跡

¥
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゜
1:3 10cm 

第124図 40 • 47号住居跡出土遺物

38号住居跡

（第125• 126図・写真図版15• 90) 

位置 AV-110 

重複 67 • 90 • 100 • 101・lll号住居跡と重複し、新

旧関係はlll号住居跡との関係は不明だが、他の 4軒

より38号住居跡が新しい。

形状不明

規模長軸5.95X短軸5.57+am

長軸方位 N-59° E 

壁高 1~29cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅13~30cm、深さ

1 ~12cmを測る。

90 

間仕切り溝 1条確認した。規模は幅18~23cm、深

さ4~llcmを測る。

柱穴 ピットを 4某確認した。規模は 1、17X2lcm、

深さ62cm。2、27X29cm、深さ76cm。3、21x 26cm、

深さ21cm。4、25X29cm、深さ62cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は100X 120cm、深さ34cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪と甕が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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38号住居跡

1.暗褐色土粘土、炭化物微量含む。

2.暗褐色土
D D' 3.黄褐色土

→ 
4.黒褐色土

5.黒褐色土地山砂質土含む。

6.黒褐色土 地山プロック多量含む。

7.暗褐色土粘土粒含む。

8.暗褐色土粘土粒少量含む。

9.暗褐色土炭化物含む。

10.暗褐色土粘土、炭化物、焼土少鼠含む。

゜
1・60 2m 

第125図 38号住居跡
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第126図

39号住居跡

（第127~129図 ・写真図版15• 91) 

位置

重複

他の 3軒より39号住居跡が新しい。

形状

規模

壁高

周溝

92 

AT-109 

48 • 100 • 101号住居跡と重複し、新旧関係は

不明

長軸5.55+ax短軸l.72+am

長軸方位 N-27°-W 

38号住居跡出土遺物

3 ~15cmを測る。

1 ~14cm 

部分的に確認した。規模は幅13~32cm、深さ

柱穴

さ56cmを測る。

貯蔵穴

ピットを 1基確認した。規模は24X24cm、深

所見

れる。

東南隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は60X60cm、深さ71cmを測る。

出土遺物 内湾 ・内斜口縁坪、大形と小形の甕が出

土している。

出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら
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39号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土炭化物微鼠含む。

2.暗褐色土炭化物、焼土少量含む。

3.暗褐色土炭化物少量含む。
L=92.50m 

A' 

5 7溝

I 2 

， 
第127図 39号住居跡

1:60 

39号住居跡 ・流路

1.暗褐色土 白色軽石含む。

2.暗褐色土炭化物含む。

2m 

/j P-6 

第128図 39号住居跡出土遺物(1) ゜
1:3 10cm 
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第5章遺構と遺物

゜
1:3 10cm 

41号住居跡

（第130• 131図 ・写真図版15• 92) 

第129図 39号住居跡出土遺物(2)

cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

位置 AT-106 

重複 24 • 34 • 36号住居跡と重複し、他の 3軒より

41号住居跡が旧い。

形状 不明

規模 長軸5.25+aX短軸l.36+am

長軸方位 N-7°-W 

壁高 1~4  cm 

周溝 部分的に確認した。規模は11~26、深さ 2~12

． A i 
L =91.80m 

|>̀ 

3 4住

P-IU/1", -- I_IJ砲.!"'1111 41号住居跡・掘り方

1.暗褐色土炭化物含

2.暗褐色土

貯蔵穴

3 6住

規模は81X90cm、深さ52cmを測る。

掘り方 床下土坑を 2基確認した。規模は 1、98X

95cm、深さ34cm。2、80X70cm、深さ20cmを測る。

出土遺物 頸長の坦型土器。小形の鉢、坪部と脚部

に稜を持つ高坪等が出土した。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考え ら

れる。

l

l

 

3 4住

2 4住

A
 

A

＿
 ＼ 

41号住居跡床下土坑

1.黒褐色土

2.黒色土

3.暗褐色土地山プロック含む。

4.暗褐色砂質土

床下土坑 1

L=91.60m 

゜
1:60 2m 

第130図 41号住居跡
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第 2節住居跡

42号住居跡

（第132• 133図・写真図版16• 93) 

ー

10cm 

第131図 41号住居跡出土遺物

周溝 全周する。規模は幅9~21cm、深さ 1~14cm

を測る。

位置 AU-105 

重複 12 • 26 • 34 • 36号住居跡と重複し、新旧関係

は他の 4軒より42号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸6.63+aX短軸6.63m

長軸方位 N-7°-W 

壁高 1~19cm 

柱穴 ピットを 5基確認した。規模は 1、37X42cm、

深さ41cm、柱痕径17cm。2、33X45cm、深さ32cm。

3、35X39cm、深さ32cm。4、25X30cm、深さ30cm。

5、32X35cm、深さ12cmを測る。

炉住居跡のほぼ中央に確認した。規模は25X85cm、

深さ 6cmを測る。

貯蔵穴南東隅に確認した。形状は円形を呈し、規

95 



第 5章遺構と遺物

模は径93cm、深さ34cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、小型坦、壺が出土し

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

た。

i
 

1 2住

〇)

｀ ゜
¥¥II A' 

ピット 1 ピット 2

て

゜密E3
＼ 1111 L=91.90m 

P-1 

応 ＼ ［ 
ピット 4

貯蔵］゜

吋ピット 3

2 4住 I 36住

＼ 

ピット 5

A
 

A
＿
 

B
 

B' 

42号住居跡

1.黒褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

黄褐色土粒含む。

粘土プロック含む。

黒色土含む。

地山黄褐色土粒含む。

c
 

立．

口
42号住居跡貯蔵穴

1,黒褐色土 黄褐色土粒含む。

2.黄褐色土粘土プロック含む。

3.黄褐色砂質土

゜
1:60 2m 

第132図 42号住居跡
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第2節住居跡

"
H
H"
 
3
 
p
 

ー ¥

4

 
p
 

P-5 

第133図 42号住居跡出土遺物

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は60X100cm、深

゜
1:3 10cm 

43号住居跡

（第134• 135図 ・写真図版16• 93) 

位置 AW-106 

重複 7 • 8 • 25 • 27 • 43号住居跡と重複し、 47号

住居跡より旧く、他の 4軒より43号住居跡が新しい。

形状・規模 不明

壁高 8cm 

間仕切り溝 1条確認した。規模は幅21~28cm、深

さ18cmを測る。

--/ 1 

8住

／

口

／

／
 

彦

2 7住

¥ ¥__,-/ 
＼ 

／ 

さ35cmを測る。

掘り方 床下ピットを 3基確認した。規模は 1、lOX

41cm、深さ18cm。2、44X46cm、深さ45cm。3、37X

39cm、深さ38cmを測る。

出土遺物 内湾する坪が出土した。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

—\』L I /
／ 

／ 

／ 
／ ピット 1

／ 
／ ロ

／ 
/ 7住

／ ＾ 

•• 

三
K. 

43号住居跡ビット 1

1.暗褐色土 白色軽石含む。

2.暗褐色土地山砂多星含む。

L=91.90m 

2 5住

゜
1:60 2m 

43号住居跡

1.暗褐色土粘土、焼土、炭化物含む。

2.黒褐色土

第134図 43号住居跡
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／ 

//11 

．玉 l 4 c
 ---

8住 L=91.70m 

c
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I

□
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／

ト

＼

□5 

（

＼

j

／

住7
 

／

／
 

方

ト

／

／

〇

）

1ピ
／

り

＼

／

ッc一

掘`

住7
 
2
 

4 7住

゜

c
 

1:60 2m 

43号住居跡掘り方

1.暗褐色土 炭化物微量含む。

2.黄褐色土

3.暗褐色土 白色軽石微量含む。

4.暗褐色土 黄褐色土粒含む。

0 1:3 

ー

10cm 

第135図 43号住居跡掘り方・出土遺物

44号住居跡

（第136• 137図・写真図版16• 93) 

位置 AV-108 

重複 6 • 25 • 31 • 81号住居跡と重複し、新旧関係

は81号住居跡より新しく、他の 3軒より旧い。

形状・規模不明

壁高 1~13cm 

間仕切り溝 l条確認した。規模は幅11~21cm、深

＼ 

B

l

 

6住

2 5住

肉

．旦

＼ 

戸ー—

/ __ 
。／ピット 3

3 1住

白□。貯蔵穴
ピット 2 筏

P-2 

L=91.90m 

貶

B
 

Q
 

51溝

： ー］マ ニロ
44号住居跡

旦:-1?・!筈圭耳百芸巨珪蓼口:微:：：五。

口
旦吋

c
 3

」冒 ← 第136図 44号住居跡

44号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土焼土粒・炭化物粒微量含む。

2.暗褐色土粘土含む。

3.暗褐色砂質土

44号住居跡柱穴

1.暗褐色土

2.黄褐色土

3.暗褐色砂質土

゜
1:60 2m 
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さ4~6 cmを測る。

柱穴 ピットを 4某確認した。規模は 1、径23cm、

深さ39cm。2、32X28cm、深さ39cm。3、30x 26cm、

深さ32cm。4、26X24cm、深さ30cmを測る。

貯蔵穴南東隅に確認した。形状は円形を呈し、規

゜

第 2節住居跡

模は56X57cm、深さ64cmを測る。

出土遺物 内湾する坪、高坪、甕の他滑石性の 2穴

の垂飾りが出土した。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

乙
S-1 

P-5 ¥¥ 

゜
2.5cm 

1.3 10cm 

第137図 44号住居跡出土遺物

45号住居跡

（第139~141図・写真図版17• 93 • 94) 

位置 AU-111 

重複 22 • 45 • 77 • 78 • 99 • 101 • 117号住居跡と軍

複し、新旧関係は22• 75号住居跡より旧く、他の 5

軒より新しい。

形状隅丸方形

規模長軸5.25X短軸4.95m

長軸方位 N-75°-E 

壁高 l~49cm 

周溝全周する。規模は幅7~29cm、深さ 1~4cm 

を測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、31x 26cm、

深さ45cm。2、32X29cm、深さ35cm。3、25X24cm、

深さ59cm。4、31X27cm、深さ22cmを測る。

鼈東壁に確認した。規模は焚き口幅82cm、長さ115

cmを測る。焚き口両袖・天井部に切り出したような

砂岩を使用している。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は70X50cm、深さ55cmを測る。

掘り方床下土坑を 3某確認した。規模は 1、67X

67cm、深さ 3cm。2、140X 60cm、深さ15cm、3、122X

87cm、深さ 4cmを測る。

出土遺物 須恵器坪、土師器高坪、壺、甕、石が出

土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

117号住居跡

（第138• 140図）

位置 AU-111 

重複 45 • 77 • 99号住居跡と重複し、新旧関係は他

の3軒より117号住居跡が旧い。

形状不明

規模長軸2.6+am

長軸方位 N-1°-W  

柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 検出されていないが他の住居跡との切れ

合い関係から、 5世紀の住居跡と考えられる。
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~ o:il 
叫

0 ° 

A-

P-2 
S-20 op-3 

三⑤
ピット 1

こ

合＿1 

45住

＼
書蔵貯
因2
 
卜ツピ

Ds-1 
住5
 

A

l

◎

7
 

叫
△ ' ’ △:  

三 D 

2 2住

L=91.70m 

w-
45 • 117号住居跡
1.暗褐色土 白色軽石、 FA含む。

2.暗褐色土 FAプロック含む。

3.暗褐色土 FA粒多輩含む。

4.灰褐色土 FA灰層

5.黒褐色土 白色軽石含む。

45 • 117号住居跡柱穴
1.暗褐色土 FAプロック含む。

2.灰褐色土 FA純層堆積。

3.黄灰色砂質土

45 • 117号住居跡貯蔵穴
1.灰褐色土 FA含む。

2.黄褐色土 FAプロック含む。

3.黒褐色土 FA含む。

4.灰褐色土

5.暗褐色土

゜
J:60 2m 

第138図 45 • 117号住居跡

吋 叫 I芦 45号住居跡鼈

1．暗褐色土 FA、白色軽石含む。

2.褐色土 FA多量、焼土プロック、灰微量含む。

3.灰褐色土 FA多量含む。

4.灰褐色土 FA、白色軽石含む。

5.暗灰褐色土 FA含む。

6.焼土塊（天井崩落土）

7.褐色土炭化物微量含む。

8.灰褐色土 白色軽石含む。

吋 吋 I 
9.暗灰色土 FA、黒色土含む。

B B' 10.灰層

11.暗灰色土細粒の灰層。
L=91.70m 12.黄灰色土粘土。

13.鼈構築材地山を利用。

14.暗褐色土灰微量含む。

／「
lm 

゜
1.40 

第139図 45号住居跡鼈
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第2節住居跡

ヽ 叫＼

□ロ
床下土坑1

◎ 

45住

吋
2 2住 <| 

ノ
ー
ー

第140図 45 • 117号住居跡掘り方

「P-1

＼
 

-, ' cヽJ

L=91. 70m 

45 • 117号住居跡掘り方

1.暗褐色土 FAプロック少星含む。

2.黄褐色砂質土

3.黄褐色土貼床。

4.黄褐色土黒色土含む。

゜
1:60 2m 

P-2 

-1 □-2 

0 1:3 10cm 

第141図 45号住居跡出土遺物
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第 5章遺構と遺物

46号住居跡

（第142図 ・写真図版16• 94) 

位置 AU-117 

重複 単独

形状 隅丸方形

規模 長軸4.45X短軸3.95m

長軸方位 N - 86°—E 

壁高 4~16cm 

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、43X35cm、

深さ35cm。2、40X37cm、深さ35cm。3、40X34cm、

深さ35cm。4、39X32cmを測る。

出土遺物 高坪、甑が出土している。

所見 出土遺物から、5世紀の住居跡と考えられる。

2 3住 5 1溝
ー

、―

B' 

A

l
 

．旦 c ピット 4

L=91.40m 

．

．
 

A
-C
-

A
 

51溝

z A' 

／ 

46号住居跡

1.黒褐色土 C軽石多量含む。

2.暗褐色土 C軽石微量含む。

3.暗褐色砂質土

B
 

B
 

c
 

c
 

G P-2 

゜
1:3 10cm 

゜
1:60 2m 

第142図 46号住居跡出土遺物
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48号住居跡

（第143~145図・写真図版94)

位置 AT-108 

重複 36・39・81号住居跡と重複し、新旧関係は36・

39号住居跡より旧く、 81号住居跡より新しい。

形状不明

規模長軸6.75+a X短軸4.55+am

長軸方位 N-21°-W 

壁高 6~12cm 

間仕切り溝 l条確認した。規模は幅23~33cm、深

第2節住居跡

さ64cmを測る。

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は48X48cm、深

さ64cmを測る。

炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

掘り方床下ピットを 4碁確認した。規模は 1、94X

72cm、深さ31cm。2、70X55cm、深さ30cm。3、47X

44cm、深さ41cm。4、40X25cm、深さ26cmを測る。

出土遺物 1の坪は混入であるが他はS字状口縁台

付甕、壺、土師器平底甕、小型用が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

O

O

 

/~ 叫

ー

ー

．
 

＼
 

＇ 
＼
 

l
 

一一

48号住居跡

1.暗褐色土 白色軽石少量含む。

2.暗褐色土 白色軽石微量含む。

3.暗褐色土 白色軽石、黒色土含む。

4.暗褐色砂質土

5.暗褐色土黒色土含む。

I
 I
 

6 住

B L=91.70m 

_A_ L =92.00m 

三 三

3 1住

料
l

゜
1:60 2m 

第143図 48号住居跡
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ー
叫
------¥ 

¥ ¥ ¥ 36住

8 1住

48号住居跡掘り方

1.暗褐色土地山砂含む。

2.黒褐色土 白色軽石微最含む。

住

叫

E
0
C
l
6
1
1
T
47
 

住ー3
 

叫

叫
1:60 2m 

戸

二 JJ

P-1 

口

5 1溝

第144図 ,• 48号住唐跡掘り方

’／言量□三
／ロロア
＼ 

P-~疇ミ／ク
/ P-8 

゜

7
 ゜

1:3 10cm 

50号住居跡

（第146• 147図・ 写真図版16• 95) 

位置 BD-130 

重複 30 • 35 ·95号住居跡と重複し、新旧関係は30 ·

第145図 48号住居跡出土遺物

35号住居跡より旧く、 95号住居跡より新しい。

形状・規模 不明

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、50X48cm、

深さ40cm。2、29X28cm、深さ45cm。3、28X25cm、

104 



深さ39cm。4、29X29cm、深さ46cmを測る。

掘り方床下ピットを 4基確認した。規模は 1、57X

32cm、深さ14cm。2、43X4lcm、深さ不明。 3、37X

37cm、深さ22cm。4、37X34cm、深さ42cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、単口縁台付甕、高坪、

第2節住居跡

土師器平底甕、土師器壺、波状文・簾状文を持つ甕

が出土している。

所見 出土遺物から、 3世紀後半から 4世紀前半の

住居跡と考えられる。

I ► I¥I> 
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叫

3 0住／
◊① ヒヅト＼1 叫 ピ9卜2
象 名ぐ

¥ 3 5住
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1乏叫
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豪

｀ット 4

多
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〇）
ピット 3

叫

3 0住

I乏
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I 

＼ ⑦ピノト 2

¥ ~ノピトノ3 卜 4 堀り方

J 
¥-- - ---- - ------

|乏

L=91.00m 

゜
1:60 2m 

第146図 50号住居跡
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戸

)/ 
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P-7 

＼
 

リ
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8p
 

゜
1:3 10cm 

第147図 50号住居跡出土遺物

51号住居跡

（第148• 149因・写真図版18• 96) 

位置 AX-124 

重複単独

形状隅丸方形

規模 長軸l.69X短軸1.58m

長軸方位 N-34°-W 

壁高 2~7 cm 

106 

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は20X20cm、深

さ30cmを測る。

炉 ・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕が出土
している。

所見 出土遺物から、 4世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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第149図 51号住居跡出土遺物

54号住居跡

（第150• 151図・写真図版18• 96) 

位置 BA-131 

重複 28 • 30 • 65号住居跡と重複し、新旧関係は他

の3軒より54号住居跡が旧い。

形状不明

規模長軸9.21X短軸4.5+am

長軸方位 N-40°-W 

壁高 3~10cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅27~34cm、深さ

1 ~6  cmを測る。

間仕切り溝 4条を確認した。規模は幅13~25cm、

深さ 3~7cmを測る。

柱穴 ピットを15基確認した。規模は 1、28X28cm

深さ44cm。2、41x 40cm、深さ45cm。3、45X32cm、

深さ44cm。4、43X40cm、深さ20cm。5、30X22cm、

深さ15cm。6、23X2lcm、深さ46cm。7、25X25cm、

深さ26cm。8、43X32cm、深さ14cm。9、47X36cm、

深さ55cm。10、60X50cm、深さ31cm。11、23X18cm、

深さ15cm。12、50X23cm、深さ17cm。13、43X30cm、

深さ15cm。14、22+aX24cm、深さ13cm。15、23X20

cm、深さ22cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、石製紡垂車が出土し

ている。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

107 



第5章遺構と遺物

|の
|口 ¥t:P I> 

I ► 
／
 ◎ ピット 5

＇
ー
ー
ー
ー
ー
い
）

2 8住

゜ ピッ

S-1。

◎ 
ピ

｀ット 9

炉 3 0住

|0 

54号住居跡炉

1.焼土層

◇
°
 

B
、

口ピット 10
ピット11

｀ 
ピット 12

ピット 2

ピノロ］＜

第150図 54号住居跡掘り方

1=91.lOm 

覧
ピット 13 |乏

゜

ニエこ
ロニニ~P-1

<

第151図 54号住居跡出土遺物

108 



57号住居跡

（第152• 153図・写真図版18• 96) 

位置 BC-128 

重複 28 • 35号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より57号住居跡が旧い。

形状不明

規模長軸5.24X短軸3.17+am

長軸方位 N-90°-W 

壁高 5~7 cm 

第2節住居跡

柱穴 ビットを 4基確認した。規模は 1、35X35cm、

深さ35cm。2、34X34cm、深さ30cm。3、30X25cm、

深さ22cm。4、30X28cm、深さ20cmを測る。

炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 s字状口縁台付甕、刷毛目をもつ土師器

平底甕、小型用鉢型と櫛描文を持つ樽式土器の破片

が出土している。

所見 出土遺物から、 3世紀終末から 4世紀前半の

土器と考えられる。
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第152図 57号住居跡掘り方
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第153図 57号住居跡出土遺物
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58号住居跡

（第154• 155図・ 写真図版18• 96) 

位置 AV-100 

重複 66 • 71号住居跡と重複し、新旧関係は66号住

居跡より 旧く、 71号住居跡より新しい。

形状 不明

規模 長軸5.42+aX短軸4.07+am

長軸方位 N-49°-W 

壁高 3~13cm 

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、21x 18cm、

深さ24cm。2、20Xl7cm、深さ36cm。3、35X25cm、

深さ29cmを測る。

炉 ・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 s字状口縁台付甕、小型用の甕が出土し
ている。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

／ 

66号住居跡

（第154図・写真図版102)

位置 AV-100 

重複 58 • 71号住居跡と重複し、新旧関係は58号住

居跡より新しく、 71号住居跡より旧い。
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・人 一58・66・71号住居跡

1.黒褐色土 FAプロック少量含む。

2.黒褐色土 FAに伴う軽石、 C軽石含む。

3.灰黒褐色土

4.灰褐色土

5.黒褐色土 地山プロック多量含む。

6.灰褐色土 C軽石、 FA多量含む。

7.灰褐色土 C軽石、 FA含む。

第154図 58 • 66 • 71号住居跡 ゜
1:60 2m 
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形状・規模不明

長軸方位 N-25°-W 

壁高 1~llcm 

周溝部分的に確認した。規模は幅11~22cm、深さ

1 ~2 cmを測る。

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は、 40X35cm、

深さ17cmを測る。

貯蔵穴 南西隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は53x 45cm、深さ32cmを測る。

出土遺物 高坪、内斜口縁坪、須恵器の破片が出土

している。

所見 出土遺物から、 5世紀の住居跡と考えられる。

第2節住居跡

71号住居跡

（第154図）

位置 AW-100 

重複 58 • 66号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より71号住居跡が旧い。

形状・規模不明

長軸方位 N-9°-W 

壁高 7~8cm 

周溝．炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 出土していない。

所見切れ合い関係から、 4世紀の住居跡と考えら

れる。

゜
1:3 10cm 

P-2 

第155図 58号住居跡出土遺物

---- ‘̀̀‘̀  ̀・̀ 

-5 

゜
1 • 3 10cm 

第156図 66号住居跡出土遺物

59号住居跡

（第157• 158図・写真図版18• 96 • 97) 

位置 AV-102 

重複 62 • 64 • 82号住居跡と重複し、他の 3軒より

新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸4.53X短軸4.20m

長軸方位 N-19°-W  

壁高 12~22cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅16~28cm、深さ

4 ~12cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、40X40cm、

深さ55cm。2、45X35cm、深さ60cm。3、31X31cm、

深さ63cm。4、34X 32cm、深さ70cmを測る。
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第 5章遺構と遺物

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅93cm、長

さ1.53mを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は80X67cm、深さ43cmを測る。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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59号住居跡

1.暗褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

D 

叫

U
 

E

＿
 

E' 

— 59号住居跡鼈

l．暗褐色土粘土、 C軽石含む。

2.黄褐色土粘土多量含む。

3.黒褐色土焼土、 C軽石含む。

4.焼土塊

5.黒褐色土焼土ブロック含む。

6.黒褐色土焼土、灰、粘土プロック含む。

第157図 59号住居跡

59号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土 C軽石少量含む。

2.黒褐色土黄褐色土粒含む。

3.黒褐色土

゜
1:60 2m 

112 



第 2節住居跡

_ _ P 1 三 2

こ二p-3

＼／□□p 5 

疇t4ぶ．、
7
 
p
 

＼

＼

い

＼

＿

 

60号住居跡

（第159• 160図・写真図版18• 97) 

位置 AW-97 

重複単独

形状隅丸方形

規模長軸5.3X短軸4.85+am

I乙
P-4 

P-6 

/
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I

 ゜
1:3 10cm 

第158図 59号住居跡出土遺物

長軸方位 N-43°-W 

壁高 4~13cm 

周溝・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 土師器平底甕が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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C軽石少量含む。

2.暗褐色土 C軽石少量含む。

3.暗褐色土 C軽石含む。

゜
1:60 2m 

第159図 60号住居跡
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゜
1:3 10cm 

第160図 60号住居跡出土遺物

61号住居跡

（第161~164図・写真図版19• 97) 

位置 AT-100 

重複 82 • 96号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より61号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模長軸5.53X短軸4.9+am

長軸方位 N-36°-W 

壁高 7~19cm 

周溝全周する。規模は幅12cm~24cm、深さ 1~9

cmを測る。

間仕切り溝 2条を確認した。規模は幅15~21cm、

深さ 5~11cmを測る。

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、36X36cm、

深さ51cm。2、34X3lcm、深さ50cm。3、32X26cm、

深さ40cmを測る。

鼈東壁南よりに確認した。規模は焚き口幅74cm、

長さ116cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は81X80cm、深さ47cmを測る。

掘り方床下ピットを 3基確認した。規模は 1、51X

50cm、深さ18cm。2、27X2lcm、深さ21cm。3、47X

37cm、深さ10cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、甕が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀の住居跡と考えられる。

82号住居跡

（第162• 165図・写真図版109)

位置 AT-100 

重複 61・64・74号住居跡と重複し、新旧関係は61・

64号住居跡より旧く、 74号住居跡より新しい。

形状・規模不明

壁高 9~18cm 

周溝・柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 高坪が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀の住居跡と考えられる。
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61 • 82号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石含む。
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第161図 61 • 82号住居跡
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第165図 82号住居跡出土遺物

62号住居跡

（第166~168図・写真図版20• 97 • 98) 

位置 AU-102 

重複 59 • 80 • 104 • 105 • 112 • 113 • 118号住居跡と

重複し、新旧関係は59・104・105より旧く、 80・112・

113 • 118号住居跡より新しい。

形状隅丸方形

規模長軸5.62X短軸5.45m

長軸方位 N 45°-W 

壁高 1~20cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅13~26cm、深さ

1 ~5 cmを測る。

間仕切り溝 3条確認した。規模は10~20cm、深さ

3 ~10cmを測る。

柱穴 ピットを 6基確認した。規模は 1、30X26cm、

深さ34cm。2、38X37cm、深さ12cm。3、30x 30cm、

深さ56cm。4、25X24cm、深さ42cm。5、21x 18cm、

深さ 8cm。6、36X28cm、深さ22cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は50+a X 45+ acm、深さ67cmを測る。

出土遺物 内斜口縁・模倣坪、須恵器破片、こも網

の石が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。

112号住居跡

（第166図）

位置 AU-102 

重複 62 • 113 • 118号住居跡と重複し、新旧関係は

不明。（出土遺物なし）

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は59X50cm、深

さ48cmを測る。

113号住居跡

（第166図）

位置 AU-102

重複 62 • 113号住居跡と重複し、新旧関係は不明。

（出土遺物なし）
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第 5章遺構と遺物

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は37X33cm、深

さ31cmを測る。

118号住居跡

（第166図）

位置 AU-102 

重複 62 • 104 • 112号住居跡と重複し、新旧関係は

不明。（出土遺物なし）

柱穴 ・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。
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第168図 62号住居跡出土遺物(2)

63号住居跡

（第169• 170図・写真図版20• 93) 

位置 AT~lOl 

重複 64 • 96号住居跡と重複し、他の 2軒より63号

住居跡が旧い。

形状・規模不明

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、53X38cm、

深さ20cm。2、50X47cm、深さ20cmを測る。

周溝・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 s字状口縁台付甕、高坪、口縁に波状文

を持つ甕が出土している。

所見 出土遺物から、 3世紀末～4世紀前半の住居

跡と考えられる。
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第 5章遺構と遺物

96号住居跡

（第169図 ・写真図版20)

位置 AT-100 

重複 61 • 63 • 64 • 82号住居跡と重複し、 63号住居

跡より新しく、他の 3軒より旧い。

形状・規模 不明

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、28x 23cm、

深さ48cm。2、36X34cm、深さ10cm。3、43X35cm、

深さ35cm。4、27X2lcm、深さ25cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は50X44cm、深さ12cmを測る。

所見 出土遺物はなく、 63号住居跡より新しい。
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1:60 2m 

二 □9口P2冑 /ロ
言こ只:-3 0 13 10cm 

第170図 63号住居跡出土遺物
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64号住居跡

（第171~174図・写真図版21• 98~101) 

位置 AU-101 

重複 59 • 63 • 73 • 7 4 • 82 • 96号住居跡と重複し、

59号住居跡より旧く、他の 5軒より64号住居跡が新

しい。

形状隅丸方形

規模長軸6.03X短軸6.02m

長軸方位 N 64°-E 

壁高 2~30cm 

周溝全周する。規模は幅15~25cm、深さ 1~6cm

を測る。

間仕切り溝 6条確認した。規模は幅 8~19cm、深

さ4~7 cmを測る。

柱穴 ピットを 6基確認した。規模は 1、21X 21cm、

深さ35cm。2、31x 27cm、深さ39cm。3、22x 22cm、

深さ24cm。4、21X 21cm、深さ35cm。5、55X40cm、

深さ26cm。6、40x 40cm、深さ15cmを測る。

竃東壁中央に確認した。規模は焚き口幅80cm、長

さ95cmを測る。焚き口には両袖部と天井部に石が配

されていた。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は長方形を呈し、

規模は73X55cm、深さ34cmを測る。

堀り方床下ピットを20基確認した。規模は 1、

110X62cm、深さ15cm。2、43X39cm、深さ20cm。3、

49X39cm、深さ20cm。4、49X45cm、深さ11cm。5、

42X31cm、深さ15cm。6、44X42cm、深さ30cm。7、

32 X 30cm、深さ25cm。8、18X17cm、深さ15cm。9、

26X 21cm、深さ 6cm。10、18X14cm、深さ24cm。11、

52X45cm、深さ29cm。12、27X25cm、深さ21cm。13、

31 X28cm、深さ23cm。14、41x 25cm、深さ23cm。15、

40X34cm、深さ36cm。16、35X34cm、深さ37cm。17、

35X20cm、深さ28cm。18、38X25cm、深さ43cm。19、

36X27cm、深さ48cm。20、36X15+acm、深さ11cm

を測る。

出土遺物 内斜口縁坪、胴部に丸味を持つ甕、甑、

壺、鉢、鉢状の甑、須恵器破片の他石製垂飾が出土

している。

第2節住居跡

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。

73号住居跡

（第177図・写真図版22• 104) 

位置 AU-100 

重複 64号住居跡と重複し、新旧関係は74号住居跡

が旧い。

形状・規模不明

壁高 1~10cm 

周溝一部確認した。規模は幅15~23cm、深さ 5~10

cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、胴部

に櫛描波状文が施される土器、破片が出土している。

所見 出土遺物から、 3世紀末～4世紀前半の住居

跡と考えられる。

74号住居跡

（第178図・写真図版104)

位置 AU-100 

重複 64 • 82号住居跡と重複し、新旧関係は74号住

居跡が旧い。

形状・規模不明

壁高 3~5 cm 

周溝・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 高坪の脚部の破片が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第 5章遺構と遺物
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64 • 73 • 74号住居跡

1.黒褐色土

2.暗褐色土

3.黒褐色土 白色軽石少量含む。

4.黒褐色上地山ブロック含む。

5.暗褐色土地山土混土

6.黒褐色土地山土含む。

第171図 64 • 73 • 74号住居跡 ゜
1:60 2m 
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第 2節住居跡
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64号住居跡鼈

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土灰、焼土多量含む。

3.灰 ・焼土層

4.暗褐色土焼土粒・ブロック含む。

5.粘土鼈構築材

6.黒褐色土焼土、灰、粘土含む。

lm 

第172図 64号住居跡鼈
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第173図 64 • 73 • 74号住居跡掘り方

123 



第 5章遺構と遺物
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第174図 64号住居跡出土遺物（1)
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第2節住居跡
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第175図 64号住居跡出土遺物(2)
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第 5章 遺構と遺物
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第176図 64号住居跡出土遺物（3)
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第 2節住居跡

：三〖＼ロニロニ2 ~I 
1:3 10cm 

74号住居跡出土遺物

第177図 73号住居跡出土遺物

65号住居跡

（第179• 180図・写真図版101)

位置 BC-132 

重複 29 • 30 • 49 • 54号住居跡と重複し、新旧関係

は 29 • 30号住居跡より旧く、 49• 54号住居跡より

新しい。

形状・規模不明

柱穴 ヒ°ットを 2基確認した。規模は 1、25x 22cm、

＇ I ► 

深さ 9cm。 2、25+a X 25cm、深さllcmを測る。

周溝・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 エンタシス状の脚を持つ高坪、土師器平

底甕、口縁部に櫛描波状文を持つ甕、 3角の透かし

が入る高坪等が出土している。

所見 出土遺物は 3世紀末～5世紀まで混在してい

るが切り合い関係から、 4世紀の住居跡と考えられ

る。
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第179図 65号住居跡
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第5章遺構と遺物
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P-2 

P-4 

68号住居跡

（第181• 182図 ・写真図版20• 102) 

第180図 65号住居跡出土遺物

周溝 部分的に確認した。規模は幅11~23cm、深さ

1 ~8 cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅70cm、長位置 AX-llO 

重複 32 • 89号住居跡と重複し、新旧関係はこの 2

軒より68号住居跡が新しい。

形状 隅丸方形

規模 長軸3.05X短軸2.53m

長軸方位 N-12°-W 

壁高 9~33cm 

さ54cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は円形を呈し、規

模は33X33cm、深さ20cmを測る。

出土遺物 模倣坪、坪、甑が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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L=91.70m 

P-3・4 叫
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吋
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68号住居跡

1.暗褐色土 粘土、炭化物、白色軽石少量含む。

2.明褐色土焼土、天井崩落土？

3.灰褐色粘土鼈袖

4.黒褐色土焼土、粘土粒少量含む。

5.黒褐色土炭化物含む。

6.黒褐色土

7.暗褐色土 炭化物少黛含む。

第181図 68号住居跡

゜
1:60 2m 
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第 2節住居跡

三 4

゜
1:3 

□ 

10cm 

69号住居跡

（第183• 184図・写真図版20• 102) 

位置 AX-121 

重複単独

形状長方形

規模長軸3.3X短軸2.55m

第182図 68号住居跡出土遺物

長軸方位 N-90°-E 

壁高 2~28cm 

周溝・竃・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、土師器平底甕の他縄

文時代の石族が出土している。

所見出土遺物から、5世紀前半の住居跡と考えられる。

1 /―  
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L=91.30m 
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P-2 11 
渇`a
S-1易
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さI)
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69号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石含む。

2.黒褐色土

゜
1:60 2m 

第183図 69号住居跡
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第5章遺構と遺物

゜゜
1:3 10cm 

<=::::, S-1 

1:1 2.5cm 

第184因 69号住居跡出土遺物

70号住居跡

（第185~188図・写真図版20• 103) 

位置 AX-100 

重複 89 • 91号住居跡と重複し、新旧関係は他の 2

軒より70号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸4.35X短軸4.15m

長軸方位 N-66°―E 

壁高 l~35cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅9~30cm、深さ

Ito 

゜
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恥

c
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8 9住

L=91.70m 

苔
0

◇
 

70号住居跡

1.暗褐色土 白色軽石少量含む。

2.暗褐色土 白色軽石含む。

3.暗褐色土

4.黄褐色土粘土層状に確認。（貼床）

5.暗褐色土粘土流少量含む。

゜
1:60 2m 

5 4 

第185図 70号住居跡（1)
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1 ~9 cmを測る。

間仕切り溝 3条を確認した。規模は幅14~24cm、

深さ 4~10cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅40+

acm、長さ120cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は60X56cm、深さ36cmを測る。

掘り方床下ピットを 2基を確認した。規模は 1、

56X4lcm、深さ10cm。2、31x 24cm、深さ42cmを測

る。

出土遺物模倣坪、高坪、土師器平底甕、須恵器蓋・

甕の破片（甕の破片は同一個体）の他小型用の土製

品が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。

第2節住居跡

C C' D D' 

ニ 1 

三
6 8 

70号住居跡鼈

1.暗褐色土焼土、粘土粒微量含む。

2.赤褐色土焼けた粘土。

3.暗褐色土焼土、粘土粒含む。
4.灰褐色土粘土主体土袖材。

5.褐色土粘土主体土。
6.暗褐色土粘土、焼土、炭化物少望含む。
7.黒褐色土粘土少量含む。
8.暗褐色土粘土微量含む。

E E' 

L=91.70m 

口 1:60 2m 

第186図 70号住居跡(2)

70号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土粘土、焼土、炭化物含む。

2.黒褐色土粘土、焼土少鼠含む。
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第187図 70号住居跡出土遺物（1)
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第5章遺構と遺物
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第188図 70号住居跡出土遺物(2)

75号住居跡

（第189~191図・写真図版22• 105) 

位置 AU-112 

重複 22 • 45 • 97号住居跡と重複し、新旧関係は22

号住居跡より旧く、他の 2軒の住居跡より75居住居

跡が新しい。

形状不明

規模長軸3.lX短軸2.97m

長軸方位 N-70°―E 

壁高 l~33cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅8~16cm、深さ

1 ~5 cmを測る。

柱穴 ヒ°ットを 1基確認した。規模は20X 16cm、深

さ28cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。焚き口幅70cm、長さ76cm。

さらに煙道を確認した。規模は幅25cm、長さ90cmを

測る。

出土遺物模倣坪、高坪、甕、甑が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。

132 

97号住居跡

（第192図・写真図版121)

位置 AU-112 

重複 45 • 75号住居跡と重複し、新旧関係はこの 2

軒より旧い。

形状・規模不明

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、32X25cm、

深さ22.5cm。2、31x 27cm、深さ56cmを測る。

炉 中央東寄りに確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は55X34cm、深さ 6cmを測る。

出土遺物 内斜口縁鉢、石製垂飾が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀の住居跡と考えられる。



第 2節住居跡
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75号住居跡鼈

1.暗褐色土焼土、粘土粒少輩含む。

2.灰褐色土焼土、炭化物少鼠含む。

3.暗褐色土 灰多量、焼土少量含む。

4.灰褐色土竃袖材。

こ：：：：二Pロニ］こ□言已言含む
4 5住 巨 10.黒褐色土 粘土粒少量含む。

～ 三 11．黒褐色土 炭化物多量含む。
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第189図 75 • 97号住居跡
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第190図 75号住居跡出土遺物（1)
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第192図 97号住居跡出土遺物
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76号住居跡

（第193~195図・写真図版22• 105) 

位置 AT-113 

重複 22 • 92 • 106号住居跡と重複し、新旧関係はこ

の3軒より76号住居跡が旧い。

規模長軸4.55X短軸2.7+am

長軸方位 N-12°-W 

壁高 11~24cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅10~20cm、深さ

3 ~14cmを測る。

間仕切り溝 3条確認した。規模は幅11~18cm、深

さl~8cmを測る。

柱穴 ピットを 3韮確認した。規模は 1、18Xl7cm、

深さ13cm。2、19X 18cm、深さ14cm。3、25X 23cm、

深さ23cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は55X46cm、深さ60cmを測る。

出土遺物 鉢形土器、高坪、甕が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。

92号住居跡

（第193• 197図・写真図版22• 119 • 120) 

位置 AS-113 

重複 22 • 76 • 106 • 107 • 108号住居跡と重複し、 22• 

106 • 107号住居跡より旧く、他の 2軒より新しい。

形状不明

規模長軸3.66+ax短軸l.66+am

長軸方位 N-23°-W 

壁高 1~12cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅6~18cm、深さ

3~4 cmを測る。

間仕切り溝 2条確認した。規模は幅11~21cm、深

さ9~18cmを測る。

柱穴 ピットを 2某確認した。規模は 1、40X34cm、

深さ20cm。2、17Xl6cm、深さ 6cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は92X 77cm、深さ45cmを測る。

第2節住居跡

出土遺物 内斜口縁坪、鉢、甕、甑が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。

106号住居跡

（第193• 198図・写真図版22• 123) 

位置 AS-113 

重複 22 • 76 • 92号住居跡と重複し、新旧関係は22

号住居跡より旧く、他の 2軒より106号住居跡が新し

し％

形状不明

規模長軸1.8+aX短軸l.l+am

長軸方位 N-30°-W 

壁高 3~7 cm 

周溝部分的に確認した。規模は幅7~18cm、深さ

4 ~7 cmを測る。

貯蔵穴東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は84X68cm、深さ45cmを測る。

出土遺物 模倣坪、甕が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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76号住居跡貯蔵穴

1.灰褐色土

2.褐色土

3.黒褐色土

4.褐色土灰色土プロック混入。

5.灰褐色土地山ブロック混入。

D D' ． ．  

ロ106号住居跡貯蔵穴1.黄褐色土焼土粒含む。

2.黒褐色土焼上粒含む。

3.褐色土焼土粒含む。

4.黒褐色土貼床

5.暗褐色土炭化物含む。

゜
1:60 2m 

第193図 76 • 92 • 106号住居跡

P-1 

こ~~-3
第194図
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゜
1:3 10cm 

76号住居跡出土遺物（1)
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＼
 

゜
1:3 10cm 

第195図 76号住居跡出土遺物(2)

゜
1:3 10cm 

第196図 92号住居跡出土遺物（1)
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第197図 92号住居跡出土遺物(2)
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三 1 三

//P-4 

゜
1:3 10cm 

第198図 106号住居跡出土遺物

77 • 99号住居跡

17区77号住居跡

（第199~203図 ・写真図版23• 106~108) 

位置 AU-111 

重複 22 • 45 • 78 • 99 • 100 • 101号住居跡と里複し、

新旧関係は22• 45号住居跡より旧く、他の 4軒より

77号住居跡が新しい。

形状隅丸方形

規模 長軸4.95X短軸4.75m

長軸方位 N-29°-W 

壁高 11~29cm 

周溝 全周する。規模は幅12~25cm、深さ 1~6cm 

を測る。

間仕切り溝 3条確認した。規模は幅11~13cm、深

さ3~9 cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、16x 15cm、

深さ46cm。2、13X13cm、深さ50cm。3、16X 15cm、

深さ30cm。4、15X 14cm、深さ35cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅78cm、長

さ91cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は69X55cm、深さ45cmを測る。

出土遺物 須恵器坪の破片、内斜口縁坪、模倣坪、

高坪、甕、甑が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考え ら

れる。

99号住居跡

（第199• 200図 ・写真図版121)

位置 AU-111 

重複 22 • 45 • 77 • 78 • 100 • 101・117号住居跡と重

複し、新旧関係は22• 45 • 77号住居跡より旧く、他

の4軒より99号住居跡が新しい。

形状 隅丸方形

規模 長軸4.78X短軸4.24+am

長軸方位 N-86°-E 

壁高 1~16cm 

周溝 全周する。規模は幅10~25cm、深さ 1~5cm

を測る。

間仕切り溝 3条確認した。規模は幅8~14cm、深

さ1~5cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 5、21X20cm、
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深さ38cm。

深さ40cm。

遺構と遺物

6、20Xl7cm、深さ36cm。7、24x 23cm、

8、23X2lcm、深さ34cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

出土遺物

所見

れる。

内斜口縁坪、甕が出土した。

出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

規模は65X60cm、深さ28cmを測る。

L=91.60m 

二
99号住居跡爾

1.灰褐色土

2.灰白色土

3.黒褐色土

4.黒褐色土

焼土粒、炭化物少量含む。

焼土粒、炭化物多菫含む。
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．旦旦．

口
77 • 99号住居跡柱穴
1.黒褐色土
2.黒褐色土
3.黒色土

•上 上 ．

□ 

三
77号住居跡窟

1.暗褐色土焼土、粘土ブロックを少量含む。

2.灰褐色土焼土微量含む。

3.明橙色土焼土プロック主体に黒色土含む。

4.暗褐色土粘土含む。

5.灰褐色粘土鼈袖材。

6.青灰色土焼土、粘土微量含む。

7.黒灰色灰層

8.暗褐色土粘土多量、焼土、灰微儲含む。

9.暗褐色土焼土少量含む。

゜
1:60 2m 

第199図 77 • 99号住居跡
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第201図 77号住居跡出土遺物（1)
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第202図 77号住居跡出土遺物（2)
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第203図 77号住居跡出土遺物(3)
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第204図 99号住居跡出土遺物
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78号住居跡

（第205• 206図 ・写真図版23• 108) 

位置 AT-lll 

重複 22 • 45 • 77 • 99 • 100 • 101号住居跡と重複し、

新旧関係は重複する 6軒より78号住居跡が旧い。

形状・規模 不明

柱穴 ピットを 2基確認した。規模は 1、29x 27cm、

深さ不明。 2、40X39cm、深さ41cmを測る。

出土遺物 小型用、高坪、 S字状口縁台付甕が出土

している。

所見 出土遺物から、4世紀の住居跡と考え られる。

100号住居跡

（第205図 ・写真図版122)

位置 AT-llO 

重複 38 • 39 • 77 • 78 • 99 • 101号住居跡と重複し、

新旧関係は38• 39 • 77号住居跡より 旧く、他の 3軒

より 100号住居跡が新しい。

形状 不明

規模 長軸6.55X短軸6.38m

長軸方位 N-1°-W 

壁高 1~13cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅8~23cm、深さ

2 ~13cmを測る。

柱穴 ピットを 6基確認した。規模は 3、29X28cm、

深さ不明。 4、36X28cm、深さllcm。5、33X 25cm、

深さ13cm。6、57x 29cm、深さllcm。7、29x 28cm、

深さ32cm。8、35X32cm、深さ44cmを測る。

貯蔵穴 西南隅に確認した。形状は不明、規模は45X

30+acm、深さ37cmを測る。

出土遺物 甕が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

101号住居跡

（第205図 ・写真図版22)

位置 AT-110 

重複 38 • 99 • 100 • 117号住居跡と重複し、新旧関

係はこの 4軒より101号住居跡が旧い。

144 

形状・規模 不明

壁高 4~5 cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅15~24cm、深さ

5 cmを測る。

柱穴 ヒ°ットを 1基確認した。規模は 9、33X30cm、

深さ50cmを測る。

貯蔵穴 東壁寄りに確認した。形状は長方形を呈し、

規模は51x 40cm、深さ21cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、内斜
口縁坪が混じる。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

111号住居跡

（第205図）

位置 AU-111 

重複 38 • 101号住居跡と重複し、新旧関係は不明。

形状・規模 不明。 77号住居跡の南東部に住居跡の

一部を確認した。

出土遺物 無し
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第206図 78号住居跡出土遺物
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第207図 100局住居跡出土遺物

：ロ ＼ 三 ^/ 

P-2 

／：三-riP-4 
゜

1:3 10cm 

第208図 101号住居跡出土遺物

79号住居跡

（第210• 211図・写真因版23• 108 • 109) 

位置 Au-114 

重複 23号住居跡と重複し、新旧関係は79号住居跡

が旧い。

形状隅丸方形

規模 長軸5.45X短軸5.4m

長軸方位 N-65° E 

壁高 7~32cm 

間仕切り溝 4条確認した。規模は幅16~27cm、深

さl~11cmを測る。

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、21x 19cm、

深さ43cm。2、30X 27cm、深さ51cm。3、34X32cm、

深さ40cm。4、26X23cm、深さ40cmを測る。

鼈東壁に確認した。規模は焚き口幅70cm、長さ72

cmを測る。

貯蔵穴東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は52X46cm、深さ30cmを測る。

出土遺物 内斜口縁・模倣坪、甕が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。
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79号住居跡

1.灰褐色土軽石多星含む。

2.黒褐色土軽石含む。

3.灰褐色土軽石少斌含む。

4.黒色土

5.灰層

6.黒褐色土軽石少屈、地山土含む。

7.暗褐色土

79号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土 C軽石微屈含む。

2.黒褐色土

3.黒褐色土 地山プロック含む。
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79号住居跡柱穴

l．黒褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土

3.黒褐色土 地山プロック含む。

4.黒褐色土地山土粒含む。

5.暗褐色土 地山プロック含む。

6.暗褐色土 C軽石含む。

7.黄褐色土 地山ブロック多禁含む。

8.暗褐色土地山ブロック含む。

L=91.60m 

゜
1:60 2m 

第209図 79号住居跡
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79号住居跡窟

1.暗褐色土焼土微塁含む。

2.暗褐色土粘土、焼土多屈含む。

3.褐色土焼土、灰互層。

4.黒色土炭化物多屈含む。

5.暗褐色土焼土、粘土粒多量含む。

6.暗褐色土焼土粒、炭化物、灰多星含む。

7.暗褐色土 粘土、焼土プロック多鼠、炭化物、灰微輩含む。鼈袖材。

8.暗褐色土 焼土粒、焼土ブロック含む。

9.明赤褐色土焼土プロック主体土。

10.暗褐色土焼土粒少量含む。

11.黒褐色土 白色軽石含む。

12.暗褐色土地山ブロック含む。
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第211図 79号住居跡出土遺物
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80号住居跡

（第213• 214図 ・写真図版23• 109) 

位置 AV-102 

重複 21 • 59 • 62号住居跡と重複し、新旧関係はこ

の3軒より80号住居跡が旧い。

形状 不明

規模 長軸7.38+aX短軸6.06+am

長軸方位 N-15°-W 

壁高 l~21cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅 7~25cm、深さ

第2節住居跡

3 ~7 cmを測る。

間仕切り溝 1条確認した。規模は幅10~12cm、深

さ3~5 cmを測る。

柱穴 ピットを 3碁確認した。規模は 1、26X 23cm、

深さ17cm。2、26X23cm、深さ10cm。3、27X26cm、

深さ49cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、高坪
が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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尽

1:3 

¥ ¥ P-6 

第214図 80号住居跡出土遺物(2)

81号住居跡

（第215• 216図・写真因版24• 109) 

位置 AT-107 

重複 6 • 39 • 44 • 48号住居跡と重複し、新旧関係

はこの 4軒より81号住居跡が旧い。

形状不明

規模長軸5.4+ax短軸4.43+am

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、27X2lcm、

深さ21cm。2、62X38cm、深さ40cm。3、40X 40cm、

深さ22cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は87X62cm、深さ48cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕が出土

している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第215図 81母住居跡掘り方

81号住居跡

1.暗褐色土地山プロック含む。

2.暗褐色土地山砂含む。

3.暗褐色土 白色軽石含む。
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第216図 81号住居跡出土遺物

83号住居跡

（第217~219図・ 写真図版24• 109 • 110) 

位置 AX-117 

重複 単独

形状 不明

規模 長軸3.17X短軸2.88m

長軸方位 N-34"-W 

壁高 4~40cm 

周溝・柱穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 内斜口縁坪、模倣坪、 4世紀の二重口縁

壺が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

L=91.50m 

83号住居跡

1.灰褐色土 FP含む。

2.黒褐色土 FA含む。

3.黒色土 C軽石含む。

4.黒褐色上 C軽石少量含む。

5.灰褐色土 C軽石微塁含む。

6.灰褐色土焼土多量含む。

□三二／1

I ► 

B- ・̂
 

疇

響

]

¥

 
、,“
5

o

p
 

へ、・

マ
（

疇塁 ’ 
べ‘¥ジ

I>B ／ ニ

|上

ー

B
 

゜
1:60 2m 

第217図 83号住居跡

□三三[-2 p-3 

゜
1:3 10cm 
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第219図 83号住居跡出土遺物(2)

84号住居跡

（第220~222図 ・写真図版）

位置 BA-ll8 

重複 単独

形状隅丸方形

規模 長軸3.8X短軸3.lm

長軸方位 N-67°-W 

壁高 15~25cm 

柱穴 ピットを 2某確認した。規模は 1、34X 30cm、

深さ27cm。 2、30X28cm、深さ14cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、壺、

二重口縁壺の他樽式土器破片が出土している。

所見 出土遺物から 3世紀末から 4世紀前半の住居

跡と考えられる。
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L=91.00m 
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84号住居跡

l．黒色炭化物、灰／習。

2.黒褐色土 C軽石含む。

゜
1:60 2m 

第220図 84号住居跡

“□＼⑰口p＼ロニコ各P-1 ¥ ¥ 

ロ言□□／ ロエニコP-宍＼ 第221図 84号住居跡出土遺物（1)0 1:3 10cm 
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゜
1:3 10cm 

85号住居跡

（第223~225図・写真図版24• llO) 

位置 AY-ll3 

重複 単独

形状 隅丸方形

規模 長軸5.lX短軸5m

長軸方位 N-86°-E 

壁高

柱穴

i
 
B
 

6 ~17cm 

ピットを 4基確認した。規模は 1、23X21cm、

<̀| 

◎ ピット 1 炉

bl

□)01 
令

◎)  
ピット 4

第222図 84号住居跡出土遺物(2)

深さ45cm。2、23X2lcm、60cm。3、21x 17cm、深

さ45cm。4、21X 21cm、深さ55cmを測る。

炉北壁寄りに確認した。形状は円形を呈し、規模

は50X 48cm、深さ 3cmを測る。

掘り方 床下ピットを 2基確認した。規模は 1、32X

30+acm、深さ22cm。2、38X34cm、深さ不明。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、壺が
出土している。

跡と考入
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85号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石含む。

゜
1:60 2m 

第223図 85号住居跡
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I
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住

5
 

l~

— 85号住居跡炉

1.黒褐色土 炭化物微星含む。

85号住居跡掘り方

1.黒褐色土 白色軽石微鼠含む。

2.黒褐色土 地山プロック多量含む。

3.黒褐色土 白色軽石微量含む。

4.黒褐色土 白色軽石少星含む。

5.暗褐色土 白色軽石含む。

L=91.40m 

B
 

B
 

゜第224図 85号住居跡掘り方

こ こ二1

：こロニ言
＼ 
P-2 P-5¥¥ 

P-3 

ロニニロロ
P-4 

第225図 85号住居跡出土遺物
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86号住居跡

（第226• 227図 ・写真図版llO)

位置 AZ-ll3 

重複 単独

形状 隅丸方形

規模 長軸2.25X短軸2.15+am

第2節住居跡

長軸方位 N-15°-W  

壁高 1~8cm 

周溝 ．炉 ・柱穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 壺の口縁が出土している。

所見 出土遺物から、3世紀末～4世紀前半の住居

跡と考えられる。

A
 .
 

0。O` g -1 0。

。苔
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ヽ

L=91.40m 

8 5住

A
 

A
-

第226図 86号住居跡 ゜
1:60 2m 

゜
1:3 10cm 

第227図 86号住居跡出土遺物

87号住居跡

（第228• 229図 ・写真図版24• 25 • 111) 

位置 AZ-114 

重複 単独

形状 不明

規模 長軸2.75X短軸l.8+am

長軸方位 N-18°-E 

土坑 北西隅に土坑を確認した。形状は楕円形を呈

し、規模はl.13X1.08cm、深さ39cmを測る。

掘り方 床下ピットを 2基確認した。規模は 1、44X

41cm、深さ13cm。2、33X33cm、深さ 7cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、二重口縁壺、北陸系

土器等が出土している。

所見 出土遺物から、 3世紀末～4世紀前半の住居

跡と考えられる。

88号住居跡

（第230~237因 ・写真図版25• 112~116) 

位置 BB-120 

重複 単独

形状 隅丸方形

規模 長軸3.9X短軸3.38m

長軸方位 N-12°-E 

壁高 15~22cm 
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L=91.40m 

》・
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B B' 

江 三
87号住居跡ピット 1

1.黒色土 白色軽石微量含む。

2.黒褐色土

3.黒色土 白色軽石含む。

叫
87号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石微最含む。

2.黒褐色土 白色軽石少鼠含む。

3.黒褐色土 白色軽石、炭化物微量含む。

4.黒褐色土地山含む。

5.暗褐色土 白色軽石含む。

A
 

第228図 87号住居跡

A' 

゜
1:60 2m 

P-3 

言 2

＼
 

。
1:3 10cm 

第229図 87号住居跡出土遺物
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I ► ¥ 

＼
 

B
 L=91.30m 

88号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石少贔含む。

2.黒褐色土焼土、炭化物少鼠含む。
|乏 B
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第230図 88号住居跡

＼
 3

 

ビ4＼
 
3
 

f
 

且

ーょ
<

（
 

》U

1
 

(
 
6
 

P8 
晶

゜
1:60 2m 

第231図 88号住居跡遺物散布図
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0 1:3 10cm 

第232図 88号住居跡出土遺物（I)
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第2節住居跡

＼＼ 

P-23 

“ ＼ --

10cm 

第233図 88号住居跡出土遺物(2)
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゜
1:3 10cm 

第234図 88号住居跡出土遺物(3)
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第2節住居跡

口

， 
第235図 88号住居跡出土遺物（4)
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P-47 ~ ヽP-55 

：ロニニコ
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第236図 88号住居跡出土遺物(5)
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P-60 

グ

P-63 

／／ 

P-64 P-65 

第237図 88号住居跡出土遺物(6)

グ

P-66 

゜
1:3 

P-67 

10cm 

柱穴ピットを 1基確認した。規模は58X37+

acm、深さ 9cmを測る。

周溝・炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 当住居跡からは大量の土器が出土してい

る。総出土個体数は67個体。内訳はS字状口縁台付

甕30、土師器平底甕5、樽式土器甕3、壺10、坦6

の他高坪基だが出土している。壺はパレス・ニ重口

縁壺・ひさご壺等が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀前半の住居跡と考えら

れる。

89号住居跡

（第238~242図・写真医版26• 116~119) 

位置 AX-110 

重複 32 • 68 • 70 • 90号住居跡と重複し、新旧関係

は90号住居跡より新しく、他の 3軒より89号住居跡

が旧い。

形状・規模不明

壁高 4~8 cm 

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅87cm、長

さ80cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、甕、甑、壺が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀後半の住居跡と考えら

れる。

90号住居跡

（第243図・写真図版26• 119) 

位置 AW-110 

重複 32 • 38 • 67 • 89号住居跡と重複し、新旧関係

はこの 4軒より90号住居跡が旧い。

形状・規模不明

壁高 8~10cm 

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、31X29cm、

深さ72cm。2、41x 30cm、深さ70cm。3、44X37cm、

深さ63cm。4、29X20cm、深さ43cmを測る。

炉 ほぼ中央部に 2基確認した。 1、形状は楕円形

を呈し、規模は44X37cm、深さ 4cm。2、形状は不

明、規模は76X32cm、深さ 7cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、管玉が出土した。
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3 2住

@_. -_K. 
ピット 2

L=91.50m 

89 • 90号住居跡

1.黒褐色土 白色軽石含む。

2.黒褐色土

3.黄褐色土

4.暗褐色土炭化物多量含む。

5.黄褐色土地山プロック主体。
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第238図 89 • 90号住居跡
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L=91.50m 

よ｀
B B' ・-..  -・ 三

第2節住居跡

89号住居跡鼈

1.暗褐色土焼土粒微呈含む。

2.暗褐色土 白色軽石、焼土粒含む。

3.灰白色粘土焼土少量含む。

4.暗褐色土 白色軽石焼土粒微量含む。

5.灰白色土 粘土に焼土粒少獄含む。鼈構築材。

6.暗褐色土焼土、灰多量含む。

7.黒色土 白色軽石少鼠含む。

8.暗褐色土

， 
第239図 89号住居跡竃

1:40 }m 

こ

口`

---ー一乏—

P-3 

口

P-12 

゜
1:3 10cm 

第240図 89号住居跡出土遺物（1)
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第241図 89号住居跡出土遺物(2)
0 1:3 10cm 
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第2節住居跡
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第242図 89号住居跡出土遺物(3)
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三 二二、1

0 1:3 10cm 

第243図 90号住居跡出土遺物

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

91号住居跡

（第244• 245図・写真図版119)

位置 AY-110 

重複 70号住居跡と重複し、新旧関係は91号［主居跡

7 0住可
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6 8住
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1:1 2.5cm 

が旧い。

形状・規模不明

周溝・柱穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物坪が 1個体出土している。

所見時期は不明である。

吋

L=91.50m 

吋

P-1 

゜
1:60 2m 

゜
1:3 10cm 

第244図 91号住居跡

93号住居跡

（第246図）

位置 BE-128 

重複 94号住居跡と重複するが、新旧関係は不明。

形状不明

規模長軸3.67X短軸3.2+am

長軸方位 N-35° W 

柱穴 ピットを 1韮確認した。規模は 1、25x 23cm、

深さ20cmを測る。

出土遺物なし。

第245図 91号住居跡出土遺物

17区94号住居跡

（第246• 247図・写真図版121)

位置 BE-129 

重複 93号住居跡と重複するが、新旧関係は不明。

形状・規模不明

柱穴 ピットを 1基確認した。規模は 2、47X30+

acm、深さ 9cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、壺が出土している。
所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第246図 93 • 94号住居跡
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戸 二］
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第247図 94号住居跡出土遺物

95号住居跡

（第248図）

位置 BD-129 

重複 35 • 50号住居跡と重複し、新旧関係はこの 2

軒より95号住居跡が旧い。

形状・規模不明

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、29X26cm、

深さllcm。2、25X24cm、深さ10cm。3、22x 22cm、

深さ17cm。4、38X 36cm、深さ16cmを測る。

出土遺物無し。

所見時期不明。
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第248図 95号住居跡

98号住居跡

（第249• 250図 ・写真図版121)

位置 AT-116 

重複 110 • 115号住居跡と重複し、新旧関係はこの

2軒より98号住居跡が新しい。

形状 隅丸方形

規模 長軸4.82X短軸4.02m

長軸方位 N-75°-E 

壁高 3~32cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅15~28cm、深さ

1 ~6 cmを測る。

柱穴 ピットを 6基確認した。規模は 1、27Xl7cm、

深さ21cm。2、19X 18cm、深さ15cm。3、26X24cm、

深さ41cm。4、22X20cm、深さ23cm。5、16X13cm、

深さ 8cm。6、25X24cm、深さ20cmを測る。

鼈南東隅・南壁の 2ヶ所に確認した。規模は 1、

焚き口幅54cm、長さ78cm。2、焚き口幅41cm、長さ

43cmを測る。

出土遺物 模倣坪、甕、台付き甕、壺、管玉が出土

している。

所見 出土遺物から、 6世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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三98号住居跡鼈 1
1.灰層

2.灰白色粘土

3.黄褐色土

98号住居跡

1.黒褐色土 C軽石、 FP軽石多量含む。

2.灰黒褐色土 C軽石、 FP軽石含む。

D D' 
2 

三98号住居跡鼈2
1.暗褐色土 FA含む。

2.暗褐色土 FAプロック含む。

3.暗褐色土 FAプロック多贔含む。

4.灰、焼土混土層

5.暗褐色土焼土含む。

゜
1:60 2m 

第249図 98号住居跡

三 1

P-4 ~P-5 ニ P6
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1:3 10cm 

第250図 98号住居跡出土遺物（1)
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第251図 98号住居跡出土遺物(2)

゜
102号住居跡

（第252~254図・写真図版122)

位置 BG-135 

重複単独

形状・規模不明

S-4 

1:3 10cm 

周溝・柱穴．炉等の諸施設は検出されていない。

出土遺物 鉢、高坪、 S字状口縁台付甕、土師器平

底甕、壺が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。
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第253図 102号住居跡出土遺物（1)
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1:3 10cm 

104号住居跡

（第255• 256図 ・写真図版26• 122) 

第254図 102号住居跡出土遺物(2)

規模 長軸3.45X短軸2.65+am

長軸方位 N-53°-E 

位置 AT-103 

重複 62 • 105 • 112号住居跡と重複し、新旧関係は

この 3軒より104号住居跡が旧い。

形状 長方形

壁高 7~19cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅12~27cm、深さ

2 ~13cmを測る。

鼈柱穴等の諸施設は検出されていない。

＼ へ
穴 1

A' 

o・ 
oQ 

‘̀  Ci 
104住

(:) 

(J 

105住 ゜
112坑

立．

L=91.90m 

．旦 3 2 I Jl. 

三

A
 

A' 
⑰ 

0 111坑

104 • 105号住居跡

1. 白色灰層

2.灰色土

3.暗褐色土地山土粒含む。

4.暗褐色土

E E' ．．  

B
-

B' 三

c
 

104号住居跡鼈

1.青灰色灰層

2.灰褐色粘土（火を受けている）

3.暗褐色土灰含む。

4.暗褐色土 C軽石、焼土粒含む（火を受けている）。

5.茶褐色土

゜
1:60 2m 

第255図 104 • 105住居跡
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出土遺物模倣坪が出土している。

所見 出土遺物から、 6世紀の住居跡と考えられる。

105号住居跡

（第257図・写真図版26• 122 • 123) 

位置 AU-103 

重複 62•104号住居跡と重複し、新旧関係は62号住

居跡より新しく、 104号住居跡より旧い。

形状 長方形

規模 長軸3.7X短軸2.78m

長軸方位 N-63°―E 

壁高 7~19cm 

周溝 部分的に確認した。規模は幅12~27cm、深さ

2 ~13cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅110cm、長

さ87cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に 2基確認した。形状は 1、楕円形

を呈し、規模は44X4lcm、深さ24cm。2、形状は楕

円形を呈し、規模は57x 50cm、深さ45cmを測る。

出土遺物 模倣坪、高坪、甕、石製垂飾が出土して

いる。

所見 出土遺物から、 6世紀の住居跡と考えられる。

ーP

o

 
1:3 10cm三~-2

第256図 104号住居跡出土遺物

三 1三□三p2 
ー ： 一

こ S-1 庁P-4 

I I 

＼ （ JC'')  乙□2 ゜
1.1 2.5cm 

゜
1 • 3 10cm 

第257図 105号住居跡出土遺物
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107号住居跡

（第258~260因 ・写真図版27• 123 • 124) 

位置 AT-114 

重複 92・108号住居跡と重複し、新旧関係は92号住

居跡より新しく、 108号住居跡より旧い。 形状 不明

規模 長軸3.8+aX短軸3.63+am

長軸方位 N-19°-W  

壁高 4~19cm 

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き口幅48cm、長

第2節住居跡

さ97cmを測る。

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は57X54cm、深さ32cmを測る。

掘り方 床下ピットを 2基確認した。規模は 1、30X

25cm、深さ21cm。 2、140+aX75cm、深さ 4cmを測

る。

出土遺物 内湾坪、甕、 高坪が出土している。

所見 出土遺物から、 5世紀前半の住居跡と考えら

れる。
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L=91.70m 
吋

B_ 

可 ‘—ごi
――`  
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ヽ

)tp: 
・5・ 

1 0 8住

旦□ 1 /<| 

ニ ＼

107号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土焼土、 C軽石含む。

2.暗褐色土焼土粒含む。

3.暗褐色土 C軽石少量含む。

107号住居跡

1.褐色土焼土粒、灰多量含む。

2.焼土、灰混土層

3.黄褐色土鼈袖材。

4.褐色土焼土粒、軽石多量含む。

5.褐色土

゜
1:60 2m 

第258図 107号住居跡

三
ー
¥
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-

¥

¥
 

ミ

C: 

゜
1:3 10cm 

第259図 107号住居跡出土遺物（1)
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゜
1:3 10cm 

第260図 107号住居跡出土遺物(2)

□S1 

108号住居跡

（第261~264図・写真図版124)

位置 AT-114 

重複 92・ 107号住居跡と直複し、新旧関係はこの 2

軒の住居跡より108号住居跡が旧い。

形状不明

9 2住
<̀| 

1 0 7住

c ピット 2

＼
 
Q

¥

 

＼
 

吋

第261図 108号住居跡

＼
 

立

<r: I 

規模 長軸5.65X短軸3.52+am

長軸方位 N-2°-W  

壁高 12~16cm 

柱穴 ピットを 3基確認した。規模は 1、48X37cm、

深さ32cm。2、47X 40cm、深さ33cm。3、61X 42cm、

深さ30cmを測る。

掘り方 床下ピットを13基確認した。規模は 1、45X

35cm、深さ34cm。2、52X43cm、深さ35cm。3、33X

L=91.50m 

B

l

 B' 

c
-

立．

゜
1:60 2m 
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住 居 跡

22cm、深さ11cm。4、32Xl6+acm、深さ13cm。5、

16 X 15cm、深さ 1cm。6、25Xl7cm、深さllcm。

60X37cm、深さ12cm。8、25X23cm、深さ12cm。9、

33X3lcm、深さ17cm。10、27x 19cm、深さllcm。ll、

27X23cm、深さ14cm。12、25Xl7+acm、深さ 8cm。

9 2住

ピット 1

□ロ
ピット 3 ピット 6

◎喜卜5ピロト 8
ピット 4

Bl□ c 
ピット13 

ー

，
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卜
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ッ

ト

ー

賃

0
冒
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ピット 2

゜`10

7、

第 2節

13、41X34cm、深さ24cmを測る。

吋

B' 

出土遺物 小型用、単口縁台付甕、 s字状口縁台付

甕、土師器平底甕、壺が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

P-2 

B
 

L=91.50m ≪: I B
 

吋 ：こ：＼
゜

1:60 2m 

゜
1:3 10cm 

第262図 108号住居跡掘り方 第263図 108号住居跡出土遺物（1)
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忙□□／

II、P-6

¥ ¥ P-7 

゜
1:3 10cm 

第264図 108号住居跡出土遺物(2)

110号住居跡

（第265~267図・写真図版124~126)

位置 AT-116 

重複 98・115号住居跡と重複し、新旧関係は98号住

居跡より旧く、 115号住居跡より新しい。

形状不明

規模長軸7.28X短軸3.3+am

長軸方位 N-2°-E  

壁高 7~25cm 

柱穴 ピットを 6基確認した。 1、34x 32cm、深さ

71cm。2、43X30cm、深さ71cm。3、40X30cm、深

さ54cm。4、45X36cm、深さ56cm。5、25X23cm、

深さ11cm。6、70X20+acm、深さ 6cmを測る。

貯蔵穴 南壁寄りに確認した。形状は長方形を呈し、

規模は80X60cm、深さ50cmを測る。

掘り方床下ピットを13基確認した。規模は 1、48X

34cm、深さ37cm。2、46X36cm、深さ13cm。3、24X

22cm、深さ 8cm。4、40X30cm、深さ23cm。5、48X

30+a:cm、深さ15cm。6、35X 19cm、深さ18cm。7、

24 X 20cm、深さ 7cm。8、55X 42cm、深さ 9cm。9、

38X30cm、深さ12cm。10、20Xl7cm、深さ19cm。11、

22X2lcm、深さ13cm。12、44X35cm、深さ 8cm。13、

24X2lcm、深さ15cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、土師器平底甕、高坪、

壺が出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

178 

115号住居跡

（第265図・写真図版27• 124~126) 

位置 AT-116 

重複 98 • 110 • 116号住居跡と重複し、新旧関係は

98 • 110号住居跡より旧く、 116号住居跡とは不明で

ある。

形状・規模不明

壁高 5~7 cm 

貯蔵穴 南東隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は45X38cm、深さ50cmを測る。

出土遺物 土師器平底甕が出土している。

所見 出土遺物から 3世紀末～4世紀の住居跡と考

えられる。

116号住居跡

（第265図・写真図版27)

位置 AT-116 

重複 115号住居跡と重複し、新旧関係は不明。

形状・規模不明

壁高 9~16cm 

周溝．炉・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

出土遺物無し



第2節住居跡
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゜
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116住

ltxz 
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110号住居跡

1.灰褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土 C軽石多量含む。

3.黒褐色土

4.黒褐色土地山土プロック含む。

c
 

E E' 
D
 llO号住居跡貯蔵穴

1.黒色土 C軽石少量含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

3.黒褐色土

D' 

口
゜

1:60 2m 

第265図 llO • ll5 • ll6号住居跡
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口
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P-12 

第266図 110号住居跡出土遺物（1)
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第2節住居跡

□1 □〉2 

10cm 

ロ

第267図 llO号住居跡出土遺物(2)

□ 
10cm 

P-1 ＼ 口 S-1

10cm 

第268図 115号住居跡出土遺物
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18区 1号住居跡

（第269図・写真図版28)

位置 BI-146 

重複単独

形状・規模不明

壁高 5~llcm 

柱穴 ピ ットを 1埜確認した。規模は44X43cm、深

さ15cmを測る。

出土遺物無し

L=90.80m 

18区2号住居跡

（第270• 271図・写真図版28• 127) 

位置 BH-142 

重複単独

形状・規模不明

柱穴柱穴と確認できるピットを 5基確認した。規

゜
1:60 2m 

叫

ー

<I 

第269図 18区1号住居跡

模は 1、73X72cm、深さ61cm、柱痕径25cm。2、96X

85cm、深さ76cm。3、100X80cm、深さ46cm。4、107X

91cm、深さ73cm。5、59X58cm、深さ70cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕、壺、高坪とともに樽

式土器が出土している。

所見 3世紀末～4世紀の住居跡と考えられる。
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ピット 4 ピット 3
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第270図 18区2号住居跡
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A
 

A' 
18区2号住居跡柱穴

1.黒色土
2.黒褐色土砂質土。
3.黒褐色土砂多量含む。

B
 

B' 
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゜
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第271図 18区2号住居跡柱穴
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第272図 18区2号住居跡出土遺物

P-7 
I I 

゜
1:3 10cm 

18区4号住居跡

（第273区 ・274図 ・275図写真図版28• 127 • 128) 

位置 BF-138 

重複 単独

形状 隅丸方形

規模 長軸4.4X短軸4.08+am

長軸方位 N-83°-E 

壁高 8~14cm 

柱穴 ピットを 4基確認した。規模は 1、30X28cm、

深さ38cm。2、32X 32cm、深さ42cm。3、31X 27cm、

深さ40cm。 4、35X34cm、深さ36cmを測る。

鼈東壁中央に確認した。規模は焚き 口幅100cm、長

さ115cmを測る。

貯蔵穴 東南隅に確認した。形状は楕円形を呈し、

規模は85X80cm、深さ36cmを測る。

出土遺物 内斜口縁坪、高坪、 甕、壺、甑等が出土

している。

所見 出土遺物から、5世紀前半の住居跡と考え ら

れる。
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18区4号住居跡鼈

1.黒色土 灰褐色シルトプロック含む。

2.黄褐色土焼土プロック含む。鼈構築材崩落土。

3.黄褐色土粘土塊。

4.橙色土焼土。

5.暗褐色土灰、焼土プロック含む。

6.灰色土粘土塊、鼈構築材。

7.暗褐色土 灰、焼土ブロック多量含む。

8.黒褐色土 C軽石含む。

9.暗褐色土焼土プロック含む。

18区4号住居跡柱穴

1.暗褐色土

2.暗褐色土 砂質プロック多菰含む。

8 B
 
三

已

第273図 18区4号住居跡

18区4号住居跡貯蔵穴

1.黒褐色土 黒色土多塁に含む。

2.黒褐色土

3.黒褐色土 C軽石含む。

4.黒褐色土 C軽石少塁含む。

5.暗褐色土

゜
1:60 2m 

ニ P-1

ロ ゜
1:3 10cm 

第274図 18区4号住居跡出土遺物(1)
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第275図 18区4号住居跡出土遺物(2)

第2節住居跡

P-9 

P-10 
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第 5章遺構と遺物

18区5号住居跡

（第276• 277図・写真図版28• 128) 

位置 BH-138 

重複単独

形状・規模不明

柱穴 ピットを 1甚確認した。規模は 1、47X43cm、

ー、―
A

＿
 ロ

⑤
A-

深さ71cmを測る。

貯蔵穴形状は楕円形を呈し、規模は91X6lcm、深

さ88cmを測る。

出土遺物 s字状口縁台付甕を出土している。

所見 出土遺物から、 4世紀の住居跡と考えられる。

A
 

A' 
L=91.10m ＼

 

口 0 1:3 10cm 

18区5号住居跡

1.黒色土

2.褐色土 C軽石含む。

第276図 18区5号住居跡

゜
1:60 2m 

第277図 18区5号住居跡出土遺物

186 



第3節 掘立柱建物跡・柱列跡・柱穴

本遺跡で柱穴は289基確認されたが、構造物と明確

に認識できるものは掘立柱建物跡が4棟、柱列跡が

3列のみである。その他の多数の柱穴は微高地に集

中するが、その配列や深さに企画性を看取すること

はできなかった。掘立柱建物跡、柱穴列の位置、規

模、調査所見等については以下の一覧表にまとめて

ある。一覧表及び平面図に記載された柱穴間の距離

は、柱穴の芯心間で計測している。遺構の時期につ

いては出土遺物、覆土、確認面等で判断している。

企画性の看取できない柱穴は、 2区、 16区と17区北

側、 17区南側の 3ヶ所に集中し、大きく 3つの柱穴

群に分けられる。各柱穴群毎に代表的な土層断面を

示す。

掘立柱建物跡 掘立柱建物跡は16区と18区北側で確

認され、何れも「集落域」の縁辺に位置している。

18区で確認された掘立柱建物跡は 3棟で、「集落域」

と「畠・墓域」との境に位置し全て 2間X 1間の構

造である。 16区で確認されている 5号掘立柱建物跡

は、 3間X 2間以上の掘立柱建物跡で東西に長い建

物か、さらに南北に展開するのかは不明である。柱

間の長さは1.68~1.90mと厳密な企画性はない。

ピット 3とピット 4の間は柱穴は確認できない。出

土遺物は僅かであるが覆土や確認面、調査所見から

古墳時代の可能性が高い。 37号井戸と重複している

が新旧関係は明確ではない。 18号北側で確認された

掘立柱建物跡の平面形状はほぼ正方形である。 18区

1号掘立柱建物跡は柱間の長さが1.8mと3.5m程で

企画性がある。 22号、 23号、 24号溝と重複しており、

18区1号掘立柱建物跡は各溝よりも古い。 18区10号

掘立柱建物跡は柱間の長さが1.56~1.74m、3.

01~3.18mと厳密な企画性はない。重複している遺

構もない。 18区12号掘立柱建物跡は柱間の長さは1.

5m、3.0m程で企画性がある。重複している遣構は

ない。 18区の掘立柱建物跡から出土した遺物はない

が、覆土、確認面、調査所見等から古墳時代前期か

ら中期の可能性が高い。

第 3節 掘立柱建物跡・柱列跡・柱穴

柱列跡柱列跡は 2区、 17区中央、 18区北側で確認

されている。 2区の柱穴列跡は微高地縁辺部に位置

し、縁辺部に沿うように南北に並んでいる。 17区の

柱列跡も南北に並んでいる。 18区の柱列跡は東西方

向に並んでいる。 18区の柱列跡は掘立柱建物跡が集

中する地点と同じで、調査区の都合上全域を確認で

きなかったことから掘立柱建物跡となる可能性があ

る。 1号柱列は4.15mの間に 3つの柱穴が並ぶ。各

柱穴の間隔は2.10m程でほぽ等間隔。遺物はないが、

覆土、確認面、調査所見等から古墳時代前期の可能

性が高い。 2号柱列跡は12.66mの間に 3本の柱穴が

並ぶ。各柱穴の間隔は1.30m程でほぽ等間隔。遺物

はないが、覆土、確認面、調査所見等から古墳時代

の可能性が高い。 3号柱列跡18区で確認されている。

2.55mの間に 2本の柱穴が並んでいる。遺物はない

が、覆土、確認面、調査所見等から古墳時代前期～中

期の可能性が高い。

柱穴群柱穴群は大きく 3つに分けられる。 1号柱

穴群は 2区にあり、 2号柱穴群は16区、 17区北側、

3号柱穴群は17区南側で確認されている。何れの柱

穴群も微高地上に存在している。 1号柱穴群の大半

は黒色土の覆土でAs-Cを含むものが一部に見ら

れる。規模は直径0.35~0.63m、深さ0.18~0.40m

程のもので、平面形状は円形が多い。柱穴群内で集

中している所は無い。 2号柱穴群は 5つの小柱穴群

を含んでいる。暗褐色または黒褐色の覆土でAs-C

を含むものがある。規模は直径0.23~0.50m、深さ

0.14~0.48m程のものである。一部の柱穴の土層断

面には柱痕を持つものもあるが、断面形状は多様で

ある。井戸の付近に集中する柱穴群があるが、性格

は不明。 3号柱穴群は 5つの小柱穴群を含んでいる。

暗褐色または黒褐色の覆土でHr-FP、As-Cを含

むものがある。規模は直径0.15~0.50m、深さ0.

58~0.60m程のものである。 一部の柱穴の土層断面

には柱痕を持つものがあるが、 2号柱穴群と同様に

断面形状は多様である。各柱穴には遺物はないが、

覆土、確認面、調査所見等から古墳時代の可能性が

高い。
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棚島川端遺跡掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 I 構造（桁x梁） 桁x梁 m 棟方位 時 期

5 16区 AV-103 | 3間？ X2間？ 50.8+ a X 35.8+ a N-87°-W 古墳時代

番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m

ピット l 0.33X0 25 0.18 ピット 2 0.38X0.36 0 14 ピット 3 0 38X0.30 0.03 ピット 4 0. 33 X O. 32 0 20 

1 18区 BH-145 | 2間X1間 37 2 X34 7 N-6°-W  古墳時代即期～中期

番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m

ピット 1 0 44X0.42 0 40 ピット 2 0.59X0.46 0 35 ピット 3 0 60 X O 53 0. 50 ピット 4 0.42X0.32 0.45 

ピット 5 '0. 35 XO. 32 0. 48 ピット 6 0.53X0.37 0 43 

10 18区 BJ~l41 | 2間X1間 33.8 X 30 1 N-76"-W 古墳時代前期～中期

番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m

ピット 1 0.47X0.40 0.65 ピット 2 0 52X0.50 0.67 ピット 3 0. 60 X O 48 0 60 ピット 4 0 54X0.36 0.46 

ピット 5 0. 68 X O 58 0. 40 ピット 6 0 68 X O 48 0. 72 

12 18区 BG-141 | 2間X1間 38.9X29.7 N-20°-W  古墳時代前期～中期

番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m 番号 長x短 深 m

ピット 1 0. 59 XO. 46 0. 52 ピット 2 0 45X- 0.54 ピット 3 0. 43 X O 35 0 62 ピット 4 0 54 XO. 36 0. 46 

ピット 5 0. 39 X O 33 0. 52 ピット 6 0.40X ~ 0.51 

棚島川端遺跡柱列一覧表

番号 位 置 I 構造（桁x梁） 桁x梁 m 棟方位 時 期

1 2区 AQ-21 | 2間 41.5+a N-o・ 古墳時代前期？

番号 I長x短 深 ml 番号 長x短 深 ml 番号 長x短 深 m 番号 I長x短 深 m

ピット 1I o.so x- 0.36|ピット 2 0.43X- 0.48 Iピット 3 0. 60 X O. 46 0. 35 ! 

2 17区 AT~114 | 2間 26.6+a N-o・ 古墳時代

番号 I長x短 深 ml 番号 長x短 深 ml 番号 長x短 深 m 番号 I長x短 深 m

ピット 1I 0.54 XO 30 0.35 Iピット 2 0. 54 x O 38 0. 39 Iピット 3 0.57X0.48 0.41 | 

3 18区 BF-138 I 1間 25 5+a N-85'-E 古墳時代月IJ期～中期

番号 I長X短 深 ml番号 長x短 深 ml 番号 長x短 深 m 番号 I長x短 深 m

ピット 1I 0.31X- o 23 Iピット 2 0 36X- 0.26 I 
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第 4節 井 戸
より井戸の断面図を並べ、透水層の相互関係を見る

ための資料として添付している。本報告書中で井戸

本遺跡では井戸は19基確認されている。15区、 16

区、 17区、 18区の微高地で検出され、各時期の住居

跡間に散在するが、 16区北側、 18区北側では井戸が

やや集中していることが確認できる。 16区北側は水

田跡と居住区にあたる。井戸の規模や平面形状、調

査所見等については一覧表の通りである。遺構の時

期については出土遺物、覆土、確認面等で判断して

いる。「第293図

198 

井戸の透水層位置」は本遺跡北側

と呼ぶ遺構は、調査時の所見を重視している。

ため土坑の中には井戸となるものがあると考える。

特に 5号、 7号、

その

9号、 11号、 37号、 18区84号土坑

は平面形状が円形を基調とし、深さがlm前後で出

土遺物が多いこと等から井戸の可能性がある。

検出された井戸の平面形状は円形を基調としてお

り、規模は直径 2m前後が多い。断面形状について

は3種類に大別できる。壁面がほぼ垂直に近い円筒



形状を呈する 8、19、20、31、33、34、36、38、18

区4号井戸、底部から開口部に向かって徐々に幅広

となるV字形状を呈する27、30、37、18区5号井戸、

断面中位に段を有する22、24、26、28、32、18区2

号井戸である。 8号井戸、 24号井戸、 18区5号井戸

は遺物が多数出土しているが、日用雑器と思われる

土師器が大半で完形、ほぼ完形の土器が多い。覆土

はAs-Cを含む黒色土を基調とし、崩落したと思わ

れる地山ブロックが混入している。出土遺物、覆土、

確認面、調査所見等から全て古墳時代に同定され過

半数が古墳時代前期に数えられる。透水層について

は確認できる井戸全てが総社砂層内で、標高は90,00

井戸

第4節井 戸

m前後になっている。

8号井戸には断面中位下半に木製品が打ち込まれ

ている。 19号井戸は、 29号住居跡、 49号住居跡と重

複しているが新旧関係は不明。 32号井戸は70号住居

跡と重複しているが、 32号井戸は70号住居跡よりも

古い。 38号井戸は59号、 62号、 103号住居跡と114号

土坑と重複している。38号井戸は103号住居跡よりも

新しく、他の遺構よりも古い。調査区の都合上、遺

構の全域を確認できなかった。 18区4号井戸内には

炭化物が見られる。 18区5号井戸には多量の遺物が

出土している。

番号 位 置 平面形状 長x短 深m 時 期 備 考

8 15区 AP-94 円 形 1 64 2.37 古墳時代前期 井戸の断面に木製品を打ち込む。

19 17区 BC-131 円 形 1 64 X 1.33 1.85 古墳時代

20 17区 AW-105 円 形 1 19 1.68 古墳時代中期

22 16区 AT-101 円 形 0 78 1.20 古墳時代後期

24 16区 AT-96 円 形 2.13 X 1. 74 1.94 古墳時代前期

26 16区 AT-97 円 形 1 65 1.30 古墳時代前～中期

27 16区 AS-98 楕円形 2. 37 X 1. 75 2.40 古墳時代即期

28 16区 AU-97 楕円形 2 04 X 1.68 1.50 古墳時代前期

30 17区 AV-ll8 円 形 1.6 1.28 古墳時代即期

31 17区 Ax~111 楕円形 1 43 X 1.09 1.36 古墳時代前期

32 17区 AX-109 円 形 1 23 1.06 古墳時代後期

33 17区 AY-125 円 形 0.6 1.20 古墳時代前期？

34 17区 BD~l25 円 形 0 70 0.82 古墳時代中期？

36 17区 AX-lll 円 形 1. 75 1.07 古墳時代前期

37 16区 AU-104 円 形 1.82 2 00 古墳時代前～中期

38 16区 AU-103 円形？ l.14+a 古墳時代前～中期

2 18区 BJ-143 円 形 1.90 1.05 古墳時代即期

4 18区 BH-141 円 形 1.60 2 05 古墳時代即期

5 18区 BF-140 円 形 2 15 1 0 古墳時代前期 遺物多数出土
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第5節土 坑

本遺跡で土坑は88基確認されている。 2区、 6区、

7区、 14区、 16区、 17区、 18区と多くが微高地で検

出されている。検出された土坑は様々な形態や規模

を呈しているが、用途の判明した土坑はほとんど無

い。土坑の規模や平面形状、調査所見等については

一覧表でまとめている。遺構の時期については、出

土遺物、覆土、確認面等で判断している。本報告書

の中で土坑とした遺構は調査時の所見を重視してい

る。

本遺跡で検出された土坑の平面形状は、 6種類に

大別できる。円形が46某、楕円形が21基、方形が4

基、長方形が7基、不定形が6基、不明が4基を数

える。平面形状により時期的な差異、分布の差異は

看取できない。平面形状が円形を基調として掘り込

みが深く、遺物が多く検出された 5号、 7号、 9号、

11号、 37号、 18区84号土坑は井戸の可能性がある。

2区では古墳時代前期の土坑が集中している。 2区

には古墳時代前期の溝も多く確認されている。 6区、

7区北側、 14区、 15区は、 As-C降下以降からHr-

FA降下以前に水田として開拓されたため古墳時代

前期～中期の土坑のみが検出されている。 16区、 17

区には古墳時代前期～後期までの土坑が散在してい

番号 位 置 平面形状 長x短 深 m

1 7区 AT-93 円 形 1.34 0 32 

2 7区 AT-92 円 形 0 66 0.10 

3 7区 AS-91 不 定 形 1 00 X0.50 0 20 

4 7区 AU-89 円形？ 1.10 0.04 

5 7区 AS-89 楕円形 l 23 XO. 73 0.8 

6 7区 AU-90 不 明 3 04 X0.49+a 0 28 

7 6 区 AR~76 円 形 2.44 1 20 ， 14区 AN-76 円 形 0.80 0 70 

10 14区 AN-82 楕円形 l.15X0.73 0.17 

11 2区 AQ-22 円 形 1. 25 X 1. 05 + a 1 10 

12 2区 AQ-21 円 形 1.20 0 49 

13 2区 AP-21 楕円形？ l.27XQ 39+a 0.12 

14 14区 A0-88 円 形 0.73 0.10 

15 2区 A0-16 方 形 0.70 0.50 

16 2区 AQ-24 楕円形 l.08X0. 77 0.48 

37 17区 AY-124 円 形 1.23 1.45 

38 17区 AY-121 長方形 3.10X2.07 0.13 

42 17区 AX-lll 長 方形 1 4l+axO 8 0.25 

48 17区 BA-119 楕円形 1 20 X0.48 0.20 

63 17区 AX-120 不定形 2.16X 1.40 0.50 

64 17区 AV-104 楕円形 2 QXl.0 0.75 

66 17区 AW-107 不定形 2. 60 XO. 95 0.30 

67 17区 AS~l04 不 明 l.0X0.49+a 0 17 
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る。 18区北側には古墳時代後期の土坑が集中し、 18

区中央から南側には古墳時代前期の土坑が集中して

いる。 18区南側には古墳時代前期の可能性が高い方

形周溝墓と埋設土器が検出されており、 18区で検出

された古墳時代前期の土坑の内、墓制に関わる土坑

があるのかもしれない。但し平面形状、断面形状か

らは共通点は看取できない。

12号土坑は21号溝と重複している。 12号土坑は21

号溝より古い。 13号土坑は25号溝と重複している。

13号土坑は25号溝より新しい。 64号土坑は21号住居

跡と重複する。 64号土坑は21号住居跡より新しい。

66号土坑は 8号、 43号、 47号住居跡と重複する。

66号土坑は各遺構よりも古い。平面形状から住居跡

の可能性も考えられる。 86号土坑は80号溝と重複す

る。 86号土坑は80号溝より古い。 107号土坑は163号、

164号溝と重複する。107号土坑は各溝よりも新しい。

108号土坑はHr-FA下畠と重複している。 108号土

坑はHr-FA下畠より古い。 114号土坑は62号、

103号住居跡、 38局井戸と重複する。 114号土坑は各

遺構より新しい。 117号土坑は110号住居跡と重複す

る。新旧関係は不明。18区41号土坑は18区24号溝と

重複する。新旧関係は不明。 6号、 11号、 67号、 68

号、 18区114号土坑は調査区の都合上、遺構の全域を

確認できなかった。

長軸方位 時 期 備 考

古墳時代前期？

古墳時代

古墳時代

古墳時代前期

N-46°-E 古墳時代即期？ 遺物多数出土。井戸の可能性あり。

古墳時代

古墳時代中期 井戸の可能性あり。

古墳時代 井戸の可能性あ り。

N-46"-E 古墳時代

古墳時代中期 井戸の可能性あり。

古墳時代即期

N-88°-E 古墳時代前期？

古墳時代中期

N-17°―E 古墳時代即～中期 土坑内底面に炭化物あり。
N-64°-E 古墳時代前期

古墳時代前期 遺物多数出土。井戸の可能性あり。

N-19°-W 古墳時代即～中期

N-16°-W  古墳時代

N-12°-E 古墳時代中期 ？

古墳時代中期

N-41°-E 古墳時代前～中期

古墳時代中期？ 住居跡の可能性あり。

古墳時代



第5節土 坑

68 17区 AS-104 不 明 0 8X0.43+a 0.43 古墳時代

69 17区 AT-107 方 形 1.20 0.23 N-19"-W 古墳時代

70 17区 AS-109 不 明 0 6X0.19+a 0 23 古墳時代

78 17区 AY-111 長方形 1. 75 X 1.10 0 30 N-78"-E 古墳時代後期

79 17区 AX-ll2 円 形 1.10 0.30 古墳時代

80 17区 AX-112 楕円形 0. 94 XO. 55 0 22 N-50"-E 古墳時代

81 17区 AX-ll2 楕円形 0. 90 XO. 60 0.18 N-72°-E 古墳時代

82 17区 AY-114 楕円形 0.80 XO. 46 0.49 N-80°-E 古墳時代

83 17区 AY-116 円 形 0.40 0.45 古墳時代即期？ 柱穴の可能性あり。

84 17区 AY-117 円 形 0.30 0.45 古墳時代前期？ 柱穴の可能性あり。

85 17区 BB-118 長 方形 l.50X O 82 0.39 N-19"-W 古墳時代則期？

86 17区 BA-117 長方形？ 0.86+a X0.5 0.22 N-42"-W 古墳時代前期？

87 17区 AX-109 円 形 0 80 0.74 古墳時代

89 17区 AT-110 円 形 0 40 0 36 古墳時代 柱穴の可能性あり。

90 17区 AT-113 円 形 0 65 0 42 古墳時代前～中期

91 17区 AT-114 円 形 0 60 0 40 古墳時代前～中期

94 14区 A0-82 楕円形 1. 82 XO. 45 0.53 N-80"-W 古墳時代

96 17区 AU-111 円 形 0.37 0 28 古墳時代 柱穴の可能性あり。

107 17区 AT-113 円 形 0.40 0.21 古墳時代

108 17区 AT-117 円 形 0 70 0 08 古墳時代後期

109 16区 AT-104 楕円形 0.67X0.40 0 40 N-49"-W 古墳時代前～中期

110 16区 AT-103 円 形 0.50 0.51 古墳時代

111 16区 AT-103 円 形 0.30 0.18 古墳時代

113 17区 AT-117 不定形 1. 75X 1.0 0.09 古墳時代 平地式住居の可能性あり。

114 16区 AU-103 円形？ 0.52 0.12 古墳時代中期

115 16区 AT-102 円 形 0.60 0.50 古墳時代中期

116 16区 AS-103 円 形 0.38 0.31 古墳時代前期

117 17区 AT-ll5 長方形？ 2.22+ a X 1.2 0.16 N-7°―W 古墳時代
33 18区 BJ-143 不定形 6.0X 1.45 0.31 古墳時代前期

35 18区 BJ-146 不定形 2. 7X 1 43 0.30 古墳時代前期

38 18区 BL-147 円 形 1 20 0.05 古墳時代前期

39 18区 BM-148 楕円形 0 58X O 38 0 35 N-75°-W  古墳時代前期

40 18区 BK-149 円 形 0.47 0 21 古墳時代前期

41 18区 BK-150 円 形 1 60 0 30 古墳時代即期

42 18区 BM-151 楕円形 1. 60 X 1.15 0.25 N-59'-W 古墳時代前期

43 18区 BM-151 円 形 0.42 0 15 古墳時代月IJ期

44 18区 B0-153 楕円形 1 18 X 1.10 0.42 N-690-E 古墳時代前期

45 18区 BG-144 円 形 0 40 0 14 古墳時代

46 18区 BJ-149 円 形 1 05 0.12 古墳時代

84 18区 BG-138 円 形 0.90 0.92 古墳時代後期 井戸の可能性あり。

86 18区 BJ-138 円 形 0. 70 0.15 古墳時代後期

87 18区 Bl-138 円 形 0.50 0.06 古墳時代後期

88 18区 BJ-138 円 形 0.40 0.04 古墳時代後期

89 18区 BH-138 方 形 0.50 0.04 N-0 ° 古墳時代後期

90 18区 BI-142 楕円形 0. 70X 0.48 0.35 N-34°-W 古墳時代後期

91 18区 BI-139 楕円形 0.8X0.6 0.35 N-90° 古墳時代後期

92 18区 Bl-138 楕円形 0 7X0.4 0.21 N-63°-E 古墳時代後期

93 18区 BJ-140 円 形 0.40 0.12 古墳時代後期

94 18区 Bl-140 円 形 0 40 0 12 古墳時代後期

95 18区 BI-140 円 形 0.35 0.18 古墳時代後期

97 18区 BH-140 円 形 0 30 0.16 古墳時代後期

98 18区 BH-141 円 形 0.30 0.14 古墳時代後期

102 18区 BG-140 円 形 0 34 0 16 古墳時代後期

103 18区 BJ~l38 円 形 0 32 0 12 古墳時代後期

104 18区 BQ-154 円 形 1 30 0 11 古墳時代前～中期

105 18区 BQ-153 楕円形？ 0. 70X 0.69+ a 0.19 N-ll°-W 古墳時代月IJ～中期
106 18区 B0-149 楕円形 0 92X 0. 7 0 14 N-25"-W 古墳時代前～中期

107 18区 BN-147 楕円形 1.13X0.62 0.09 N-49°-W 古墳時代前～中期

108 18区 BI-142 円 形 1 00 0.29 古墳時代月IJ～中期

109 18区 BI~l40 方 形 0 52 0.12 N-40"-E 古墳時代前～中期

llO 18区 BG-141 円 形 0.50 0.09 古墳時代前～中期

111 18区 BF-139 楕円形 1.68 X 1.45 0.14 N-38°―E 古墳時代即～中期
112 18区 BL-141 円 形 0.60 0.16 古墳時代前～中期

113 18区 BK-140 円 形 0.98 0.12 古墳時代即～中期

114 18区 BE~l40 長方形？ 1. 06+ a X 1.15 0.2 N-1°-W 古墳時代即～中期
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1号土坑

1.黒褐色土 C軽石、炭化物、焼土少量含む。

2.橙褐色焼土層。

3.暗褐色粘質土 C軽石含む。炭化物多量含む。

4.黄褐色粘質土

7区 2号土坑

2号土坑

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒色土炭化物含む。

3.暗褐色土

7区 3号土坑

3号土坑

1.黒褐色土 C軽石、炭化物含む。

2.黒褐色土 C軽石少量含む。
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6号土坑

1.灰褐色土

2.褐色土

3.暗褐色土 FA含む。

4.黒褐色土 C軽石含む。

5.褐色土

6.黄褐色土

7.黒色土 7区6号土坑
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9号土坑

1.黒褐色土 C軽石多量含む。

2.灰褐色土 C軽石、炭化物微最含む。

3.灰褐色土
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11号土坑

1.黒褐色土 C軽石多量含む。

2.黒褐色土 C軽石微量含む。

3.黒色土

2区11号土坑

7号土坑

1.暗褐色土 FA含む。

2.暗褐色土 C軽石、焼土含む。

3.黒色土 C軽石含む。

4.黄褐色土

5.灰褐色土
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＿
 
A _ L=92.80m A' 

· 一 6 ― •三

叫 叫

バ
L =91.50m 

叫

10号土坑

1.暗褐色土 C軽石含む。

6区10号土坑

12号土坑

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土 C軽石少量含む。

3.黄褐色土

4.黒色土

5.黒色土 C軽石微量含む。

6.黒褐色土 黄褐色土粒含む。

2区12号土坑

゜
1:60 2m 

第308図 6 • 7 • 9~12号土坑
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□〉]
A
 

A' 

13号土坑
1.黒褐色土 C軽石含む。

2区 13号土坑

m
 ゜
5
 

ー

，
 

[
、
―
.
』
A
-

：
 

A
 

A
 

A' 

1 4区14号土坑

叫

A 

叫

A 
ーA'- L=92.50m 

A A' ー宣戸 L=92.50m

2区 16号土坑

`P9]  

＿＼」
15号土坑

1.灰褐色土 C軽石多量含む。

2.灰褐色土 C軽石、鉄分含む。

3.暗灰褐色土 C軽石、炭化物少塁含む。

2区 15号土坑

炭化物、 C軽石含む。

黄褐色土粒含む。

：
 

A
 

A'L=91.10m 

37号土坑
1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒色土 C軽石少量含む。

3.黒色土 C軽石微量含む。

溝

<̀| i <̀| 
゜0 0 L=92.10m 

1 7区37号土坑

叫
38号土坑

1.黒褐色土 C軽石多最含む。

2.黒褐色土黄褐色土粒含む。

3.黒褐色土 C軽石含む。

4.黒褐色土炭化物含む。

<i::I 

1 7区38号土坑

□△ co| 

A
 

パ
L=92.00m 

土

土
色

色

坑

—

k

い
レ
ー
|
訊
竺
呼
土

□
口2
1

叫

□
A

＿
 

A
 

1 7区42号土坑

42号土坑
1.黒褐色土 C軽石含む。

2.黒褐色土 C軽石少量含む。

第309図 13~16 • 37 • 38 • 42 • 48号土坑

C軽石含む。

C軽石少量含む。

゜
1:60 2m 
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A
 

6
 

0

-

4

 

p

1

-

i

R
。
叫
古

,

1

 。
o

□9
 

ぐ
，
ち
P

¥l) 

-14 

も二｀｀13

L=91.30m 

A A' 

□ 
1.暗褐色土 C軽石多量含む。

2.黒褐色土

1 7区 63号土坑

Iノた一

A 67坑 68坑 A'

＼ ＼  

叫 ¥こ|

叫

口
叫

L=91.70m 

64号土坑

1.暗褐色土 C軽石含む。

2.暗褐色土

3.黒褐色土

4.黄褐色土黄褐色土粒含む。

5.暗褐色砂質土砂を多量含む。

1 7区 64号土坑

8住

＼
 

A.,, A' 
・- -・ 

6二 170m

1.暗褐色土 C軽石含む。

1 7区 66号土坑

L=91.80m 

1 7区67・68号土坑

一A A' 
—• _下-•一

•..A _K. L =91.30m 

一

67 • 68号土坑
1.灰褐色土

2.暗褐色土

3.灰褐色土 B軽石含む。

4.褐色土 B軽石含む。

7 5.暗褐色土 B軽石少星含む。

11 6.暗褐色土炭化物含む。

7.黄褐色土

8.暗褐色土焼土、灰を含む。

9.黒褐色土軽石少量含む。

10.黒褐色土

11.暗褐色土黄褐色土粒少量含む。

lwi
A-

c

o

l

o

 

A

＿
 

A L=91.30m 

叫 col
A A' 

＼ニニヅ L=91.80m
69号土坑

1.暗褐色土焼土、粘土粒含む。

2.暗褐色土軽石少量含む。
1 7区 69号土坑

叫 i 笠上、 78号土坑

1.黒褐色土炭化物含む。

．立 II“° lK. 11¥・1 
2.暗褐色土焼土、炭化物含む。

3.焼土 ・灰層

4.暗褐色土黄褐色土粒含む。

m|| 
5.暗褐色土

叫 1 7区 78号土坑

A' 

1 7区 70号土坑 ——__ /--

゜
1:60 2m 

第310図 63 • 64 • 66~70 • 78号土坑
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□~)_ ~9K :: 
L=91.40m 叫 叫

／口△ Im| 

A A' 
· — 2 

一79号土坑1.黒褐色土 C軽石含む。2.黒褐色土

1 7区79号土坑

色

色

—
土
土

.
|

1
．

坑

褐

褐
土

黒

黄

i

a

g
 

ー
~
蜘

詞
L
5

ー

，
 

五

A

―

―

坑

L

土号2
 

.

|

|

.

8

 

7
 

g

□口
区

A
l

A

＿

ー

A A' . .  ＿＿ヘ L=91.40m

80号土坑

1.暗褐色土 C軽石含む。

1 7区 80号土坑

△喜□I
A 4 , 4 A' ·— l 

一言~1.lOm
83号土坑

1.黒褐色土黄褐色土粒含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

3.黒褐色土

4.暗褐色土

1 7区83号土坑

叫
A
 

A
 - _ __  

81号土坑

1.暗褐色土

1 7区81号土坑

叫
L=91.40m 

△ c△  I 
A A' . _ 2 --• 

~91. 20m 

84号土坑

1.黒褐色土炭化物含む。

2.黒色土黄褐色土粒含む。

1 7区 84号土坑

ヽ
叫

A' a:il 
． ．  

口85号土坑
A
 

叫

1.黒色土 C軽石多量含む。

2.黄褐色土

3.黒褐色土 C軽石少量含む。
1 7区85号土坑

L=91.20m 

A 2 A‘ 

~L=91.00m 

86号土坑

1.黒褐色土

2.暗褐色土

1 7区86号土坑

：□~I -V-91.30m 
87号土坑

1.黒色土

2.黒褐色土

3.黒色土黄褐色土粒含む。

1 7区 87号土坑

：口:i 三；土F悶訂゜柱痕。
~1.60m 4'黄褐色土

1 7区89号土坑

□戸［
・ • 
A A' 1 7区 90号土坑

＿＼／こ1.50m

0 1:60 2m 

第311図 79~87 • 89 • 90号土坑
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.0._. 
叫叫

•_6__ .l 

91号土坑

~50m 

1.黒褐色土 C軽石多斌含む。

2.黒褐色土

1 7区 91号土坑

□ - L=91.70m 

107号土坑

1.暗褐色土 FA含む。

2.黒褐色土 FA少量含む。

3.黒褐色土 HA含む。

4.暗褐色土

1 7区107号土坑

ム。上I
~70m 

／口［］［
A
 

A' 

L=91.60m 

94号土坑

1.黒褐色土 C軽石含む。

2.暗褐色土

1 4区94号土坑

：畠ど］△/ 

A A' 
·—}上-上--•

L=91.60m 

108号土坑

1.黒褐色土 FA含む。

2.黒褐色土

1 7区108号土坑

•△。」

1 6区110号土坑

llO号土坑

1.黒褐色土 C軽石を含む。

2.黒褐色土 C軽石を微贔含む。

3.黒褐色土焼土を含む。

／ 
•• o上．
A A' ． ． 
―1.70m 

111号土坑

1.黒褐色土焼土粒含む。

1 6区111号土坑

•• 

.A2 L. 

96~ヅ戸品．60m
1.褐色土 FA含む。

2.褐色土

1 7区96号土坑

〉 m|
~~~::~ 
三 70m

109号土坑

1.黒褐色土 C軽石微量含む。

2.黒褐色土 C軽石含む。

3.黒色土

4.黒色土砂を含む。

1 6区109号土坑

i:ol I ~1 

A A' ・- - ・ 

＼
 

1 6区114号土坑

co¥ A,  co[ 
A 3 2 I : A' 
二•L=92.40m

113号土坑

1.暗褐色土 C軽石含む。

2.灰褐色土 C軽石少量含む。

3.黒褐色土炭化物含む。

4.黒褐色土灰、炭化物含む。

5.黒色土 C軽石少量含む。

1 7区113号土坑

゜
1:60 2m 

第312図 91 • 94 • 96 • 107~111 • 113 • 114号土坑
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△〇][ 
A A' 

-170m  

115号土坑

1.黒色土

1 6区115号土坑 2．黒褐色土
1 7区117号土坑

叫

A
 

•~ 6)..K. | ＼ 
叫 叫

A A' 

［ 110ロ E 

゜寸
ーロ1.80m 予

卜

1 6区116号土坑 吋

゜

゜
叫

ui / 

□( :t庁＼＼
A' 

ul L=90.70m 

叫

叫

叫

叫

A
 
マ、 ：―-ロ

1 8区33号土坑

33号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。

2.黒褐色土

3.淡褐色粘質土

A
 

A
 
L=90.70m 

A
 

A' 

:OLAA907:  

・ニー・

38号土坑

1．黒褐色粘質土 C軽石混土。
1 8区 38号土坑

＼ 
ムこ〗△
L=90.70m 

A A' 

I 

39号土坑
ーロ

1.黒色粘質土 C軽石混土。
1 8区39号土坑

1 8区35号土坑

△c△  i 
23/¥l24□I 
＼＼口~;m
三

L=90.70m 

A A' 
ー 2 ―•

ーゴ
40号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。

2.黒褐色土
1 8区40号土坑

41号土坑

1.黒褐色土 C軽石混土。

2.灰褐色粘質土

1 8区41号土坑

゜
1:60 2m 

第313図 115~117 • 33 • 35 • 38~41号土坑
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叫 ＼ 

叫 叫

A L=90.70m A' 

一1 8区 42号上坑
ー
A
-◎
 

A

l

 

A
 

I 

45号土坑
-6-wo.som 

1.黒色粘質土 C軽石含む。

1 8区45号土坑

A' 

]̀△ 
I 

A
 

86号土坑 こ L:110m
1.灰褐色土 FP泥流。

1 8区86号土坑

上。上I
A A' 

43号土三 0.70m

1.黒色粘質土 C軽石多量含む。

1 8区43号土坑

m
 

□
[

1

 

上◎LI

A.  A' I....:...:.... 
I L=91.10m 

ー、―---
87号土坑

1.灰褐色土 FP泥流。

1 8区87号土坑

．
 g
 

A
-
]_[□
叫 叫

A
 z

 —~0.60m 

1 8区44号土坑

上：＼
A A' ．．  

□ 20m 

84号土坑

1.灰褐色土 FP泥流。
1 8区84号土坑

:0八＼
A. A' ·— I...:...:... 

- -」__ 
88号土坑 L=90.10m 

1.灰褐色土 FP泥流。

1 8区88号土坑

---/ 1 

汀□上
i

g

 

¥
A
-

叫

□
A
-

A 1 A'. L =91.lOm 

＝ー—-. 89号土坑
1.灰褐色土 FP泥流。

2.灰褐色土

1 8区89号上坑

叫
L=91.10m 

A A' 90号土坑

•三•8 区 90 号土1バ灰褐色土 FP泥流。

゜
1:60 2m 

第314図 42~46 • 84 • 86~90号土坑
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皇」］
A A'1=91.lOm 
・ー 132 4 l -・  

一三少ー—
91号土坑

1.灰褐色土 FP泥流。

2.灰褐色土 B軽石多量含む。

3.灰褐色土 C軽石含む。

4.灰褐色土 FP泥流。

1 8区91号土坑

△〇△.[
A A' 

• - 1 - • L=91.00m 

ゞ 一
94号土坑

1.灰褐色土 FA、C軽石含む。

1 8区 94号土坑

/

/

 

A
-＠
 

A
-

A A' 
·— l - ・ 

ーし一
98号土坑

1.灰褐色土 FA混土。

1 8区 98号土坑

L=91.10m 

叫‘ゞ又叫

△口~:)
叫叫

A A'L=91.10m 
__¥  __  

92号土坑

1.灰褐色土 C軽石含む。

1 8区92号土坑

ー
ー
＼
一N

-◎
 

A
-

A A' 
•一 l - • L=91.00m 

_—•--
95号土坑

1.灰褐色土 FA混土。

1 8区 95号上坑

:: : [coco: : 
• -- l - • L =91.10m 

102可芯ァ—
1.灰褐色土 FA混土。

1 8区 102号土坑

l

l

l

 

A
i
 ◎
 

A

l
 

A
 

1 

一L=91.00m 
A
 

93号土坑

1.灰褐色土 FA、C軽石含む。

1 8区93号土坑

＼
 
N
i
 

。
A

l
 

A A' 
・- l -・  

―—ゞ
L =91.90m 

97号土坑

1.呵陥世9が埠柑坑

上◎△．＼

A' 
l -・  

-こ-
L=91.10m 

103号土坑

1.灰褐色土 FA混土。

1 8区103号土坑

A
 

A OLi 
L=90.70m 

A
 

1 A' 
←」--—―•L=90.60m

104号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。

1 8区104号上坑

戸ー一
105号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。

1 8区105号土坑

゜
1:60 2m 

第315図 91~95 • 97 • 98 • 102~105号土坑
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‘ 
〖こ~ _A' 
A 1 A' 

・一~三m 
106号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。

1 8区106号土坑

i
 
立

。
A
-

A A' 
・一 I ー・

一二．90m
109号土坑

1.黒色粘質土 C軽石混土。
1 8区109号土坑

：口LI
A
 

バ

一L=90.70m 
1 8区112号土坑

112号土坑
1.黒色粘質土 C軽石混土。

2.淡褐色土 C軽石含む。

叫／
A

＿
 

叫

。
A

＿
 

A A' ·— I 3 2 ― 
ーー、ー―

1 8区107号土坑

107号土坑

1.黒色粘質土 C軽石多量含む。

2.黒色粘質土 C軽石混土。

3.黒色粘質土 C軽石微 む。

△O] 
A A' 

、 ミ

~oK 

A
 

叫 叫
L=90.70m 

L=90.90m 

1 8区110号土坑

1 A' 
--ノ_.

L=90.80m 

1 8区113号土坑

113号土坑

1.淡褐色土 C軽石含む。

第316図 106~114号土坑

•A._ L =91.90m .!l_ 

一1 8区108号土坑

A
 

A L=90.80m A' 

1 8区111号土坑

A
 

A
 

A' 

- 80m  

1 8区114号土坑

゜
1:60 2m 

229 



第5章遺構と遺物

／ 

1坑 1

／ 
、、4坑 1

：
 

，
 

ヽ
r

ー

＼ミ

l ))})}"l),,!))1)))11| ¥ 

4坑 7

4坑6II／口1 ―| - 4坑；ヽ

第317図 7区1• 4号土坑出土遺物
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第 5節土 坑

5坑 l

5坑2

5坑 5

5坑11

5坑13

第318図 7区5号土坑出土遺物（1)

口
5坑 15

゜
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5坑 17

5坑 19

5坑 20

-~~--— 

5坑 22

第319図 7区5号土坑出土遺物(2) ゜
1:3 10cm 
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7
 
2
 

[
ロ
ニ
ロ
ロ
ニ

□／坑 0 1:3 10cm 

第320図 7区5号土坑出土遺物（3)
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¥

¥

 
＼
 

ぃ
＼

5坑30
0 1:3 10cm 

第321図 7区5号土坑出土遺物（4)
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凡

第322図 7区5号土坑出土遺物(5)

第5節土 坑

坑31

二
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ー
゜第323図 7区5号土坑出土遺物(6)
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第 5節土 坑

7坑 1

＼ 7 坑 4 

7坑 7

／ 

り
7坑 8

／
 

~ 7坑 10

＼ 

7坑 9

¥¥ 7坑 11

7坑 S-1

乙＿ー〔

゜
l: 1 邸 cm

゜
1:3 10cm 

第324図 6区7号土坑出土遺物
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ー

／ 

、!-

11坑 1

1ヽ1坑 2

＼ 12坑 1
冒＼
! ¥ 

＼ ヽ

I -I "'(¥ 38坑 1

久8坑 3／疇□言：、38坑4口／口
゜第325図 2区11・12• 15 • 16 • 14区14号・ 17区38号土坑出土遺物
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37坑 1

7坑 4

第326図 17区37号土坑出土遺物（1)
0 1:3 10cm 

239 



第5章遺構と遺物

7坑 6

/ 7坑 8

37坑 9

＼＼ 

第327図 17区37号土坑出土遺物(2)
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＼ 

〖ニニコ＿ーロニフ 59坑 S-1

゜
1:1 2.5cm 

□冒□

108坑 1 11 

113坑 1/ / 

，／三
85坑2

10 9坑 l

109坑 2

尋＼¥ ¥ 
117坑 l

／ 

参＼
＼＼ 

117坑 2

／ 

電9-〖
¥¥ 

117坑 3

゜
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第328図 17区48• 59 • 85 • 86 • 108 • 113 • 117号・ 16区109• 115号土坑出土遺物
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第329図 17区63号土坑出土遺物(1)
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第330図 17区63号土坑出土遺物(2)
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第331図 18区33• 35 • 44号土坑出土遺物

第6節溝

本遺跡で溝は33条確認されている。 2区、 7区南

側、 15区南側、 17区、 18区の微高地と 7区北側、 14

区の低地で確認されている。これらの溝は規模や走

向、他の遺構との関連から機能の推定できるものも

ある。微高地で検出された溝は、東西に走向する溝
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と南北に走向する溝に大別できる。 2区の南北に走

向する溝は水田跡に関連し、配水をするための溝と

思われるが、他の微高地で検出された溝は区画を意

味するものが多いと考える。低地で確認された溝は

水田跡に関連し、配水をするための溝と考える。位

置、規模、走向、時期等については、一覧表でまと

めている。 遺構の時期については、出土遺物、覆土、
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